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。床暖房

泌尿守利 !l 1したふく射熱て; ii: むとか ら効 キ

よく書Il Jt 全体をあたためます。

@ 冷暖房

常 気のPi れないiLI ノドut: }}; :ならで

はのマイルドな iAll) !P.l 。もちろん瓦は

冷房もOK。

@風呂・シャワー

フV オーノレの給湯機能( j . 余怖の 16 り。おi劫

はりも短かく、シャワーも{ l ' - lill を通して* しめ

まてれさらに、風呂ヒーターで、迫いだきも。

@浴室換気乾燥機

浴室が洗た〈物の乾燥室にい変り。1・nの 11

でも夜でも安心して i先たくできま丸

@ 給湯

お台所はもちろん、 i光r(lili ) j - などにもお湯

がた っぷり。特に冬場にはうれしい l床応です。

@ 温水サウナ

低 温 の 遠 赤 外 線 方 式。わずかなスペース ・

維持費亡ホームサウナを -' 長引します。

P R旧尺
責料締車 h問い合わぜは 干541 大阪市東区平野町5-1大阪カス営架部エ y クスフリオール係正て TE UJ6-202-2221
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みどり学習会( 第 12回)

4 一日本の森林を学ぶー

紅 葉 黄 葉 の 私 市 植 物 園 に て

fJ. rliM物I吋にたっく宇町、のよ 4、/ 槻祖; :  ｩｾＧｦ＠ IL 

昭 和49年にスター卜したみどりの学科会も、回を重ねてはや 12固

となりました。倒木の実習、緑化センターの見学など、さまざまな

企画をしてまいりました。その Hlj 、 世の I!ftU?JI は 「 紙 化 緑化 」 と 叫 ば

れ つ つ 、 ファ y ションやアクセサリーとしての紙、流行り言業とし

ての紋も随分慣行しているように思われます。そこで、初心 に; 最り、

再び、紋の本質理解の第一歩として、刷物|古] 見学を企画しました。

今回訪れる私市刷物図( 大阪市立大学埋学部附属) は、日本 n生

約 600 純の樹木のうち屋外生育可能な 450 Hl を集め 、 なかでも、日

本に存イ正する自然中if{ 生の照紫樹林引など 10余の森林型の〈造生〉に

力を入れておられます 当日は、航物l刻で「生態系の構造と機能」

を教えておられます安藤先生に闘の御案内と昭和 16年 建 設 の 木 造 校

舎 に て 造図樹木 ・ 日本の杭生 ｊ と題しての Ｂｉｾ Ｍￌ受を受けます。

生態系から倒木へアフローチできる i't if( な機会です。

ふるってご参加下さい。

日 時 11 月 8 日U:) 小雨 決 行 集 合13・00 → 解 散17・00

集合 場所 京阪電鉄 ・交野線「伝市( きさいち )J 釈 改 札 出 口 付 近 ・

目標会旗

目参与、 大阪、淀hlt品よリ京阪屯 '1' - 二三条. . h ;t;;t .fr 恥J j l ・ ' ti }j ，j; 駅 で交 Ｇｦ 栃 ｬ に来リｻｾ

え、終点「平' L. ，J i r 下'I( ，ｾ斤集時 ｈｉｉ ， ｴｾｊＵＰ 分・片道 ＲＷＰＱ Ｑ Ｑ

講 師 安藤ぷ忠男氏( 大阪市立大乍品師)

定 員 40名

会 費 会貝800円 ・会 員 外1，000円( 当日受付にていただきます)

申込方法 会誌発行の都合により屯阿古にて受付いたします。

参 1mごィ令望の )j は 氏 名 - 勤 務 先1，・述 絡 屯 話 番 号 ・参 加

証送付先及び所在地 、 会 Ｑｾ . 会 以 外 の 純別 をお知らせ下

さい 定貝超過の場合は. J "lll せんにて決定の上参加誌をお

送りします Ｈ日本，建築協会・ ｊｾｾ 深 ｔｅ L  .06 348 0633)  

・:・ 開催 目前ても定員事lれの場合があり ますのて 、ー度事喋標 までご連絡下さい

日本建築協会会告 一一一ー一一一

昭和61 年度・茶室見学会

‘ 奈良の茶室八窓庵を訪ねる

本会名作正会只ｼ凋凹 ＩｦＺｾ 先生のご案 内 による・ Ｑｦｴ 例の茶室凡小会、

本年度は久万振りに奈良へまいり、条良国立博物館の庭内にあるｾ ，

IR: 八 窓 Ji 包を J れることにしました

八ＧￆＺ［Ｎ ｊ 伝は ，Ｑ，Ｍ 回織音 ｲｬｾ チみ、 Ｔ tWi 台自の茶席で、もと興制、干の大来院

にありましたが、 HJ lifi の 中頃 現イ正I也に移きたされました。

また、 1
1
.- 悶織古11は 山械 丙 |吋3 万 5 千 石 の 大 名 で平IJ 休 の1心した 門 弟

じ刊の一人、利休亡きあと第ーの茶|所となり 、徳川 二代将'1' : 秀忠の

Ｑｴｾｾ良となリました 平IJ 休 の町 人茶を改めて武家茶とし 、 好みの茶総

にも安形のものが多〈異色のある茶lだです。

今! 日lの 八 窓l奄比'γ: は公良国立博物館の特別のご! 享立によ り比 学 で

きることになりましたが、茶室についてご造詣の深い阿問先 'J.:. から

現地尖 ｾｬｽＱ による ｩＧｬ ， ｮ なお ｅ 活ヵ、和 ｪ える良い機会で、すので Ｇ Ｑ ｛ｬｩつてのご参

加 を お f年ちいたします

また、八窓I伝.h!:γ: 後、 I守物館にある多数の仏像や絵幽・ 工 iz dhな

どの市美術も観賞する寸 ｴ ｾ ｾ 主です。

なお、 1I .'fIl ¥j 的に余怖のある )j は制より 11¥かけ H免秋の公良公 1，.1を散汲

してイド 11大社や点大与ーを‘ 山ねられるのもよく、また 、l凡iの J;( の 柴 r，lli

、子や1，IH{{ 1 ' ) { 、' ) ' に参: 治されるのも興味深いものがあるでしょう

日 時 11 月29 日( u 集 合13 :30 → 解 散16 :00

集合 場 所 奈良国立博物館 ・新館前の池畔、目標会政

$7， 大阪よリ、近鉄 'fU. j直民 党併良 fr快速急行に来 'Ii_ ｾ＠ 所嵯 ＪＧｾＴＰ 分ＱＧＰ iu. IIOI' I 】

講

定

. 6. .  

3 玄

申

b 件山. ｾＧモ良駅 下中、 I也l へtH ・! k へ徒歩約 13分 3l. 1; J : パスてす内物自' i I li'j ト'1'

師 工 学 博 1: 阿国 )f: 男氏( 帝塚山学院大学教授)

員 301ぅ

策 会 U 2，000円/ 入館料他含む 1  

会 只 外 2，500r-rJ ¥当 H受 付 にていただきます/

込 ｦｴ 似はヵ、きでお ｊｾｲ￭ いします はカ、きに氏名 ・勤務先1 ' ，・

) f 絡川口市番号 ・返 f"j 用宛名 ・郵便番号を記入し、 「公良

の茶宅見学会J とl明記の J-_ 、11月21 日倒までに処築協会

事業課へ ただし、定同組過の場合は抽せんに決定し、

参加証をお送りいたします

4 建築基準法の改正意見提案の

提出について

今般日本，建築協会てもは、今後の自11rti の発展向上にイf合')J または必袋

と巧えられる法の改正. ' ，1，( ，こついての立見をまとめ 、次 の 3tii 11の-t) {

案を、 9 )-J ＱＵ 日付けで往設省住宅局長片山Ｎｴｅ犬殿に従 ｮ ｾ 放しました ｡

(1) 形態規制の一部改正

(2) 処築協定 ［ｉｾｊｉ 支の ｩ Ｑｲ ｉＩｻ 形成 ｬ 立ひ， ｾＮＧ剖ぬへの ｩ ，ｲ［用

ＨｾＩ＠ . f 注目なr J i 街地住宅供給に対する奨励策

他棋とｉｴ ｾｴ 1‘ 刷
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‘ 令解剖台上の私性群。

一建築家池上俊郎の 5 年間の仕事一

「カテゴリーを超えて J

「スケールを超えて J

本 会 ラ ウ ン ジ で 毎 年l羽1!i l しています展覧会も今年で 3 回目となり

ました。今回は、「専門分里f を問わないことを専門化してきた」とド

ム ス 必 に 紹 介 さ れ た 池 上 俊 郎 氏 に ご 登 場 い た だ き ま す

池 k 氏は、 1 / 1 - 1/ 200 ，000の ス ケ ー ル の も の ( 家 具 ・インテリ

ア . ，建築 ・都 市 ) を 等 価 な も の と と ら え て 、 ジ ャ ン ル を 超 え た ユ ニ

ークな創作活動をしておられます。

この展覧会では、①形態を機何学的な世界と不定形なカタストロ

フィーの組み合わせです品成する。②形態操作を IIUじて心理的風試を

拡大し、物語性を場に構成していく ③ デ ザ イ ン の75意 性 を 越 え て

特殊解であり、同時に一般解でもある社会的存イ( として成立させる

ことという 3 つ の 触 を コ ン セ フ ト と し て 創 作 さ れ た 最 近 5 カ 年 の 作

品が、4. 1! ; 築を 中心にして高11rnの モ ニ ユ メ ン 卜 か ら 日 常 的 な ス リ ッ バ

までをドローイング ・ 校ｾｾ . 図面などで展示されます。

な お 、 展 覧 会 初 日 に は 、 池 J:氏 の ス ラ イ ド を 交 え て の 必 演 会 も 予

定しておりますのて許容ってご参加l下さい。

- 展覧会 「 解 剖 台 上 の 私 性 群 」 ー 建 築 家 池 上 俊 郎 の 5 年 間 の 仕事一

開催期間 1986年 12FJ 6 日 出 → 12月12 日幽

午 前10時 ~ 午 後 7 時( 入場無料)

た だ し 、 初 日 ( 6 日) は午後 511寺まで。

会 場 日本主l ! 築協会 ・ラウンジ( 大阪駅前第 3 ビル ・211培)

・ 講 演 会 「 解 剖 台 上 の 私 性 群 」 ー ス ラ イ ド 併 用 ー

日 時 1986年 12月 6 日tu 開会 18・30 → 閉 会20 :30

会 場 日本建築協会 ・ラウンジ

講 師 池上俊郎氏刈アパンガウス研究所・池上l空自，¥控築 !J 、務所 ftJ"J

定 員 401，

参 加 会食 会貝 800円 ・会只外1 ， 000円( 飲物代含む)

申 込 ハガキまたは屯話にて、氏名 ・勤 務 先 名 ・所イ1: 地 ・述 給

電 話 番 号 ・郵便番号及び会貝 ・会 貝 外 の 純 別 を お 知 ら せ

下 さ い FI I込締切は 11月28 日倒。

申 込 者 多 数 の 場 合 は 抽 せ ん に て 決 定 め 上 、 参 加 証 を お 送

りいたします。

日本i j ¥築協会事是認・干530大阪市北区梅rnl 1  3  2100大阪駅前都3ビル・21階 T E  L06-348-0633) 

- 池 上 俊 郎 氏 ご 紹 介

1948年 大阪に生まれる

1974年 大阪大午 i :" j!: ffllill 築工午科卒業

1974- 76年 URBAN PLANNI NG研究所( 術市計闘)

ＱＹＷＶＭＸＱ 年安藤忠、総 ＮｩｬｬｾｾｊｦＺ 先所 ｩｬｬ 築Ｉを経て独立

1981年10月 池上俊民1¥他築・J¥- 務所を設立、 ( プロダクトデザイン 家凡の設;11'

を始める)

1986年 7J J 株式会社アーバンガウス研究所を設立、現イ ＱＺ にｾる

・主な作品

〔建 築〕 ・幸悩相 Ii_ 銀行三原文l苫( 淡路ぬ) ' 82 

' 10 ドi日l 大阪 '84 

Ｍ インナーピレ ｹ ジみやまＨ長野県内ＮｉＮＡｾ ' HOTEL' 85 

〔インテリアデザイン〕 ・アンバーハウス大阪( ホテル日航 ・大阪) プテイ: ; 1' 82 

・山本 ll i ! 科医院( 大阪 '83 

〔家

・牛; みやけ ( D. D. HOUSE大阪) 初風レストラン '85

・ 大月真跡 ｦｾ 亭世ンヨーウインドウスカルプチルーポートアイラノド神戸［ '85 

具〕 ・公衆用十晶子試作品 l 第一回国際デザイン ・コンペテ

ィション通産大臣賞受賞 '83

‘ ヴェネツイアと大阪・都市と広場シンポジュウムおよび展覧会一日本建築協会後援一

イタリアヴェネト州、| の諸都市( 特にヴェネツィアを中心) にみら

れ る 代 表 的 な 広 場 の 姿 を 、 関 前 と カ ラ ー 写 点 を 使 っ て 紹 介 し た 展 示

ノぐネルが日本に送られてくることになりました。

この展覧会ノぐネルはパリのイタリア文化会館、ウェネト州、ヴェ

ネツィア往築大学が共同して作成し、 fli o
年 、 パ リ を は じ め と し て フ

ラ ン ス 弁 地 で 展 示 さ れ た も の で 、 パ り で は 、 同 時 に 開 か れ た シ ン ボ

ジュウムとともに、高い J干filli を受けました。

大 阪 に お い て も こ の 展 覧 会 を 開 催 し 、 よ り 多 く の 人 々 に 水 の 都 ウ

エ ニ ス を は じ め 、 ヴ ェ ネ ツ ィ ア 共 和 悶 を 支 え た 低r! u ! . 地惜の諸都市の

代 表 的 な 広 場 の 姿 に 接 し て い た だ く と と も に 、 そ れ を 記 念 し て 日 伊

国際シンポジユウムを開きます。

シンホジュウムでは、ゥ- ェネト州の都市広場を AE材にしながら、

大 阪 に お け る 都 心 の 広 場 づ く り や ア メ ニ テ ィ の 向 上 の 万 策 に つ い て

一 般 的 な 議 論 を 行 う 予 定 で す 。 同|努文化交流と大阪の広場づくりを、

専 門 家 や 一 般 市 民120名 で 話 し 合 い た い と 思 い ま す

. ノぐネル展示

1986年 11 月21 日- 24 日 大 阪 タ ー ミ ナ ル ビ ル15 F  

1986年 11 月26 日一 12月 2 R  O.B. P， MI Dタワーアトリウム

. シ ン ポ ジ ュ ウ ム

2  

1986年 11 月21 日 P M1  :00 - 5・00 O.B.P .MI Dタワー2 0 F 会 議 宅

テーマ 都 市 広場 とアメニティーヴエネツィアと大阪ー

ノてネリスト ウェネト外| 文化大臣

ゥーネツィア大学教授 フランコ ・マ ン ク ー ゾ 氏

ウェネトチト| 挫築家 A. ボゾッコ氏

竹中工務盾設計副部長 狩野忠正氏

コメンテーター 福 山大 学 教 佼 三 輪 利 英 氏

大 阪 大 乍 教J受 点 孝 光 氏

彫 刻 家 新 谷 珠 紀 氏

野村シルビア女史

とか絵rr'5fni 研究所所長 赤絵良一氏

日 建 設 計 金i事成保氏

司 会 加藤晃規( 司会) 、井口勝文( 総令司会)

主 催 ヴ、エネト州文化娠興局/ 駐大阪イタリア総領事館/ ウ" ェネツ

ィアと大阪・都市と広場シンボジュウム開催準備会

共 催 大 阪21世 紀 協 会 / 大 阪 日 伊 協 会 / イ タ リ ア 文 化 会 館 / 世 界 都

市研究会

洋細は、大阪日 f) J - 協会( 事務局代表 : 安 富 昭 二 ・井口勝文、大阪

r! i 大淀区大淀南 2 - 2  - 4 8初日政送内、 T EL. 458- 5321) へお問い

合わせ下さい。

ラ
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喝要

建築家石井和紘によるア，メリカを代表するポ

ストモダン建築の紹介と、フィリ y フ ・ジョ

ンソン、シーザー ・ペリー、へルムート ヤ

ーン等現代をリードする鐙築家へのインタピ

ニL -

o

ポストモダン建築 in U S A  

カーサミラー、地下聖堂、コロニア、ク. ェル、

サグラダ等、現代芸術に多大な影特を与えた

ガウディーの建築群が見事な映像として結品。

監管/ 勅使河原宏音楽/ 武満徹

num即刻URRf

A NT ONI O GAUDI  

圃 聞

・h 闘 岨 蝿 E

E "' i ' _  

E  

..回
・・a

出 量 カルフォルニアをイメージする時の要ぷとし

て欠くことのできないサインボードや、リア

ルなウオールペインティング、巨大なビルボ

ード、ネオンチュープなどを収録、個々のイ

マジネーションで自由な CAL I F‘ ORNI A T RI P 

が楽しめる。音楽/ 佐藤博

C ALl F OR NI A I MAGE  

S K E T C H < T WI NK L E  

S QUA R E )  

一一一S UNNY  SI DE UP  

(森 川

円 ｊ 、ｾ .，. ，Ｍ，ＮｲＢＱ Ａｉｾ セ

ニューウェイプ ・テレビコマーシャルの先駆

者として新しい視覚メディアを確立したロパ

ート ・エイプルの傑作テレビ C F の集大成。

U C L A卒業後、 4虫学で建築を学び、パウハ

ウスに留学、帰国後、映画とデザインを学ん

だロパート ・エイプル。秒の世界に展開する

映像美の中にひとりのアーテイストの存在が

浮びあがる。

ロパート・エイブルの世界

サンフランシスコのすぐ北の街、サウサリー

トからサンタモニカ、ロサンゼルスまでのア

メリカ西海岸をドライブ。 くもう一つのカリ

フォルニア〉が展開される。さわやかなカシ

オペアのサウンドが新たなイメージをかきた

てる。

C ALl F ORNI A I MAGE  

S K E T C H  < S UNNY  

S I DE  UP )  

雑誌「ブルータス J tilJ 刊以来のぬ峨写点より

厳選された 700 枚の写兵を、「居住空間学J .  

「知る J .  i遊ぶJ .  i 学ぶ」など、主題別に椛

成。パックに心地よいサウンドが流れるビデ

オフォトアルバム

B R UT US  Gal l ery 

約3300件の建築作品をレーザービジョンに集

録した新しい画像データベース( 綴止画3500

コマ、動画 4 本40分)。

用途 ・外観イメージ ・デザインキー ・設計事

務所などの項目があり、任意に検索できる。

A R C H卜F I L E

「建築作品年鑑J

第 l 回

開催日時

11 月28 日倒

18:00P. M.  

第 2 回

12月 3 日(刈

内容( 波映し V ディスク) 時 間

ポストモダン建築 in  U S A  60分

18:00P. M.  

t(l 3 回

月

背

年

一

内

，F

b

 

アントニォ ・j f ウディ 72分

カリフォルニア ・イメージスケ y チ

74分

(  2 本)

- ツウインク j レスクウエア

・サニーサイドア y プ

= お 知 ら せ =

このたび、本会建築クラブのご厚意により、協会ラウンジにレー

ザービジョンプレーヤ( 1 台) 、ビテe オテe ッキ( 1 台) 、テレビ( 2 台)

を設置いたしました。また、建築関係のしv .ディスクなども 7点( 上

記) 購入しましたのでお知らせいたします。

今 後 、 会 貝 の 皆 機 に 広 〈 ご利用 い た だ き 、 新 た な 情 報 提 供 の 場 づ

くL ができればと考えております。

なお、上記臼程により 、 レーザービジョンの放映をいたしますの

で._"..}J oご希望の方は本会事業課までご述絡下さい。

レーザービジョンで見る建築映写会ご案内

. 6.  

:Ili: 

日 時 上記日程表のとおり

場 日本建築協会 ・ラウンジ( 大阪駅前第 3 ビル ・21階)

員 40名( 申込先治l I I U)

費 無料( 当日、飲物ご希望の万は笑資ご負担願います)

屯話にて受付ーいたします。本会卒業謀まで氏名 ・勤 務 先

名・述絡屯話番号及びこ。; 希望の内容をお知らせ下さい。

なお、会場の関係により定数に達し次第締切らせていた

だきます。( 日本建築協会事業課 Te! 06- 348一0633)

定

. 6.  

2 玄

申 込 方 法

3  
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床面積の算定方法

床面積の算定方法について 一一一一 一一一一一一一一一一昭和61年 4 月30 日 越 政 省 住 指 発 第 115号一，

1. 建築物の床面積の算定 次の各号に定める械造の出窓については、床面:

控築物の床荷積は、建築物の各階又はその一 般に算入しない。

音 ＱＱ で、壁、ｾ，シャッタ一、手摘、住等の区画 イ 下端の床面からの高さが、 30cm以上である

の中心線て瞬間まれた部分の水平投Ｉｾ面積による こと。

ものであるが、ピロティ、ポーチ等で壁、扉、 ロ 周囲の外壁面から水平距離50cm以上突き出

往等を有しない場合には、床面般に算入するか ていないこと。

どうかは、当該部分が居住、執務、作業、集会、 ハ 見付け面積の 1 / 2 以上が窓であること。

娯楽、物品の保管又は絡納その他の屋内的用途 (11) 機械式駐車場

に供する部分であるかどうかにより判断するも 吊上式自動 lII .t! I 席、機械式立体自動単車庫等で、

のとする。 床として認識することが困難な形状の部分につ

例えば、次の各号にぬげる建築物の苦11分の床 いては、 1 台につき 15m' を、床面積として算定

面般のt ) : 定は、それぞれ当該各号に定めるとこ する。なお、床としての認識が可能な形状の部

ろによるものとする。 分については、通常・の算定方法による。

(1) ビロティ (12) 機械式駐輪場

ト分に外気に開放され、かつ、屋内的用途に供 床として認識することが困難な形状の部分につ

しない部分は、床面積に算入しない。 いては、 l 台につき 1. 2 m' を、床商械としてt ) :

(2) ポーチ 定する。なお、床としての認織が可能な形状の

原I l IJ として床面積に算入しない。ただし、屋内 部分については、通話の算定万法による。

的 用 途 に 供 す る 部 分 は 、 床 面 似 に 算 入 す る 。 ( 13) 体育館等のギャラリー若手

(3) 公共用歩廊、傘型又は墜を有しない門型の 原目IJ として、床面松に算入する ただし、保守

建築物 点検等一時的な使用を目的としている場合には、

ビロティにi I ' _ ; じる。 床面積にt ) : 入しない。

(4) 吹きさらしの廊下 2  . 区画の中心線の設定方法

外公に有効に開放されている部分の日さが、 1. 1 次の各号に掲げる建築物の ｉｾｾ その他の区画の

m 以上であり、かつ、天井の向きの 1 / 2 以上 中心線は、それぞれ当該名号に定めるところに

である廊下については、幅 2 mまでの部分を床 よる。

面wに算入しない。 (1) 木造の怨築物

(5) バルコニー・ベランダ イ 軸 組 工 法 の 場 合

吹きさらしの廊下に準じる。

(6) 屋外階段

柱の中心線

ロ 枠組壁工法の場合

次の弁号に該当する外気に有効に開政されてい 壁を構成する枠組材の中心線

る部分を布する階段については、床面積にt ) : 入 ハ 丸太組織法の場合

しない。 丸太材等の中心線

イ 長さが、当該階段の周長の 1 / 2 以上であ (2) 鉄筋コンクリート造、鉄合鉄筋コンクリー

ること。 ト造等の建築物

ロ 向さが、1 . 1m以上、かつ、当該階段の天井 鉄筋コンクリートの船体、 P C板( ブレキャス

の日さの 1 / 2 以上であること。 トコンクリート板) 等の中心線

(7) エレベータシャフト (3) 鉄骨造の建築物

l原則として、各階において床面似に算入する。 イ 金属板、石綿スレート、石膏ボード等の叫

ただし、 ，{i床できない階であることが明らかで い材料を張った墜の場合

ある階については、床面舶に算入しない 胴縁等の中心線

(8) パイプシャフト等 ロ イ 以 外 の 場 合

各階において床面総に算入する。 P C板、 A L C板( 高弘向庄ぷ公益生された経!

ＨＹＩ 給水タンク又は ｪ 討 Ｒ 水タンクをぷｾする ｉ 也下 量気泡コンクリート板) 等の中心線

ピット (4) 組新進又は補強コンクリートブロック迭の

タンクの陪 ｊｉ 羽に保守点検肝Ａの ｾｪｬ 閉め空 ｉｈｊ のみを 建築物

1 i するものについては、床 l節軌に算入しない。 コンクリートプロック、イイ、れんが等の主要な

(10) 出2 . 造部材の中心線

4  組視とｬｉＮ ｾｴ 1986' f 川

床面総の算定方法は、建築恭準法施行令第 2 粂

第 1 項第 3 号で、 「建築物の各階又はその一部で

壁その他の区画で壁その他の区画の中心線で固ま

れた部分の水平投影面積による J と定義されてい

るが、例々の具体的な建築物の床面松の算定て' は、

I也万により異なる判断があった。

主主設省は昭和61年 4 月30 日、ピロティ、 l吹きさ

らしの廊下、屋外階段等の床面般の算定および区

画の中心線の設定についての取り扱いを示し、各

特定行政庁に通知した。さらに昭和61年 8 月 1 日

からの適用にあたって、 「床面h' tのn定方法の解

説J も発行された。

*  

吹きさらしの廊下等における「外気に有効に附

月 忍 去 三 恵 芝 ょ の 取 り 扱 い に つ い て は 、 「① a  

l持地境界線からの距離が、 1 m 以上であること

②当該部分が面する同一敷地内の他の建築物又は

当該建築物の部分からの距離が 2 m 以上であるこ

と。の要件を満たす場合J とされたが、 「ただし、

市街地の状況や土地利用の状況により一律な取り

吸いが困難な商もあるので、特定行政庁が区域を

指定して別の数値を定める場合は、その数値によ

ることとなるJ と、特定行政庁の実情を踏まえた

数値の設定も可とされた。

ただし占きの特定行政庁の定める数値について、

近畿プロックの特定行政庁の状況は、 下衰のとお

りでbある。

'.......J ｉｕ 虹ｾ［，弔品

その他の区域 l

兵/ol l 以下

近衛・商E区域内

その他の区域

京都市

近商・商業区妓内

その他の区域

京都府下除京都市

滋賀県下

公良県下

相歌山県下

隣地境界線から|他<7l - t i ' ; 築物又は

| 当該建築物の部

の距離 (a) I分からの距離(b)

凶 o  cm 1 2 m  

l  町1 2  m 

50 cm 1  m 

l  汀1 2  m 

50 cm 2  m 

1  町、 2  m 

l  ロ3 2  m 

平 面 図

同 ω‘lW-.l車

( 距離 a. b は部分ごとにとる)

( 大阪府建築指導課 押 川 兼 宏 )



l1q量る 醐時E …

表紙デザイン ・吉田隆一

( 東畑建築事務所)

セーヌ河畔 ここは純物闘の

近〈、セーヌも観光船のコー

スを少し外れると、こんな河

船が数多く弊がれています。

以前は散策路であ ったこの付

近の河岸にも、 111が降りてき

て! tEl ド場になり、そぞろ歩き

を楽しむのも難しそうです。

"  

特 集 . 新 し い オ フ ィ ス 空 間 の 構 成一求められる機能と構成要素

10茄 SPEC1AL  F EATURES ON  COMPOSI TION OF  NEW OFFICE  SPACE  

みどり学科会( 第12回) 一 日本の森林を学ぶ 紅楽賞誕の私市他物図にて . 昭和61年 度 茶室見 学 会 奈 良

の茶室八 Ａｅ Ｎｆｴ ｩｬＺ を訪ねる Ｎ 建築基準法の改正意見提案の提出について Ｂ ｪｬｾｾ 剖台 上 の私性 ｬ ｴＡＨ，Ｂ Ｍ 建築

家池上俊郎の 5年 tMI の仕事一 「カテコリーを超えて J r スケールを超えて J . ヴェネツィアと大| 仮 ・

都市と広場シンポジウムおよび展覧会. お知らせ ー レーザービジョンで見る建築映写会ご案内

.6、 £主ニ

ヨコ，0ヨ

- 特 集予告

11 月号/ 第33回青年技術者

/ インテリア ・イ クステ ンション

とリニューアル

12月号/ 禽食

1 月号/ 入浴物語

JJ 

4  

設計 丹下健三 ・都市 ・建築設計研究所

敗型 愛緩県、丹下住tt 三 ・有Ilrli ・建築設計一石J f ' 先所

施工 j克J; ，) . 西松 ・野IHJ ・二NI 共同企業体 - 6

村本主! l 設 H  

/0  

住宅 百Ilrl ，松市r Hl 公団公図緑地昔11 アーノレ ・アイ ・エイ建築綜合研究所

民J l l i 住宅 ・都市終1sii 公 団 地 工 熊 谷 組l

地 工 竹 中 工 務 l市 /2  設計 日建設計

ｉ ｦ｛Ａ ゐ怨 ｩＱＱｴ ・ ｩｾＩｩ 也組 ー ｦ ￌＧ友建設松村組共同企業体一一 Ｏ Ｔ

/8  

2 0  

大 阪 府 医師 会 館

銀泉検堀ビルー一一設計監耳II

弐干書館 設計 : Desi gn House 

最近竣工した新建築 (NoJ 972- 1980)

( f本，1 &)

大林組 - ..-js:J;1i 設計部門 ー

住まうことの物質的貧困と文化的貧困 (r スラムとウサギ小出 J .fJ m. 修司占 ) / 伊 従

脇 工

GAL L E R Y  

スケ ッチブ ック

この人

会員グループの頁

書評

2 /  

2

3

0

1

 

2

2

3

7

 

勉

かた っ1; 1 . ' しから読んでます/ lIx) if /f 'fll 碩

熱線反射ガラス 「レフ ・E I ロー ・EJ / 伯者 和11

蛍光 ｘ ｫＮｾ 分析装置 ｓｹｳｴ･ｭＳＰＷＰｄａｔａｆ ｌ ｅｘＭ Ｑ Ｗｂ

大学キャンパスは観光名所/ 三村浩史 . 主t観の保全と創造/ 本城博一

地域に似ざした建築/ 111本忠司 . 建物の寿命と設計者の立場/ 大辻点苓夫. ＮｾＲ＠

新しいオフィス空間の構成 一 求められる機能と構成要素特 集

久 ムl成 熟 し た オ フ ィ ス 空 間 を め さ し て ー オ フ ィ ス 空 閉 め 究 極 の 姿 を さ ぐ る一 与 謝 野総 論 1

テ ナ ン ト に 望 ま れ る オ フ ィ ス 空 間 一 デ ベ ロ ッ パ ー の 最 近 の オ フ ィ ス ヒ ル 対 応

)11 型f

総 論 2
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愛 媛 県 県 民 文 化 会 館

法令コーナ - 217

作 品 作 風

施工設計 久米建築 Ｇｊｾ 務所大ｼ仮事務所斑 鳩町 庁 舎

那 智 勝 浦 町 体 育 文 化 会 館

設計

日ili 設計

私が読んだ本

新建材紹介コーナ ー

GBR Cニュース

建築の眼

新 し い オ フ ィ ス 空 間 に 求 め ら れ る 織 能 と 環 境各 論

; 提 幸 男 / 鳴 Hj ( 忠 二 川

オ フ ィ ス の 快 適 環 境 と フ レ キ シ ビ リ テ ィ ー シ ス テ ム 総 合 メ ー カ ー か ら の 提 案

i51! 田 寿 一-/. 7

オ フ ィ ス の 防 災 ・防 犯 と 娃 築 金 物 セ キ ュ リ テ ィ か ら の 提 裟 福 井 f弘之 助 - s /

新 し い オ フ ィ ス 空 間 へ ー オ フ ィ ス 家 具 メ ー カ ー か ら の 縫 案
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JYH寺されるコンクリートの品質 ー J AS S ・5 の改定を踏まえて ー / 本多孝武

多重伝送方式による小鋭校民税制 iU' IJ システム / 岩崎美也

R C造の超高層ヒル Hi RC工 法/ 山田敏姥

日本建築協会月間lの動き ( 11併日61年 8 月分 )

3  

構造の頁 142

設備の頁 144

施工材料の頁 143
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愛媛県県民文化会館

設 計 丹下健三・都市・建築設計研究所

監 理 愛媛県・丹下健三・都市・建築設計研究所

施 工 鹿島・西松・野間・二神共同企業体

所 在 地 愛 媛 県 松山市道後町 2 - 5  - 1  

敷地面積 23 ，581 .21 m'  

建 築 面 積 11 ，336. 91 m'  

延床面積 4 1，651 . 39m'  

構造規模 S R C( 一部S ) 、 8 2、5 F 、 P 2

工 期 昭 和58年 5 月~ 昭 和61 年 3 月

最 寄 駅 伊 予 鉄市内電車南町駅

日本放古の1品J誌といわれる道後温泉の宿泊施設を生かし、大m

t失な集会機能を持つことによりコンペンションシティーとして

発展を試みようとする愛媛県の構忽により、この会館が企画さ

れた 。3，000人収容の多目的形式のメインホール、 1，000人収容の

サブホール、レセプションや宴会等ができる 2，000 人収容の多

目的ホールの三つのホールを 中心 とし、国際会議のできる特別

会議室や一般会議室やレストラン等の希望が出された 。 これら

の地訟を有機的に結びつけるために、半戸 外的空間のアトリウ

ムを全体の中心に設けた 。 県民プラザと呼ばれるこのアトリウ

ムは約40M角あり、複層ガラスのト ップライトてゆ叢われている 。

このアトリウムの正面にメインホール、東面にサプホール、西

市 2 階に多目的ホール、正而玄関 t 百11に特別会議室を自己し、い

ずれもアトリウムに而するようにな っている 。 このスペースは

谷崎設のロビーであり，又イベントスペースとしても使用でき、

会館一体としての催しにも役立 っている 。外観は瀬戸内海に浮

かぶ品々をイメージし ，束子、中子、南予、の三つの地域が一

つにな って飛躍発展する愛媛の姿を象徴させた 。

Ｈ［開局良 ＭＡｩ ｬｾ ｨ 月下位三 ・ 者 Ｑ Ｑ 市 ・ 建築設計研究所Ｉ
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斑 鳩 町 庁 舎

設 計 久 米 建 築 事 務 所 大 阪 事 務 所

施 工 村 本 建 設

所 在 地 奈 良 県 生 駒 郡 斑 鳩 町 大 字 法 隆 寺

敷 地 面 積 8 ，395m'  

建 築 面 積 2 ，214m'  

延 床 面 積 5 ，744m'  

構 造 規 模 R C (一部S R C、S ) 、8 1 、3 F

工 期 昭 和59年 12月~ 昭 和61年4月

最 寄 駅 国 鉄 関 西 本 線 法 隆 寺 駅

二二コ

士苔の見える風景

倣J也から* を盟むと南北に延びる松政木の

左手に法院寺 ，j j 豆併がj臥を切 っています。

その附図のなかに、械を i品ち込ませて、い

にも J d也に沈みこみそうな他物があり

す。 色あせた瓦屋似のうえにt 1f が浮かんで

いる、ただそれだけの↑ n;-止ですが、沈みそ

うな lli せ似と l瓜を-t; J J っている t符との対比が

妙に在、の心 lこ焼きつきました 。

7[111川にそ って大和1川の合流行あたりに tI  ｾ＠

て、法陥寺を i卓望すると、 I訟の Ji 許には、

近代合里J l 主義のかたまりが点イ1: しており、

(Q.)j: IJ 幸一郎氏がtNi いた 「大和 l片手'f' ｬｩｦｬｾ 物 ｉｾｾＧ ｊ

の{ 首公はもうそこにはありません 。

[Ii 米、慌の水位 . Hli に立つ的 11: は鋭〈天空

にそびえ、 ｉ ＡｬｩＮｾ を切り、光と ｈ 干応しながら ｩｬｩ

い ｬ 五似を ｉ 手かせてきました 。 ｽＱ ｖＮＺｾ｜ｉ ［Ｇｦ 代の ｪｧｩ

しい権力抗争のあと、ｬＩ ｬ ＩｌＱＧｾのＧｉｬでは、平千日

への祈りを天に t子か ... ;;tff に託してきたので

はないか。そんな思いが、この庁合の外観

村山比 に少なからず ［ｪｩｾｾ［ｾｾｻ しています 。

j  d  

瓦より濃いザｲＮｾ査を泊した ｇ ｒ ｃ の棟飾りで

屋似を押さえ、さらに ill :il ｾさを与えるため

にプレコンのルーパーと下ml J をバルコニ

ーに取リ付けることで、 ｴｾｦ 民も含めた外観

lま天空を lil に切り取 っているかたちとして

います。

庁合への導入部では悦 Ｑｾ Ｚｲ ＡＧ Ｚ ｊ に要となる ｊＯ り

庭を回廊でかこみ、さらにその !dij1
V

J をi皇子

: 容を持つi ' I 転 'Ii ; j ' i 坊を配して、よどみのな

いかたちでかこみの空間! をつく っています。

前I街道路からのひきが少ないため、 ili くな

らないように、これらの出版は銅十反で nい

ています。

庁舎内部は、温かした宅 11¥1 として梢成して

いますが、大hl 似のなかにある談場だけは、

閉鎖完結した ｾｉＺ｜ｉ としました 。 このｾｲＺ ｮ は、
ト ，ヲー" ト

求心的な位; 丘にある天: ぎに( i 'J か つて垂水を

配することで J 以利為 i'i- " の理念を象徴さ

せています。

Ｈ 必 ￘ｬｾｪｬ 司ＡＱＮ忘 Ｏ 久Ｊ］往Ｅｩｊ［ＧｪＧ ［ｴ ｩＵ ｪｩｽ ｪＭ Ｉ

l"llfi! l より J i' 合を比る



tJ tl ;jf j  R;長 J釦!I] (SS大阪 )



州fJ! III IJ 下より比る

アリーナ

那 智 勝 浦 町 体 育 文 化 会 館

設 計 住宅都市整備公団公園緑地部

アール・アイ・エイ建築綜合研究所

』匡ZとD.  E里 住宅都市整備公団

施 工 熊苔 組

所 在 地 和歌山県東牟婁郡那智勝浦町大字天満字木戸浦441 - 8

敷 地 面 積 30 ，878 .975m'  

建 築 面 積 4，260 . 697m'  

延 床 面 積 5，930 . 937m'  

構 造 規 模 R C ( 一 部 S ) 、2F

エ 期 昭 和59年 11 月~ 昭 和61 年6月

最 寄 駅 国 鉄 紀 勢 線 勝 浦 駅 、 那 智 駅

空 調 ・昇 降 機 高 砂 熱 学工 業 大 阪 支l苫

電 気 東 光 電 気工 事 大 阪 支社

給 排 水 術生 ツ ジ ヤ 商 会 新 宮 支 l苫

封，i;ji 五 納 的 雄 二

スポーツ 文化の広範な弁純イベントに供される

べく計画された l町立の多目的会館である 。

，<，ら

ＩＩｾｦＧ ，Ｇ勝浦町は鮪を Ｇ ＱＧ 心とする述洋漁業の法地とし

て、また JJII 科大社、 ))II f ' . ' の沌に代表される伝 fJ Ilと

飢光の町として長い lil J! . l 三きてきた町である 。敷 地

は、その l町の* 端、 11;. から Mに多係に変化する il ザ

と山の1 i 1J に計 Il lij されている itJf. 浜公園のー阿にある 。

この予言れたロケーションの料品kl 生を航極的に活用

すると共に、、那利勝浦町らしい，悠物をつくりたい H

という J庖主からの強い袋望をもとに、設計はこの

よI也に線付いているであろうイメージをキーワー

ドとしてi 1 f i められた 。且11 ち、この土地における為

的シーニュの発tlai 作業、及びそれが入り込む余地

の[ i 1l! I'，とそこへのシーニュの附}JJI 作業である 。 そ

の紡袋、以下のような4 . R 物と言葉の関係が名所に



与えられることとな った。緩いアールの屋以 ( 鮪

または漁船の胴体、神社の長似 ) 、海からの外観 ( ( 1色

または起の iUi )、突出した円形の穴 ( 漁船の窓、昆

虫の ｉｉｮ 玉 Ｉ 、立体トラスによるアリーナの内在 ｉｉｾｉＺＺｊ

( 大漁の JJ主) 、紋と Jf を主体とする内部空間! の色彩

( 山と海) 等々 。

今、会館はちょうと'ill よと山との境界線の辺りに、

水平にや Ｑ Ｑ びる ｊ 左 ＱＱＱ のヒにｾ，ｾ < 光る緩いアールの属

似をｦ￮Ｇ￭ｾ、て噌まれる 。 この ｪ 瓜対から人々は、この

往物を叶控にぬが った鮒砂のようであるとかいお

遍路さんの制笠仰のようであるとコう 。 この雄物

からも っ とより多くの各純の・J'; 物を人々が忽起し

てくれれ Ｈ ［ ｴＧ 咋，，ｾ、 ｦ ごと思 っ てし、る 。

( 1一料不11久/ RI A建築綜千州「究所 )

H皆平面図 1  :  1.200 
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大 阪 府 医 師 会 館

設 計 日 建 設 計 ・ 大 阪 本 社

施 工 竹 中 工 務 庖

抗 Ｑ［ｪｩ ｾ ':;j 修一 柄 訟 捻



所 在 地 大 阪 市 天 王 寺 区 上本 町2- 1- 22

敷 地 面積 1，280 .420耐

建 築面 積 885.274 m'  

延 床 面積 5，209 .739 m'  

構 造規模 R C 、8 1、8 F、 P l

工 期 昭 和59年 9 月~ 昭 和61 年 2 月

最 寄 駅 地 下鉄 谷 町 4 T 目 駅

大阪 J{.f 医r. ili 会館は、 20数年前に建てられたI rl

会館がその後の医師会の発展に f' j o なう会訪の

t ; 1大によ 1) 、l庖設機能の更新を余儀なくされ、

本年 7 J l に新たに生まれかわりました 。21 世

紀へ向けての地域医療と保健活動の拠点地設

にふさわしい縮設内容と機能 ・最新設備をそ

なえた同機能ビルとなっています。

川会館は、上町1 i J j の街並の中でも端正な:弘l羽

気をもっ外観に、医師会としての存イE!' 必をヒ

品に現した建物でありました 。 その後、 1:: 聞I

il7jの景観は押しい変化をとげて、 r!' t:j)0 ビル

併 の 街lt と変貌しつつあリます。

新会館については、このように新たに urr筋

の街並が} 移送られていく中て¥良好な街区 ;it

観の形成に留意しつつ、大阪府医師会として

のアイデンティティーを的かによー現するよう

一 一 11 1会館の存イE感を引き継ぐ j杉で一- af.t J I。

上、特に注意を払いました 。

会館内には、 2 階に 300人収容のホール、 3 -

6 1滑に各位会議室 ・図書室他、 7 1滑に f{.f tl':の

健康管理地設である臨床検住センタ一、 8 階

に広域的な医療情報の拠点施設である↑ !? 報官:

思! センターなど多機能の諸l庖設が収存されて

います。

いずれも府民の健康と福祉の殿堂にふさわし

い地設内容であり、今後この新会館が末水〈

医r. i li 会前動の拠点のシンボルとして発展する

ことを心から期待しています。

( 与謝野 久/ [ 1 処設計)
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銀泉横堀ビル

設計監理 日建設計

施 工 鹿島建設・鴻池組・住友建設・松村組共同企業体

北京fJ!i J外観J l . J げ

I  

IE而入 H 外観

ｴｍ［［ ｴｾ＠ JI長義Hl J ( S S 大|坂 )
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l 附干I 介せロビー

役 u 会議室

基 準 階 平 面 図

@  

1 階 平 面 図

10  20 m 

所 在 地 大 阪 市 東 区 高 麗 橋5- 21 - 1

敷 地 面 積 1，871 . 96m'  

建 築 面 積 1，301. 97m'  

ｾ床面積 12，003 .70 m'  

権 造 規 模 S R C、8 1 、8 F 、P l

工 期 昭 和59年 12月~ 昭 和61 年5月

最 寄 駅 地 下 鉄 淀 屋 橋 駅

大阪の中枢苦11船場地区で建物を，往てる場合 、

通手11; <iJu場後送線〉により道路拡幅( 歩道の

iit 成 ) が義務付けられているが、これはH召和 14

年引からのことであり、もうかれこれ半世紀

が縫っ。 しかしー rflJ に歩道として機能すると

ころまで至 っていないのが実状であろう 。 ま

た船場地区は紋が少ないという印象があるが、

それはこの歩道に街路闘を純えることが許可

されていないことも 一 因していると思われる 。

この燥な状況の中で敢近総合設計制度の活用

になるビルが次々に実現し 、 公 ｉ 非 ｪｾｊ 也 に組栽

された位かな紋が殺風景な街角の中で，む、づい

ていて、都市E筑波の変化が絡かに進んでいる

ことを伺わせる 。 このビルもその様な良い ;j(J

糾を与えうる存イFの一つになり得たであろう

か。

敷地は、業務地区淀屋絡の、御堂筋から西へ

二筋入 った波辺筋 ( 1. (1，の初l筋とも呼ばれる) に

ｬ 師し、 ｴｾ 純情、伏見町、両通 ＱＩ 問のー街区を

，I: j めている 。せめてこの街区だけでも街路樹

のある歩道として、季節感あふれる快適な歩

行者空間が笑税できればと思った 。

このビルは、テナント ( 日建設計) の姿訪に応

えて、専用ビル的な1 ' i ビルとして計画された

ものである 。一吉11他のテナントも入居してい

るが、専用出入口を設けることで対処し、 ｩｦｾ

イE をilli けている 。

ｾｩＮ ｜ ｉ ｜ 階においては、設計室のレイアウトから

くる 3.6mモデュールをf ; i ，用し、スノマン 1 6 m、

長さ ＶＶｭ のｾｾ，ｱｊＮ ｾｉ ＺＺＱ を、例別空調その 他 の設

備対応、により、手IJ 便性の高い快適なオフィス

ｾｉｈｉ としている 。

外観は、f "1いタイル( 白と淡グレーの悦色) と

白いサ y シュ とが限し出す泊まさで簡潔な構成

とした 。 セ ッ トパ ッ クＱｦｾｾ建物の多い周辺環境

との司，ｾｦ｛ Ｑ を計る上での適度な緩衝となる植栽

に多くを JUI 待している 。

( 谷口望/ 日建設計)
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企画編集/ 作品作風小委員会 高瀬由康

撮 影/ 古川泰造

Design House 

Gal l ery Iまち・建築・ひと

弐 番 館

設計 Desi gn House 

1986 

一

-
'

一

一

.
，

一

. 弐番館.s邸

所 在 地 / 兵 庫 県 川 西 市

家族織成/ 夫婦+ 子供 2 人

設計監理/Desi gn House 

面積

敷地面積/ 431 附

建築面積/ 179川

延べ面積/ 283m'

l 階 / 172 m'

2階/ 111rπ

用途地域/ 近隣商業地域

防火地域/ 準防火地区

構 造

主体構造/ 鉄昨ンクリー卜壁式構造 2 階建

基礎構造/ 鉄筋コンクリート造布基礎

工事期間/ 1985年 5 月- 1986年 4 月

外部仕上

屋根/ 鋼板葺

外壁/ 47角モザイクタイル

建具/ アルミサッシユ( アクリル焼付)

この住宅は弐番館というニックネーム

で呼ばれています。この住宅街の新しい

コミュニティーセンターに l 番館という

名前がついていて、それに隣媛している

からでしょう。近所の子供達が言い出し

たようです。隣接している家は他にもあ

るのに、この家だけが弐番館と呼ばれる

のは、子供にとって何か理由があるので

しよう。

住宅にしては、スケールが大きいこと、

周辺の住宅に比べて壁の色やサッシユの

色が違っていることなどー 。デザイン

のポイン卜もまさしくそこに関わってき

ます。

町並の中で奇異とならず、品位を保ち

たいという建築主の要望と、スケールオ

ーパーにならないようファサードを二つ

に分割し、スカイラインのアクセントに

留意しました。

階段踊J品ステンドグラス / 三 illi 作 f

二一
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Gal l ery Iまち ・建築 ・ひと

建物外壁タイルの色は上品な薄いピン

ク色である。 それが建物の印象を特徴づ

けている。大阪市内を望む小高い丘の上

の閑静な住宅街の一角に、ひと際目立っ

た印象を与えている。建物の中央に、

建築主が特に気に入っている小さな中庭

がある。

l 、2階共廊下がその中庭に面していて、

建物の内部は視覚的に開放感があり明る

く感じられる。

中庭の壁画に反射する太陽光が l 日の

時刻の経緯を教えてく才L その変化が面白

L 、。



- 写真と概嬰をどしどしお送り下さい。

凡例 a 所在地 b.  tl ! : 地面積 C . 建築面償 d. 延 床 面 積 e.  HII 造t見後 f . 工期 E  ・! ik寄駅

1972 西 淡P Aサ ー ビ ス 施 設

設 計 近 畿地 方建設局 ・東畑建築事務所

施 工 森 土 建

a  兵隊 ｾ ｉ ［ｾ 三 原 ｬｭ ｩＡＡｩ淡町阿郡白布 ｬ￭ ヶ原 ＷＳＱ Ｍ Ｑ

b.  6，219 .97m'  

c .  308 .  53m'  

d.  343.40m'  

e .  R C、 3 F

f  .  11(11' 059年 9 J j - 昭和60年 3 Jj 

g  淡路J : :; f t ; i インタ チェンジ

1975 川 島 織 物 中 央 技 術 文 化 セ ン タ ー

設 計 : 日建設計

施 工 : 竹中工務庖

a  京郁市左京区，'i i ' 市市 I WHT265

b.  39 ，600. 00111'  

326. 08111'  

d.  700.46111'  

e .  R C、 B I、2 F、P I

f  .  II{:H日60王pl l J j - 1I百羽161 i p 5  Jj 

g  京 11，¥' ，[ 鉄市原、駅

1978 塩 野 日 生 ビ ル

設 計 大 林 組

施 工 。大林組

a  大阪市東区illn華町3- 23

b  .  789.  66m'  

679. 56m'  

d.  4，981.04111'  

e.  S R C、B I、7 F、P 2

f  昭和59年 5 r J - 昭和60年 8 rJ

g  地下鉄i;Ehl 栃 釈
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1973 福岡大同生命ビル( 移築)

設 計 ・建築デザイ ン一級建築士事務所

施 工 : 清水建設

a .  11，¥岡市中央区赤坂ト 1-29

b .  2 ，54 1. 68m'  

314. 769111'  

d.  609. 887m'  

e .  R C、2 F、4層、八 fl j! 引τj

f .  lI i H1I 60年 4 月- I IH-t[j 61年 4 Jl 

g  地 下鉄赤坂駅

1976 兵 庫 相 互 銀 行 稲 美 支 店

設 計 . 大 林 組

施 工 大 林 組

a .  Ｎ ｆＺＺｉ ・ ｉ ｬｾｍ ｊｉｉ 占 ｭ［ 稲 美田ｔｬ ｦｩｬ 岡 Ｗ ・ ｬ ｬｩＧ ｬＧ 282- [  

b.  502.  OOm'  

C .  279. 98111'  

d  .  507. 45111'  

e .  R C、2 F

f  .  1Ii{1'1l 60年 5 月- l I f H1I 60年 10J J

g.  1.1鉄山陽本線土山駅

1979 淡 路 町 大 阪 ビ ル ヂ ン グ

設 計 。日建設計

施 工 大 林 組 ・住友建設J V

a  大阪市京区淡路町3- 20

b.  1，620. 200m'  

c .  1. 199 .876111'  

d.  10. 357. 183m'  

e . S R C . B l 、 8 F、 P I

f . l l i H日59年 I1 F1 -lI l cHU61年 5 Jj 

g  地下鉄淀屋絡駅、本町駅

1974 山 陽 相 互 銀 行 庭 瀬 支 庖

設 計 日建 設 計

施 工 。アイサワ工業

a  岡山市平野乍九ノ庄995-2

b . 579 .00m'  

c  .  253 . 14m'  

d.  315. 37m'  

e.  R C、 I F 、 PI

f  .  11(11' 061年 1 ｊｾＭ 昭和 Ｖ Ｑ 年 Ｖ 月

g. 問欽岡山駅

1977 創 価 学 会 衣 笠 会 館

設 計 : 日建設計

施 工 : 大成建設

a  京都市北区衣笠街道Hl fI 5  

b.  2 ，001  . 00m'  

C .  911. 39111'  

d.  1，572. 40m'  

e .  R C、 B I 、2 F、P I  

f . lI!l和60i
p 6  F1 -11白羽16J i lo 4 月

g  市バス金 l拡l寺fjij

1980 大 阪 青 山 短 期 大 学 北 棟 ・ 西 棟

設 計 東 畑 建 築 事 務 所

施 工 : 熊 谷 組

a  大阪府J t 面市新稲2- 11 - 1

b.  23 ，006 .08m'  

C .  3，803 .94111'  

d .  14 ，04l. 76m'  

e .  ｾｴｦ 車 ｒ ｃ 、 Ｕ F  jJl'j tJj i :  S R C、 9 ，.

f  .  IIrH060年 2 月~日目制61年 3 月

g  阪 急': ，(a:k箕 面 駅



会員グループの頁

. はじめに

大林組の協会の会貝は、設計 ・現場等職場が多

種に分かれており、全体のグループとしての活動

は特にしておりません 。今回は、設計部門の会員

の職場と日頃の生活を紹介してみることにしまし

た。

- 設計意匠部門の環境

設計部門のうち会員の大半は意匠部門に偏 って

います。本庖の設計意匠昔日門は本庖ビルの 13階。

夜の 10時、 11 1時はもちろん日昭日でも必ず照明が

灯いていると市内でも評判の超多忙の職場です。

窓からの視界に EEの占める比率の高い上々の環境

のもと、ちょ っと油断するとスリパチの底に落ち

てしまいそうな激しい社会の変化の中て¥元気よ

く遠心力をつけてスリパチの縁を廻 っているとい

う感じの、程よい緊張感のあるふんいきを持 って

います。

我々はセe ネコ ンの中の設計組織のー貝であり、

むつかしく考えるといろいろありますが、日頃の

設計活動の中ではイ ンテリジェ ン 卜君をいかに手

なつ ｲｾｴ 、ポストモダ ン 氏といかにねんごろになる

かというのも技訟なのでありましょうが、発注者

との調盤と共に、社内の管理部門や現場との調整

をいかにうまく収めるかも大事な大事な技量なの

であります。 その中で街の中に自分の手の跡、足

の跡をいかにして残さんものかと企てている、中

々大変な闘いの毎日とも言えましょう 。

人生の究極の目的は自分の理想の笑現にあると

いうことでしょうが、我々は日頃、何を原動力と

してその目的を達成しようとしているのでしょ う

か。極めて打率の低い 「営業設計」 と驚〈程の 7

ンパワーを必要とする 「開発申請J i近 隣 折 衝J

「見積調整J の渦中にあ って二つも 三つもの現場

を担当している趨多忙の中で、も うエネルギーが

消耗され尽くしているのか又はまだまだ余力があ

るのか、その中で外の世界にちょ っ と跳んでみた

いと思 ったことはないのか。 その辺が知りたくて、

設計部の 中でアンケートをと ってみました 。

. アンケー卜 1 超多忙の中でも大事 にしている

ことは何ですか。

「自分の納得のいく仕事をしたい 。流すことはし

ない 。ほんのちょ っとした工夫でも、評判を人づ

てに耳にするのがうれしい.J ( 41歳男 )

「何か一つでも注目点を見い出して設計テー? を

考えていく J (31歳男 )

「仕事の中にとにかくやりがいを見つける .J ( 30 

歳男 )

「一つでもいいか ら自分の思想、個性を設計の中

に盛り込もうとしている 。小さな仕事にも、自分

の足跡を確実に残していきたい.J ( 34歳男 )

「自分の個性、創造性を十分に発揮したい.J ( 31 

歳男 J )  

「発注者とのコ ミュニケーシ ョン J ( 39歳男 )

「居住する人の身になりさること J ( 24歳男 )

「とにかく住みやすく使いやすく J ( 25歳男 )

「顧客のニーズに徹したい J ( 40歳男 )

「常に感性を磨きつづけること J ( 38歳男 )

「常に新しい文化 . t背報のスト ックを怠らないこ

とJ ( 27歳男 )

is寺代の変化を常に自分の中で組み立て直し、 tilJ

3  

大 林 組

本庖設計部門

造し直していきたいJ ( 30歳男 )

i l時代の変化に常に鋭敏に J (42歳男 )

「常に人とのコミ ュニケー ション をJ ( 26歳男 )

自分の納得のい く仕ギを、自分の個性、手の跡

を一つでも設計に盛り込みたいという意欲派、顧

客のニーズの実現を第一にし、使いやすさ住みや

すきを常に考えている堅笑良心派、そして感性を

lおき常に時代の変化情報をキ ャッ チしつづけよう

という感性派、この三つが主流を占めているよう

です。でも、若い女性は立場上少々違 うようです。

「駆け出しでお手伝いばかりですが、早〈人並み

になりたい。勉強しなくち ゃJ ( 23歳女)

「やり直しを嫌がらないこと J ( 23歳女)

「手をとにかく動かすこと J ( 24歳女)

最後に、次のような堅実な方もいることを;忘れ

てはいけません 。

「大林組の堅実さ、良心を代表する音IIP'J の- J]. だ

ということを常に忘れないようにしている .J ( 37 

歳男 )

「建築物の地域環境への決定的な影響力を考え、

地味でもいいからアキのこないデザインと、それ

を支えるし っかりとしたディテールを心がけてい

る.J (42歳男 )

. アンケート 2 今時間を与えられたら 、設計以

外で何を した いと思いますか。

これは圧倒的に海外旅行が多いようです。

「エ ジプ トからヨーロ ッパへ。 白人文化と日本文

化 の違い、都市の作 1) 方、生活スタイ ルなど知り

たい J ( 42歳男 )

「日本人のいない海外へ。 午前中はスポーツ 。午

後は読書とゴロ寝 J ( 31歳男 )

「エジプト、メソポタミア、イスタ ンプールへ。

東洋と西洋の接点へJ ( 30歳男 )

「西欧の建築巡り 。主j!.I ll:でJ ( 27歳男 )

「シルクロード、シナイ の砂漠に 一 人で。 だれに

も会わずに居たい 。但し家庭サービスを済ませた

あと出かけます.J ( 34歳男 )

「海外旅行。但し家族全貝でJ ( 30歳男 )

海外旅行以外は多様な趣味の世界が拡が ってい

ます。・

「趣味の渓流釣りとラグビーに J ( 41歳男)

「回合て" 山小屋をつくる J ( 38歳男)

「歩いて日本一周を ( 鉄道でも可 )J ( 25歳男)

「出会いを求めて一人旅J ( 26歳男)

「まず会社を休む。 自分の好きなところへ出かけ

て一日中プラモデルとクル? とバイクで過ごすJ

( 31歳男 )

i  1  - 2週間ならバイト 。 2 - 3 ヵ月ならタヒチ

かニューカレドニア。 2 - 3 年ならコンセルパト

ワールかジュリアードに留学。無理かしら J ( 23 

歳女)

中には「ビル管理の調査研究に費やしますd

( 39歳男 ) という人もいます。素晴らしいことで

す。

. アンケート 3 もしなれるとしたら 、設計者以

外に何になりたいですか。

「スキーのインストラクターJ (30歳男 )

「イラストレーター J ( 23歳女)

「大旅行君主J ( 40歳男 )

「レ- ; / ングカーの設計者J ( 31歳男 )

「水泳ニ ッポン。 水泳のインストラクタ一。 ( こ

れで年俸5000万円位なら ) J ( 31歳男 )

i  i炎水f止の研究家J ( 30歳男 )

「牧場経営者、飲食庖経営者J (24歳男 )

「ペ ンンヨン 経営者J ( 25歳男 )

「画家てa 小説家て、自遊人J ( 27歳男 )

「クライア ン トグJ ( 27歳男 )

「教師 、医師J ( 26歳男 ) ( 38歳男 )

「飛行機乗り J ( 38歳男 )

「あらゆる ジャ ンルのカメラマン J (42歳男 )

「中村紘子さんみたいなピアニスト 。 ( 機会と才

能に恵まれたら )J ( 23歳女)

「ピルマネ ジメントのコンサルJ ( 39歳男 )

「自らの手に汗して継を得る人生J ( 34歳男 )

このア ンケートに一番興味がありましたが、ご

覧の通り現笑から挑んだ生活を夢見る人が多〈、

「クライアント」という答えは一人だけ 。 クライ

アントのつまらなさを見抜いた結果なのでしょう 。

中には 「考えたこともない J ( 42歳男 ) i そんな

気になれないJ ( 38歳男 ) という答えもありまし

た。生まれ変わ っても設計者になりたいのでしょ

うか。

. おわりに

設計の究極を極めようとしている人も、自分の

理想を設計に投入しようとしている人も、コンペ

を取られて残念無念、悔しさを明日への活力にし

ようとしている人も、毎日が月叫日という気分を

捨てて、たまには夢の中に遊んでみてはいかがで

すか。

日頃の多忙の中、 ふ と自 ら をふりかえり、ｾＨの

中に自分を泳がせてみるのは中々有意義なことだ

と思います。ア ンケートが廻 ってきて、日頃の自

分の忘れものに気がついた人も何人かはいたので

はないでしょうか。

こういう機会を与えていただいた 「建築と社会」

誌に感謝いたします。

(文)'-l : 市明久嗣/ 大林組)
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伊 従 勉 ( 京都大学助教授 )

ところで、第二次大戦後の住宅不足の時期

( 1951年) に「住まうこと J について上記講

演を行ったハイデガーは、住まうことの其の

危機は、住宅の不足という物質的側面にある

のではなく、より一層遡って、近代的人間の

住まい方( 技術至上世界における故郷喪失 )

そのものにあり 、その危機を危機として未だ

熟慮するに至らぬ思索的境位にもあることを

指摘した 。本来的に住まうことにおいては、

「もの J は全き仕方において世界に場を与え

ることによって自ら一つの場所となり、その

ことにおいて世界を集め、諸々の空間を許す

のである 。「建てること J の本質は、このよう

な「ものJ をつくること ( Her - vor - bri ngen)  

にあり、世界へと住まう場所を建立すること

にある 。平 たくいえば、ハイデガーのいう「建

てること J とは、ものを記号やイメージに脱

去させることなく、 「ものを活かすJ という

ことなのである。 i松のことを松に聴く J こ

となのである 。

このような住まうことの基層は、アジアの

スラムにも、日本のウサギ小屋にも、各々の

脱去形態に従いそれなりに現象している筈の

ものである 。 この基底性こそが、布野氏の目

論むウサギ小屋のアジア的視点からの相対化

を根本から動機づけている筈である 。 とすれ

ば、他者にも通底する自らの基層を他者の現

況に発見しようとする思想的方法は、とりあ

えず文化人類学的方法の様相を呈してくる 。

しかし、この人類学は同業学者の小集団の秘

匿物に留まらず、ウサギ小屋の床下に仕掛け

られる起爆装置にもなるかもしれない。とり

わけ、ウサギ小屋の住人が自ら仕掛ける作業

に加わるとき、住人は、 「犬に食われるほど

自由な J ( 藤原信也、 『東京漂流j 、情報セ

ンター出版局、 1983) アジア人になっている

かも知れないのである 。

いより っとむ

1949年 11月13日神奈川県生まれ

1974年京都大学建築学科卒業、 1982年間博士諜程修了

後、 1982年より同 大学教養学部助教授

主な箸j'"

「図学J 上 ・下巻( 共宅f) 、以下は論文、 i Iレ・コルジユ

ジェの建築思惟J i死者のぬ J iハイテ' ッガーの未聞

世 界J ir 怨築をめざして j を読む一方法」

し て の ア ジ ア 都 市 ス ラ ム の 生 活 世 界 に お け

る共生の豊かさから撃とうとするのである 。

前半の二章がアジア都市スラムの建築論 ( 戦

略 ) 的措定とその具体的報告、後半の二掌が

アジア的視点から相対化されるべき日本の住

まいの批判、という桃成てあるが、第 I 章自

体が思想的には全体の要約とな っている 。 し

かし、アジア的視点からの日本の住の貧しさ

の相対化という本舎の目的がどう笑現されて

いるかは半IJ 然としない 。 その理由は、布野氏

の記述の不徹底さによるのではなく、住居や

住まうことをめぐる根本的問題の定位のしに

くさによると思われる ( 本書、 1 - 4  i生きら

れた家」参照 )。 ともあれ、布野氏の多彩な論

点の地平を知るには、同時に、氏の主宰する

雑 誌 『群 居』や前著を参照した方がよい 。 ま

た氏も関心するアジア ・スラムの改良の方法

論セルフビルドの日本版については、例えば、

石 山 修 武 氏 の 痛 快 な 方 法 ( r秋楽原感覚で住

宅を考える 』 、品文社、 1984) を参照すると

なおよいだろう 。

すると、本替の其のしかし隠れた主題は、

第 I 章の表題が示すように、 「貧困の住まい

( アジア的貧困下の笠綾なる共生) と住まい

の貧困( 日本の物質的経済的盟穣の中の住ま

うことの貧困) J とを突き合わせることによ

って 、日本の 「住まう ことそのこと j の貧困

を撃つことの思想的( 建築論的) 可能性なの

である。そのため、アジアのスラムは、 「建

てることと住むこと、そして生きることが全

〈同一であり得た j 位 相 ( 本 書 p. 238) とし

て想定され、前述の石 山氏等のセルフビルド

のゲリラ的活動への連帯のシュプレヒコール

となっている 。

スラムとウサギ小屋

布野修司著

青 弓社刊

1，800円
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住まうことの物質的貧困と文化的貧困

日本の都市努J 外の長観の基調が、住宅地の

「泣けてくるよな風景J ( 大島渚「東京戦争

戦後秘話」中の科白 ) にあり、都市中心音11の

高層ビル群と郊外 の悲惨な風景とが、互いに

通底する「建築の貧困J の二側面であること

は、著者布野修司氏や原広司氏の指摘 ( i も

のからの反撃j 、『世界 J 1977年 7 月号 ) を ま

つまでもなく、衆知の事実であるべきことだ

ろう 。 しかし、その住まいの現実は、あまり

の身近なことのためと、そこを舞台とする様

々なイメージ消費の神話作用の中で、直視さ

れることが少ない 。 いかなる卓抜な建築家と

いえども生活者同様、高度消費社会のイメー

ジ消費の前衛や後衛であることにおいて、こ

の神 話世界の外に立つわけではない 。 この被

拘束性は、今日的な「住まうこと 」の一種 宿

命的発現形態ともいえる 。

古来、そして本来、よく 「住まいうること」

においてのみ、 「建てること」が可能なので

あるから ( ハ イデガー「建てること、住まう

こと、思索する こ と- Ba ue n 、Wohnen、Den

KenJ 、『講演、小論集ーVor t raegeu Auf sget  

ze J ， Nes ke、1954、英訳本 A .  Hof st adfer 

訳 r Foet r y 、L anguage 、T hought J 、 Harper

& R o w、1971 ) 、「住宅の危機J や「建設する

こと J の生活者にと っての意味の希簿化とい

った症候は、何よりも 「住まう こと J の危機

に基づいている 。 その危機を危機として思索

し耐え抜くことが、建築家のみならず、生活

者に要請されている筈なのである 。

アジアから日本の住まうことの貧困を見る

布野氏の前者ニ 『戦後建築論ノート J (相 模

書房、 1981) が都市郊外の悲惨な風景に対す

るいわば未必の故意の買の一端に問われるべ

き建築思潮の戦後史を扱 ったものであるのに

対して、本容は前著が単に触れるに止ま った

バラックから「泣けてくるよな風景J への戦

後日本の「成長」 を、日本の敗戦直後の都市

景観に通ずる現実のアジア諸都市のスラムの

生活世界から相対化することを目論む 。即ち、

消費社会の徹底的商品化論理によ って イメー

ジだけは盟かになった貧しきウサギ小屋文化

( 住まいの貧困 ) を、貧困そのものの表現と

随分深〈理解できる 。 i事典J という題名は、お

かしいのでは一一、との書評もあ ったが、この内

容、あえて名付けた編者の気持ち、わからぬでも

ない 。ス ケッチを、名人芸と古いたが、それをさ

さえている務者の、町並み・家並みに対する深い

愛情を忘れてはいけない。

この本を持って旅ゆけば、どんなに楽しい こと

fごろっ 。

新刊寸評

町並み・家並み事典

吉田桂ニ著

0. 1 ミリのサインペンだけでおきあげた、北は

北海道から南は沖縄迄、全 ＸＸｾ 誕の町並み ・ 家並み

のスケ γ チがすばらしい。名 人芸である。 思わず

見い ってしまう 。見開きの文主主が、又、とてもい

い。内容 ・*1.支の濃い説明が、平明に、すら っと

読める 。この本一冊て¥町並み ・家並みについて、 太田隆{ 言{ 東京堂出版刊 1，900円)

大 阪 百I 図林御坊の寺内町
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かたっぱしから読んでます

仕 事 が ら 本 を 読 む こ と が 多 い が 、 仕 事 を は

な れ て も ま た 本 を よ く 読 ん で い る 。仕 事 に 関

係 す る 本 は 自 分 の 書 〈 論 文 に 引 用 し た り す る

か ら 、 本 稿 で は 仕 事 か ら は な れ た 本 に つ い て

紹介することにしよう 。 とはいっても、なん

ら か の 形 で そ れ は 仕 事 に 反 映 し て い る か も し

れ な い の だ が。

乱 読 の ジ ャ ン ル を 分 類 し て み る と

わ た く し の 本 の 読 み 方 は 乱 読 と い ってよい 。

そ れ で も 思 い う か べ て み る と い く つ か の ジ ャ

ンルに分けることができそうである。

第 l の ジ ャ ン ル は 推 理小 説 、 冒 険小 説 、 パ

ニ ッ ク小 説 な ど の 大 衆小 説 の た ぐ い で 、 点 数

か ら み て も 量 的 に み て も 一 番 多 い よ う に 思 う 。

頭の洗濯と自分で称して速いスピードで読む。

推 理 小 説 を 読 む と い って も 自 分 で 推 理 し な が

ら読むわけではなく、ひたすらプロ ッ トを追

っての速読である 。 ま る で T V を見ているの

と同じだ。

最 近 読 ん だ 本 の な か で は 『公園はおれのも

の J ( S ・ピ ー タ ー ス 著 、 篠 原 慎 訳 、 角 川 蓄

広 ) がある 。 ニ ュ ー ヨ ー ク の セ ン ト ラ ル ・パ

ー ク を 舞 台 に し た 一 種 の パ ニ ッ ク 小 説 で 、 現

代 都 市 に お け る 公 園 の も つ 意 味 に つ い て 考 え

させられる 。 こ う し た た ぐ い の 大 衆小 説には

都 市 に お け る 人 々 の 生 態 を リ ア ル に 描 き 出 し

た も の が 多 い 。 というわけで、都市について

考 え さ せ ら れ る 時 が ま ま あ る 。

次 の ジ ャ ン ル は ノ ン フ ィ ク シ ョ ン 物 で あ る 。

内容 と し て は 近 代 史 的 な も の が 多 い が 、 例 え

ば大仰次郎の「ノマリ然ゆシリーズJ や 「 パ ナ

マ 事 件J ( 大仰次郎ノンフィクション文庫、

朝 日 新 聞 社 ) な ど は も う 古 典 と い ってもいい

か も し れ な い 。 少し前になるが、 r1885年ロ

ン ド ン 日 本 人 村J ( 倉 田 喜 弘 著 、 朝 日 新 聞 社 )

は な か な か お も し ろ い 本 で あ っ た 。 明 治 初 期

に 渡 欧 し た 日 本 人 の 職 人 や 芸 人 を 追 跡 し た も

ので、日本庶民の国際交流のはじまりである。

こ う し た ノ ン フ ィ ク シ ョ ン 物 が 生 ま れ る よ う

微熱都市

川 本 三 郎 著

いわゆる 「都市屋」の本は概しておもしろくな

い。 イヤな 言葉だが、感性を刺激しない。

川本三郎氏の魅力は、都市屋が恥しさにうちふ

るえるような、あるいはあえて自をそらしてきた

都市の感受性、またはノイズを、斜にかまえず誇

っているところだ。 それは、日常の生活! 進党から

見逃されている、うつろいやすい場所、都市のな

かの設の関心も呼lまなくなった場所への視線にあ

に な っ た の を み る に つ け 、 日 本 の社 会 が 豊 か

に な っ た こ と を 感 じ る 。

このジャンルに入れていいかどうか迷うが、

丸 谷 オ ー の 『忠 臣 蔵 と は 何 か J ( 講談社) も

また興味深い本である 。 事 件 そ の も の の 意 味

歌 舞 伎 の テ ー マ と し て も て は や さ れ て き た 意

味 を 、 そ の 時 代 の 社 会 的 背 長 か ら 解 き 起 こ し

た も の で あ る 。 四 十 七 士 の 火 事 装 束 の こ と だ

け で も お も し ろ い 。 江 戸 の ま ち に は 辻 々 に 木

戸 が あ り 、 自 身 番 や 辻 番 が お か れ て お り 、 勝

手 に 通 り 抜 け る こ と が で き な か っ た 。 火 事 装

束は今でいえば緊急、自動車のようなもので、

通 り 抜 け が で き た の で は な い か。 四 十 七 士 の

火 事 装 束 の 理 由 に つ い て は 、 わ た く し は こ う

とらえているのだカ九

次 の ジ ャ ン ル は 東 南 ア ジ ア 物 で あ る 。 最 近

インドネシアの調査をしているためもあるが、

こ れ ま で は あ ま り 入 手 で き な か ったような

が み ら れ る よ う に な ってきた 。 仔IJ えばインド

ネ シ ア の 『人 間 の 大地 J ( プ ラ ム デ ィ ア 、 ア

ナンタ ・トウール著、判l 川 典 昭 訳 、 め こ ん 社 )

に は 、 植 民 地 時 代 の 各 民 族 の 葛 藤 が 捕 か れ て

い て 当 時 の 社 会 を 知 る う え で 武 重 で あ る 。め

こ ん 社 で 発 行 さ れ て い る 本 に は 本 国 で も 読 め

な い よ う な ユ ニ ー ク な 書 物 の 翻 訳 が あ る 。

次 の ジ ャ ン ル は 社 会 学 、 民 族 学 の も の で あ

る。 都 市 と か 、 築 住 の 形 態 と か を 考 え る う え

で実に参考になる 。最近読んだもののなかに、

『共 同 討 議 、 ハ レ ・ケ ・ケガレ J ( 桜 井 徳 太

新刊寸評

らわれている 。

これらの 「場」への視線を縦糸とするなら、映

画、演劇、音楽、小説を素材に語られる都市のイ

メージ が横糸になる 。 それらは、日常を 「異化」

させてくれる微々な都市の断面でもある 。

病気とも健康ともいえない状態= 微熱とはいい

えて妙である 。 しかし「テクノロジ一社会のなか

で生きながらすでにテクノロジーの死を予感して

いるわれわれのはかない存在の条件をきしている J

などとい ったフレーズに出会うと、少々ステレオ

タイ プ的感性にが っかりする のである 。 でも、お

鳴 海 邦 碩 ( 大阪大学助教授)

郎 他 、青 土 社 ) が あ る が 、 日 本 の 民 俗 学 の 基

本 課 題 を 立 場 の 異 な る 人 達 で 論 じ た も の で あ

る。 日本固有の学聞が国際化していくだろう

か 。 そ う い う 観 点 で 読 ん で も お も し ろ い 。

建 築 と 人 間 の 関 わ り 方 の 構 造 を 考 え る

最近よく話題になるが、 fア ナ ー ル 論 文 選

シ リ ー ズJ ( 新 評 論 ) に み ら れ る 歴 史 社 会 学

の 詩 論 文 の な か に は 、 研 究上 示 唆 的 で あ る は

か り で は な く 、 知 的 好 奇 心 を か り た て ら れ る

ような論文がある 。建 築 も 都 市 計 画 も 人 間 と

の 関 わ り で 成 立 し て い る わ け だ か ら 、 そ の 関

わ り 方 の 構 造 を 考 え る う え で 実 に お も し ろ い

のである 。 建 築 史 ・都市史の分里? でもこうし

た 人 聞 社 会 の し く み に 対 す る 考 察 を 組 み 入 れ

た 研 究 が 現 れ る こ と を 期 待 し た い も の だ。

建 築 の ジ ャ ン ル で お も し ろ か っ た 本 と い え

ば、 『パ ウ ハ ウ ス か ら マ イ ホ ー ム ま で J ( ト

ム ・ウルフ著、諮問敏行著、品文社) がある。

イ ズ ム と し て の 建 築 が い か に 世 界 を 席 巻 し て

いるかということについて論じたもので、「言佐

の た め の 建 築 か j ということについて考えさ

せ ら れ る 本 で あ る 。

そ の ほ か 、 暇 が あ れ ば そ こ ら に こ ろ が っ て

いる本をかた っぱしから読んでいる 。 子 供 の

本では 『あ や し い 探|検隊北 へ J ( 推 名 誠 著 、

情 報 セ ン タ ー ) 、家内の本では r? イ ・フレ

ンズJ ( 黒 柳 徹 子 着 、 新 潮 社 ) など。

つくって乱読であると思う 。

な る み 〈にひろ

1944年 7 月27 日背森県生まれ

京都大学大学院博士課庖中退 ( 1972) 後、兵庫県庁に入

り、京都大学助手( 1975) 、大阪大学講師を絵て 1979年

より大阪大学工学部環境工学科助教授

主 な ミ ｾＺｻ止

『者s市の自由空間一一道の生活史から J ( 中央公論社) 、

『者11市デザイ ン一一理論と方法J (学芸出版社、共編著) 、

『都市化の文明学J Ｈ 梅ｾＡｾ忠夫他縦、中央公論社、論文

掲載)

もしろい本ですよ 。 防本敏子( 白水社刊 1，400円)

f 書評 委員 ( 敬称略)

伊藤郁郎 ( 日建設計)

伊 従 勉 ( 京都大学教養部助教授 )

太田隆信 ( 坂倉建築研究所大阪事務所長)

加藤邦男 ( 京都大学建築学科助教授 )

締本敏子 ( 生活環境文化研究所所長 )

増淵l昌手IJ (神戸市営終謀)

山形政H召 ( 大阪芸術大学建築学科講師 )
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銀泉横堀ビ ル関連広告 - 1

一年中秋のすがすがしさ/

き れ い な 空 気 と 氷 は 貴 重 な 資 源。と く に 都 会 で は 地 域

ぐるみで守りぬかねばならないものではないでしょうか。

私たちが活動するための「空気」と「水」いつもフレッシュで

あ つでほしいものです。

。害璽iE?FT字烹会:持。

を科学する
光・空気・水をコントロ一% 理想の空間を創造する〈電気暖房〉の先端技術。

電気暖房

電 気 ー空 調 術 集 般 嫡 殴8t 路 工

本庖 大眠不社 大阪市西区江戸提19  25 

TEL(06l441 8231 

東 京 本 社 東京剖中尭区銀座22 11 

TEL(OJl535 5お1



銀泉横堀ビル関連広告 - 2

商白は空気です。

大 気 社 の 空 気 調 和 設備は. 一般 空 調， 売業主調.

特殊杢調の 3 部 門。 オフィスビル ・住 宅 か 山 谷 種

近代工場・病院に いたるまであらゆ る空間を カバ

ーし . 数 か ず の 実績を あげています。

制

熱と空気のエンジニア

株式会社

ＭＭｾ型空空・・・， .  

Y又ヌ1加工
・営機種目 一一一一

空気調和設備 / 給排水衛生設備 / 塗装 設 備

/公 害 防 止 関 連 設備 の 設 計 ・製 作 ・施工

本社・東京本社 東京都新宿区西新宿2-6- 1

新宿住友ビル合03-344- 1851( 大代 )

大阪本社 一一ー一一一- H 06田 448-3630 (代)

大阪支社 一一一一一一- f t 06-ω 8-5851 ( 代)

名古屋支底 一一一一一一台052-211 - 1535 ( 代)

九州支庖 合 092・431-2147 ( 代)

- ゆ た か な 経 験

・ す ぐ れ た 技 術

②東光電気Z 事株式会活

取 締 役 社 長 菅 保之 取 締 役 大 阪 支 社 長 横 田 幸一

本 社/ 東京都千代田区西神田 1- 4- 5 〒101 屯 話/ 東京292- 2111大代表

阪支社/ 大阪市東区高麗術5- 28 〒541 ｾ屯話 Ｏ 大阪 ＲＰＲ Ｍ ＰＳＲＵ

支 社/ 札 幌 - 仙 台 ・丸の内 - 新 宿 ・横 浜 ・名古屋 ・九州、|
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未来に向けて

建築空間との対話を

考える

営 業 品 目

・内外装創作パネル

アルミニウム ・ステンレス ・スチ ール

・OKUJ U式パーテ ィションシステム "NS - P . NS- PWψ  

・装飾天井 やクロッ パ "

・OKUJ U式軽量鉄骨天井 ・間仕切りIS 製品〉

・片函壁システム " J W工法H

・天 井 点 検 口 、L T S"

・OKUJ U式システムシ ー リ ン グ 川L T S工法"

つライン工法砂川LT S クリ ーン工法。川L TS捨貼工法。

・天井防煙壁〈固定 式・可動式〉‘ ケムノン砂

・グラスウ ール 不燃 ・吸音・断熱天井材 、、ハ イラ一ト ン"

・製作金物工事

口両』耐@

⑩ 奥 村 重 兵 衛 株 式 会 社

本社 〒530 大阪市北区西天満 5 丁 目3 書 7 号 宮 ( 0 6 ) 3 1 2 ・4 1 3 1 聞

東京支底 (03)437・3361 九州主底 (092)291・0459 名古屋 (052)522・5436

仙台 (0222)65・6568 宮崎( 閃85)22.7311 横浜 (045)662・5403

ヨーロッパ伝統の窓を日本の しい

，術が創りあげだドレーキップ窓

元 "' -1三J L

ーレ6

p

 

内実
』

包

む

岡

山

劇

怖

の

け

づ

刊

た

り

ふ

引

ト

F

S

に

ン

窓

ハ

句

ひ と つ の ハ ン ドル操 作 で、 内 聞 き ・ 内 倒 し が 自 由 自 在

一 一 一 こ の 伝 統 的 な ヨ ー ロ ッ パ の 窓 を 日 本 の 気 候 ・ 風 土 、

建 築 事 情 に 合 わ せ て 独 自 の 窓 に 創 り あ げ ま し た 。

す ぐ れ た 強 度 ・ 気 密性 ・ 遮 音 性 ・ 断 熱 性 は 、 用 途 を

一 般 ビ ル 力、ら 高 層 ビ ル ま で 大 き く 広 げ て い ま す 。

( 1)  J 1S 表示許可工場 l' Bl 優良住宅部品 ( B L ) 認定 r! 附 優 良断黙建材認定

。住友ウオーlしるヌデム桔式会位

本 社 東 京 都 千 代 田 区神 田 美土代閏丁 1 ( 住 友 商 事 美 土 代 ビ ル )

T E L  0 3  ( 2 9 4 )  8 5 11 ( 大 代 表 ) 干 10 1

大 阪 支 社 大 阪 市 東 区 南 本 町 5 ー 14 ( f主 友 生 命 南 本 町 ピ ル )

T E L  0 6  ( 2 5 2 )  18 8 1 ( 大 代表 ) 〒 5 4 1
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これからの 5年は、今までの10年より短

L、かもしれませんオフィスにせよ住宅にせよ、

今よりもっと急速に多織化し個性化していく

はすです。だから、窓装飾品世りの耳軍門

メーカー・ニチベイは、インテリアと人聞の関

係を、より先進的によリ創造的にとらえま1れ

製品の素材、色彩、後能、そして快適性の未

来。2叩 11
手を迎えた時ニチペイはきっと、さら

に未来のインテリアを考えてL、るはずです二

制撤式会担= 子ペイ

宮 畢 品目 ・ ょこ ｾＮたて ｾＷ ライント ・ ＱＱＱ 勧 ・ 暗幕 フライント ・ 傾 斜軍用王軍用フライント ・ ロールスヲリ ン ・ フリーツスヲリーン ・ スライトスヲリーン ・ ローマンシェート ・ アコーテイオントア ・ スライティンヲウ Ｂ Ｍｊｾ ・ ハ ー ティシヨン他

シ ャ ッ タ ー と 同様 に 、・. ....

平 常 時 は 天 井 内 に 収 納、 安

全 装置 付 。

非 常 時 に 降 下 さ せ、 浸水 を

防 ぎ ま す。

一 人 で、 簡単 lこ、 短時 間 で

設 置O K。 シ /

深 夜 で も、 突 然 の 出 水 に も

対 処O K。

回 転 ク サ ピ で 圧着、 水 密 '1笠

を 高 める。

シャッターゲートの詳細およひ専用

カタログl志、弊社最寄りの営業所ま

でお問い合わせください。

ー』 ビ ル 開 口 部 の 防災 総合メーカー

( " 東洋シャッター株式会社

大阪本社 大阪市東区両替町1ー 12 日本生命谷町ビル fi 06-943-6571

東 京・ 情 浜 ・仙 台 ・静 岡 ・名 古 屋 ・富 山・ 京 都 神 戸 ・岡 山 ・広 島 高 松 ・福 岡 ・他 主 要都 市
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準超高性能ヱアフィルタ

静電気力による優れた捕集機構

q フィロ・フェクドは、越極細繊維層によるメカニカル

j戸過とそれらの織品勧f 帯電していることによる強、力な

鯵電気力とのコ ンビネーション により、大 気 中の エ ア

ロソツレ粒子を効果的に捕集しまも静電 気 力は持続性

にすぐれ、メカニカルi戸過だけでは捕集が困難とされ

ている粒子 径l μ m以下の微粧子の伊過に非常に高い

安定した捕集効率を示します。

j戸材は二重構造+ ダブルジグザグ機構

、、 フィロ ・フェク卜仰のI戸材は、帯電超極細繊維層を不

織布でー裏打ちL . t . こ 、成 形 性のある二 重4構造になっていま

す。I戸過面積を増やすために、ダブルジグザグ形状に

折り込み、低圧 ul.と 長寿命の省エネ設計を可能にして

ｾ｜ｾす 。 Ａ 王 カ損失は、従来 の 同 一 効率 の エアフ ィルタの

%、 また寿命は 1. 3- 1. 5倍と長 くなっています。

- ダスト負荷による捕集効率

vllene 

高温度下でも安定した性能

超極細繊維層の電荷は、繊維の表面だけでな く、 内 部

まて込埋め込まれた永久帯電になっています。また、ポリフ。ロ

ピレン繊 維からなってL 、るため、綴水性と絶縁性に優れ、

高湿度環境下での使附にも安定した性能を示します。

⑤ 

日赤J¥イリーシ稼式会紅

本社/ 東京都千代田区外神因子 16-2 " 2ディッフピル

営業部門 ・東 京宮 03-258- 3371( 代表 )

|  I  I  I  I  I  I  I  |  空調資材担当・ 大 阪n oか252-6464(代表 )

100 2∞ ・名古屋台052-203-1461( 代表 )

A S HR A E ダスト 負荷量 ( g/ ユニ y ト)
0285 

営 業品目

・ ヒ ニ ロ イ ド 防 水 工 事

・ アコシート防ノk

・ D N防 水 工 事

・三 星 プ ラ ス タ イ ル 貼 工事

構 造 が 変 っ て も一

巳= ロぜド陣取

の 信 頼 は 変 ら な い

. 1呆温. 1呆冷防熱工事

・ シポレ y クス工事

・三星プ ラスオール製造 ・販 売

・三星 シ ー リ ン グ材 製 造 ・販 売

θ 三 星 産 業 株 式 会 社

大阪営業祈 干550 大阪市西区京町沼 1 - 10ー 18 大栄東館

T  E  L  <443>9721  

本 社 東 京<292>1961(代) 札帆<551>3781( 代) 仙台 <62>5201(代)

名古屋<931>3390(代) 悩阿<781>3361(代)
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シャッター全般・可動式防煙たれ壁

複軸防煙・防火シャッター

ｾＧｊ 喉 ｾｉ 好一工業制 ＸＱＱ

- 大阪支盾 - 本社( 東京支底・東京工場)

〒530 大阪市北区天神橋2-5-3( 第5新興ビ/ レ6F)

T E L  (06) 353 - 7377f仰 FAX( 06)353- 7381 

〒114 東京都北区東田端1-4- 1

TEL( 03) 893- 5211附 F AX(03) 893 - 6220 

・支庖・営業所

札幌、仙台、千葉、横浜、名古屋、松江

電 気 設 備 工 事 ]

|設計施工

計 装 制 禦 工 事 J

@ 浅 海 電 気 株 式 会 社

代表取締役会長

代表取締役社長

浅 海 正 雄

浅 海 伸 之

本 社 大阪市北区西天満 3 丁目 7 番 4 号 電 話 大 阪 362- 8701 代 表

支 庖 東 京 、 札 幌 、 浜 松 、 名 古 屋 、 福 岡

営 業 所 旭川 ・仙台 ・神戸 ・天 理 ・姫路 ・広島 ・高松

出 張 所 苫小牧・函館 ・横 浜 ・静岡 ・光 ・沖縄
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新建材紹介コーナー ｛ｾｭｊ｝ 日本建築協会建材委員会 I

熱線反射ガラス
タミヤ製作所

奈良県田原本町阪手693 干 636- 03

レフ・ E <光の入る断熱ガラス) 口一・ E <保温複層ガラス)
T E  L  0744- 33- 1111 F A X  0744- 33- 1221  

. はじめに

熱線反射ガラスの薄膜

形成法には 「テ'イッピング

法J i スプレー法J i真空蒸

培 法J iスパ γ タリ ング法J

という方法があり、その

特徴を表ー l に示す。

図ー 1 ロー ・E の格造

レフ . E は、 スノ マッ タ

リング法によ ってつくら

れ た熱線反射 ガラスで、

従来のハーフミラーに比

して、熱的性質が秀れ、

色調が自由に選べ、防H主

性があり透明感のある深

い色調の発色が得られる 。

空気層

〈外部〉

フロートガラ ス

Wat ert oren Gent  (西 ドイツ)

. レフ・ E ( 熱線反射ガラス) ・大きさ 標準規格 1. 829 m X  2  . 438 m ( 4  . 46m') 

・厚 み 3 %、5 %、S %、8 %、1 0 %、12折、 19 % 最大寸法 2 .  000 m X  2  .  600 m (  5  .  2  m') 

緑l入 6 .8 %、1 0 % ・加 工 スパッ タリ ング力[) 工後、平面 R 付 曲げ

・色 調 標 準 色 ブ ル ー 系 、 シルバ一系、 グレ 加 工( 網入可)、 合わせ加工、ト ップラ

イ系、ブロ ンズ系 イト複層加工他

オーダー色ピ ンク 系、バイオレ γ ト系、 ・性 能 表ー 2 に示す

グ リー ン系、ゴール ド系、 ス

カイブルー系 . 口一・ E (保 温 断熱複層 ガラス)

・透 過 率 標 準 色 は 10 - 2 0 - 3 5% ロー ・E は、図 ー 1 のように、ス パッ タリン グ

オーダ一色の透過率は自由 法による超薄膜コ ー テイ ング層を内面に施した 二

表ー 1 然線反射ガラスの種類 と特徴

工法 ｾｉｊ ｎｬ類 製 法 概 要 特 徴

デイ y ピング法 両面 ｾ ｩ 武法 両面被膜

反射率限界、発色に万向性有り、耐候性色調に劣

化性

ス プ レ ー 法 高温域金属溶液スプレ ー法 量産向き

反射率限界、股厚、発色の均一位に劣る、色調に

劣化性

真 空 茶 培 法 真空域浮遊金属股形成法 色調の 自由性

関税に限界、 }JD工品向 き、パ y クミ ラー表面鋭とし

て使用

高真空域間ltr圧による

色調 ・反射率

耐候性に i憂れ、メ ンテ ナンスフリー、超硬質艇に

スパッ タリ ング法 金属原子打ち込み金属膜

が自 由

よる色調の変色 退色が無 〈永久色

形成法
断熱率60% 以上除去率 ( 平均65%)

表 - 2  レフ ・E の性能

光 学 的 性 能

厚 熱 的 性 能

反 射 色 関 可 視 光 日 射

( O U T )  さ 透

射反

透 反 吸 熱 遮 日

過 It主% 過 射 収

J't 首E 射役

mm 流 K
係

入

率 % O U T  1  N  率 % 率 % 率 % 率{ 直 数 率

ブ ル ー 系 20 6  19.5 20.3  31  14 20 66 4.0  0 .36 0. 30 

グ レー系 20 6  19  22. 5 30  17 .5  16. 5 66 4. 0 0. 35 0.31  

レフ . E

ブロ ンズ系 20 6  20 20. 5 31 20 17  63 4. 1 0. 35 0. 31 

シルバ一系 20 6  20. 5 22 31  15 21 64 4 ，0  0. 36 0. 31 

シルバ一系 20 6  20. 5 23. 4 30. 4 16. 4 20. 8 62. 8  4 .80 0. 40 0 .35 

他 社

ブ ル ー 系 20 6  20 .1  21 .4  32. 6 14 .5  20. 4 65. 1 4 .68 0. 38 0. 33 

同品極

フロート板ガラス 6  88. 6  7.6 7.6  69 .6  6. 6 23.8  5. 14 0.89 0. 78 

」 一 一 」 ー

30  

0.07ミクロン超薄膜

コーティング層

Ag.  Au.  S n .  Z n  4 層

〈内部〉

スベンサー内部

乾燥剤

ンーリンダ材

重ガラスて¥断熱性能に秀れた、断熱複層ガラス

である 。( 表ー 3 、表 - 4 参照 )

・種 類 3 %- 4 'J両空気層- 3  %= 1 0 ' % 

- 6 %- 12日空気層 - 6 . 8 % =  24. 8% 

・色調 透明に近いブロ ンズ ・ブルーの 2 色

・大きさ 最大寸法 1.829 m x 2. 438 m (4  . 46m') 

・保温性能 3 ー1 2 A - 3 は、熱貫流率1.5 と、

複層ガラス同品種中、最高の数値を

示す。

・防音知J 栄 一5O"C に耐えるシーリング材を使用

しており、 80ホ ンを約y2に防音する 。

・結践防止 外部一30' C / 内部 + 30' C 土60' C で

結露なし 。

建材委員 / 伯奮 紳 Ｈ 安井建築設計 ｾ ｊｾ 務所 Ｉ

表- 3 熱貫流率比較褒

材 料 111t 板
複 層 コンク 軽 量

ロー ・E

ガラス ガラス リート墜 ブロ y ク

厚 さ 5 % 18弘 120拍 150拍 18 % 

4ナ イ ズ

3  - 12A 3  - 12A 

- 3  - 3  

然J ! t i庇碍l 5.8 3. 1  3.3 2.8 1. 5  

{ 条件) 室内20'C 白然対流. 室外 O'C風速 5m/sec 

日ぶ処築総合猷験 所データ

褒 - 4 光学的性能 ・然的性能

名 株 ローー E

償 層 ガ ラ ス 厚 10 % 12% 18弘 24弘 24.8弘

タ イ

3 - 4  3 - 6  3  - 12  6  - 12  6.8ー

プ ー 3 - 3  - 3  - 6  12- 6  

熱目 掛ｾ 1.1.1 1. 9  

(  Kf 直)

1. 7  1. 5  1，4  1. 4  

可 悦 光 線

64  64  62 60 60 

透 過 車 ( 約%)

可 悦 光 線

20 20 22 24  24  

反 射ヰ ｬＨＪｾＥＩ

太陽エネルギー

84 84 82 80 80 

取 得 率( 約%)



。r=J :R ニュース …卸…

@ 財 団 法 人 日 本 建 築 総 合 試 験 所

所 在 地… 吹 田市藤白台5 - 8 - 1 〒565

電 宮古 ・( 06) 872- 0391 F AX" ' ( 06) 872 一日784

業務時間・・ー平日: Ｙ Ｚ ＰＰｾＱＷ Ｚ ＰＰ＠ 土 唱 : ＹＺＰＰ ｾ ＱＲ Ｚ ＰＰ＠

蛍光 X 線分析装置

Syst em3070・DA T A F L E Xー 1718

3 ) 蛍 光X 線分析装置本体 ( S ys te m3 0 7 0 ) に外部データー処理 シス

テム ( D A T AF LE X - l 71B ) を接続することにより、測定デー

タの保存、元紫の 同定、チ ャート の重ね書きおよび X - y プ ロ

ッターによる作図が可能とな った。

4) 測 定 中試料交換が可能で、連続的に試料測定が行える 。

その他 、装置内は常に 一 定の混度に保たれている の で特別な

設置条件が不要でhあり、また安全性の商からも装置 の パネル を

はずせば自動的に X - ray  off となる等、各穏保安回路が装備さ

昭和61年度の施設整備計函の一環として、材料試験室に蛍光X 線

分析装置 ・S yst e m3 0 7 0、D A T A F L E X - 1 71B (理学電機工業側製 )

を導入しました の でそ の概要をご紹介します。

1  . 使 用 目 的 の 概 要

物質に X 線を照射すると、そ の物質に含まれる各元素固有の特 性

X 線 ( 蛍 光X 線 ) が発生する 。 これを単結晶を用いて分光し、検出

器により含有元素の定性、定量分析を行う 。

れている 。
2  . 外 観 お よ び 仕 機

4  . 使用

測定項目 : セメ ン トの定性分析およびセメ ン ト中 のCaの定畳分 析

{管球 . 悶1

| 結品 : E DD T ( 定 性 ) 、G e( 定 量)

蛍 光X 線 の 分 析 条 件 {

| 電圧 : 50k V 

l電流 : 2 0 mA( 定' 性 ) 、5 0 mA( 定畳 )

写真一 1 および表ー 1 参照。

1  ) 固体、粉体、液体および化学結合状態に関りな く試料を非破壊

で測定できる 。

2) 装置 の 日常の メンテナ ンスや測定条件の設定、データ処理等が

すべ て C R T との対話方式で自動的に行える 。

3  . 特長

( C A L C.) ( E R R O R)  

62 .094 . 09437  

62 .914  - . 08552 

63 .917 ー . 08335

65 .075 . 07450 

※ CaO としての値( %)

( X) 緩

62 .000 

63 .000 

64 .000 

65. 000 

*  *  *  R E S U L  T  O F  R E G R E S SIO N  A N A L  Y S I S  *  *  *  

<  C A L I B R A TIO N  M O D E  >  

S A MP L E  (1)  

C A1  67 . 225 

C A 2  68 . 189 

C A3  69 .367 

C A 4  70 .728 

B  :  0.85073E 00 

C  :  0. 49037E 01 

ACCR :  . 11983 

X  100-

E氏支「

R E GR E S S I ON ANAL Y S I S  ，J O B  

<  C ALl BRATI ON MODE  >  

GR OUP  :  HSl  

E L E ME NT :  Ca  

[ NET INTENSITY]  kcps 

ca 69.223 

[ RESULTS]  WT  %  

ca 63.79 ( CaO) 
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蛍光 X 線分析装置

2- THETA INT.[Kc匹) SPECTRA L町T

36.45 0.247 TI -KA 

41. 15  13.452 ca -KBl  

44.80 109.614 ca -K A  

50.25 1. 760 K  -K A  

59. 60 1.383 Rh - LBl  

63 ∞ 2.891  Rh -L A 

69. 80 0 . 2 ω S  -KBl  

75.15 5.647 S  -K A  

88. 85 0.113 P -K A  

100. 50 0.3錦 町 -KBI

108.05 16.740 SI -K A  

130.25 0.107 A L-KBl  

140.20 0.309 A L-K Aーホ

142. 65 5.123 A L-K A  

定性ピークデータ

Ti : チタン

Ca : カJ レシウム

K  カリウム

s 硫 此

p リン

Si : ケイぷ

AI : アルミニウム

写真一 1
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セメント中の C a の定量分析

QUALl TATI VE ANAL YSI S 

〈

￥ 

止

55 65 75 85 9 5 1 0 5 1 1 5  

図ー 2 蛍光 X 線分析パターン図( 軽元素)
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外部民料交換被 B獄料交換機( 標準)

政料室 I i t 料ターレ ット6ヶ院料検出機構付

アテヰータ 2 ポジション交換( 減衰比%、治)

スリ ット系 入射側COARSE- F I NE交換機、

受光側S C用P C用書 1

結品交換機 8i 結品交換

分光( 結晶)素子 Li F( 200) 、Ge、T AP、E DDT、A DP

検出器 . π 繁用 シンチレーション カウ ン

タ(S C)

軽元素用 ガスフロープロポーショ

ナルカウ ンタ

走査角度・範囲 S C  5・- 117' (28)

ゴ F - PC 8'- 147・(28)

走査速度 最大 1000・I mi n
オ

メ
ステ ップスキャン

タ 5・11000'、1・1100・、2・/ 100・、5・/ 100，/

ステ y プ

;車高分析器 28パルスハイト連動方式

ピーク シフト補正、数え落し補正

ドリフ ト補正付

タイ 7 。1- 999秒

スケーフ 最大昔十数容量 約2X 10' カウント

7 イクロコンビュータ 7 イクロコンビュータによる装置集

中制御方式

測定条件の格納及びリスト

測定条件の制御

定量分析/定性分析データ処理

分析π 繁 30π 繁/ グループ

(検量線を含む) 30グループ/ディスク

30日元素/ディスク( 定量用)

200元素/ディスク( 定性用)

7 トリ ックス補正 150項/ グループ

X 線発生装置
50kV、80mA、2 :  1 制御 スI

安定度 土日目 1% カソードアー

X 線管 エンドウインドウ Rh  

送水装置 純水循環式

イオン交換樹脂による水質比抵抗保位

31 

145 115 
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大 学 キ ャ ン パ ス は 観 光 名 所

こ と し の 日 本 建 築 学 会 の 大 会 は 8 月 に 北 海 道 大 学 で 開 催 さ れ た 。 有 名 な ポ プ ラ 並 木 と ク ラ ー ク 博 士 の 胸

像 は 、 都 心 に あ る 旧 農 学 校 の 時 計 台 と と も に 近 代 初 期 を 代 表 す る 札 眺 め 名 所 で あ る 。 キャン パ ス に もさを

聞 の ゆ と り が あ り 、 高 さ 数 十 メ ー ト ル に の び た 樹 林 の 下 を ノlサ11 と純Ij立が縫っている 。 短 い瓦を .mしむよ

うに木蔭に市民が思う 。大 学 の キ ャ ン パ ス は 観 光 客 に と って も 毘 要 な 観 光 資 源 に な り 得 る し 、 市 民 に と

っ て も 思 索 と 憩 い の 場 を 提 供 で き て い る 。 イ ギ リ ス は ケ ム ブ リ ッ ジ 大 学 者[1市 へ ゆ く と 、 守 衛 が 観 光 絵 は

が き を 売 っ て い る 。大 学 は 中世 以 来 の す ぐ れ た 建 造 物 を 保 全 し 、 公 聞 の 博 物 館 と 劇 場 を も って いる 。 さ

ま ざ ま な イ ベ ン ト も あ る 。 60年 代 か ら 日 本 で は 、 大 学 は 工 場 と と も に 大 都 市 で の 新 以 ' 設 が 制 限 さ れ て 郊

外 移 転 が 相 次 い だ 。 な に を 郊 外 に 出 し 、 な に を 旧 い 都 市 に 残 し て 活 か す か 、 大 学 の 都 市 へ の 貢 献 を あ ら

た め て 考 え て み た い 。 京 大 の 歴 史 資 料 館 の 改 装 で は 市 民利 用 の た め の 新 し い 玄 関 を 設 け た 。 好 ま し い 一

歩 だ が 、 キ ャ ン パ ス は い ぜ ん 建 て 込 み 勝 手 な l駐 車 で い っ ぱ い 。 大 学 を 米訪者にと って も 、 い か に 魅 力 あ

る 名 所 に 演 出 す る か 、 こ れ か ら の 諜 姐 だ。 ( H .  M)  

景 観 の 保 全 と 創 造

万 葉 の 昔 か ら 和 歌 や 詩 歌 に 詠 ま れ た 風 光 明 煽 な 日 本 の 風 土 と そ の 景 観 は 、 l時 の 移 り 変 り と と も に そ の 姿

も 変 貌 を 遂 げ、私 達 を と り ま く 自 然 珂 境 は 、 必 ず し も 自 悦 で き る も の で は な く な っ た 。 例 え ば 、 沿 道 を

と りあげてみても 、歩 道 や 街路 樹 も な い狭 い道が多い上に、' i ' ! L ; l : 主や広告が更に 印象 を 悪 く し て い る 。古

くからの道は松並木があったり 、民 家 の 前 庭 が 緑 を 補 い 、 建 物 も そ れ な り に 縫 っ た た た ず ま い を 見 せ て

い る 所 も あ る が 、 国 道 沿 い は ま っ た く 無 秩 序 に 建 物 が 建 ち 並 び 、 色 や デ ザ イ ン と も バ ラ バ ラ で 雑 然 と し

ている 。 ま た 、 市 街 地 は 人 間 中 心 よ り 車 中 心 の 都 市 盤 備 が 進 み 、 建 物 も ビ ル の 谷 間 に 民 家 が 泌 在 し 、 ま

っ た く 統 一 性 を 欠 い て い る 。 い っ た い 、 ど こ に そ の 街 の 個 性 が あ る の か 、 街 の 印 象 を 高 め る 要 紫 は 何 一

つ見あたらない。

い ま や 日 本 の 風 土 は 知 ら ず 知 ら ず の う ち に 蝕 ま れ 、 か つ て の 紫 哨 し い 景 観 も 、 地 域 の 個 性 も 、 街 の 顔 も

こ の ま ま で は 崩 域 寸 前 で 、 こ こ に も 日 本 の 挽 歌 が あ る 。 しかし 、先 姐 か ら 受 け 継 い だ 尊 い 泣 産 は 、 こ れ

を 現 代 に 活 か し 、 次 代 に 大 切 に 引 継 ぐ こ と が 現 代 に 生 き る 私 達 の 責 務 で あ る 。 景 観 の 保 全 と 創 造 の 主 役

はそこに住む住民であり、住民の郷土愛に燃える情熱こそその原、動力であろっ 。 し か し 、 実 行 に は 立 派

な 指 導 者 が 必 要 で あ る 。 か つ て の 倉 敷 の 街 並 み 保 全 も 、 木 曾 の 姿 飽 の 宿 の 復 元 も 、 そ こ に 紫l11' rし い リ ー

ダ ー が 存 在 し た 。 全 国 各地 に は 立 派 な 建 築 家 が 数 多 く 誕 生 し て い る 。 今 こそ 地 域 の 建 築 家 が リ ー ダ ー と

な っ て 、 未 来 へ の 魅 力 あ る 街 つ。く り の た め に 、 真 剣 に 取 り 組 ん で い た だ き た い も の で あ る 。 ( H .  H )  

地 域 に 根 ざ し た 建 築

建 築 に お け る 地 域 性 ・地 域 的 特 性 は あ る の で あ ろ う か 、 そ れ は 矢 帰 り 世 界 の 民 族 が 肌 の 色 が 呉 な り 、 使

う 言 葉 が 異 な り 、 噌 好 性 が 呉 な り 、 美 的 感 覚 も 異 な り 、 風 俗 習 慣 も 呉 な る 以 上 そ こ か ら 生 れ て く る 縫 築

が 当 然 呉 な る も の に な る で あ ろ っ と い つ こ と で あ る 。 又 気 候 や 風 土 が 呉 な る こ と 、 即 ち 熱 街 、 亜 熱 情 寒

帯 等 の 総 j支の変化 、 大 陸 性 海 洋 '1金 等 の 気 候 の 特 性 、 敷地 の 広 大 さ 狭 少 さ 等 に も 関係 す る 。そ の よ う な 観

点から、 世 界 の 中で の 日 本 は ヨ ー ロ ッパでもなくアメ リカ 大 陸 と も 呉 な る 、 ア ジ ア の 中 でも大|後 の 内 部

で も な い モ ン ス ー ン 地 帯 の 仏 国 と し て の 特 長 が あ る 。 ア ク ロ ポ リスのパルテノン、イースタンブールのセ

ン ト ソ フ ィ ヤ 、 印 度 の タ ジ マ ハ ー ル 、 そ れ ら の 世 界 の 名 建 築 は そ れ ぞ れ の 地 域 が 生 み 出 し た も の で あ る 。

ギリシャ人の知性がそこの地域で 、産 出する白大理石を使 って 、歴史の深いアクロポリスの丘の上にｾて

ら れ た 建 築 、 そ れ は バ ル カ ン 半 島 の ギ リ シ ャ と い う 地 域 が 風 土 の 中 か ら 生 み 出 し た も の で あ る 。

地 域 は 人 を つ く り 、 人 は 文 化 を つ く り 建 築 を つ く り 出 す 、 即 ち 地域 は 建 築 を 創 造 す る も の で あ る 、 と い

うことができる 。現 代 の 建 築 を 含 め た 文 化 が 、 あ ま り に も 世 界 共 ー 通 で あ り 過 ぎ は し な い か 、 良 い も の は

受け入れ、受け入れたものは地域の中で発酵させ、その地域のものとして打ち出さなければ. . 1 ' ] ; の意味で

の価 値 感 と は な ら な い 。 ( T .  Y )  

建 築 の 寿 命 と 設 計 者 の 立 場

2 0 - 3 0年 前 に 当 時 の 世 論 を 沸 か せ て デ ビ ュ ー し た 有 名 建 築 が 、 そ の 機 能 を ま っ と う し て か 喪 失 し て か 建

て 答 え ら れ る 例 が 跡 を 断 た な い 。 必 朽 化 に よ る よ り も ニ ー ズ の 変 化 に 対 応 で き な い た め と い う の が 目 立

つ 。償 却 の 早 い 商 業 建 築 は と も か く 、 公 共 庁 舎 建 築 な ど 時 代 を 画 す る モ ニ ュ メ ン ト を 自 負 し て 設 計 さ れ

た 経 緯 は ま だ 我 々 の 記 憶 に 新 し い 。社 会 の 発 展 変 化 が 速 い か ら と い って 僅々 20- 30年 で 往 築 の 舟 倫 が 盛

き て 良 い も の だ ろ う か 。建 築 の 寿 命2 0 - 3 0年 が 長 い か 短 い か 議 論 は あ ろ う が 、 こ れ ら の 状 況 を 日 本 の 社

会 の 成 長 や 活 力 の せ い と し て 誇 る よ り 、 設 計 者 の 見 識 や 洞 察 力 が 問 わ れ て い る と 謙 虚 に 反 省 す る こ と が

必要 で は な か ろ う か 。

建 築 の 設 計 者 は 本 来 、 需 要 者 の 嬰 求 に 対 す る 判 断 とカウンセ リン グ 、 未 来 へ の 洞 察 と 空 間構 築 の 従 案 者

である 。 同 時 に 建 築 物 の 寿 命 に つ い て も 責 任 の 一 半 を 担 う 立 場 で あ る 。 前 述 の 事 態 は 神 な ら ぬ 身 の 設 計

者 が、予想、を超えた現代社会の変化の迷さに兜を脱がされた恰好である 。過 去 の 視 野 の 奥 行 の 不 足 を 謙

虚 に 反 省 し 、 そ の 経 験 を 将 来 に 反 転 投 影 し て よ り 長 い 生 命 を 求 め た い 。 偏 狭 な 個 性 の 押 しつけでなく、

巾 広 い 専 門 領 域 の 力 を 結 集 統 合 で き る 見 識 あ る 総 合 プ ロ デ ユ ー ス が 、 新 し い 時 代 の 建 築 を 方 向 づ け る 新

し い 職 能 と し て 求 め ら れ て い る 。 ( M .  0 )  
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新しいオフィス空間の構成

総論.1

成熟したオフィス空間をめざして

ー オフィス空間の究極の姿をさぐる -

与 謝 野 久

2 つ の 潮 流

オフィス空間はいまわが国においても、 2 つの大きな潮流に

襲われつつある 。 この現象は、ホテル ・高層住宅・病院などの

建築においてもすでに見られるが、オフィスビルの場合は社会

的基盤としての建築という性格もあ って、社会の底流からのす

さまじい勢いをも って追 ってきている 。

潮流のひとつは、オフィスビルを、高度な情報処理機能を備

える殻 (shel l ) に再編成し、骨格 ・内部空間もろともこの高機

能性で構築していこうとする動きである 。 これは、オフィスオ

ートメー シ ョン、ビルデイングオートメーション、テレコミュ

ニケー シ ョン等の機能装備によるビル骨格の高機能化 ・インテ

リジェン 卜化と、都市スケールのインフラストラクチャーをビ

ル内に取り込むオフィスコンプレ ックス化等の幅広いニーズに

起因している 。

いまひとつは、このように空間の高度な機能化が進む中で、

人間にと っての快適性とは何かを具体的な空間デザイ ンの中で

希求していく動きである 。これは、人間にと ってより快適かっ

ヒューマ ンな室 内環境づくりを、オフィスライフ全体の総合的

なアメニティー向上を通じて果たしてもらいたいとする一般オ

フィ スワーカーからの、これまた幅広いニーズに起因している 。

社会は、これまでの限定された意味での室内環境デザイ ンを超

えた、 Interior -Space-Desi gn とでも 言 うべきトータルな環境

デザイ ンを、オフィス空間にも求めつつある 。

一 口に 言 えば i Shel l J と 日nteri or J というこの 2 つの潮流

が、やがて大きな渦とな って、高度情報化社会における新しい

建築理念をつくるかど うかは別として、これからの高機能化し

ていくオフィス空聞のあり方を考える上では 、 トータルな快適

性希求の後者の視座は重要な意義を持 っていると考えられる 。

オ フ ィ ス ビ ル の 基 本 理 念

このような時代の糊流を受けつつあるオフィス空間における、

快適な環境を構成する要素機能とは何か 。 それにはまず、現代

のオフィスビルが成立する上での基本理念を大きくとらえる必

要がある 。
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表 - 1  
7 レキシビリティーの高い 7

'

) ープランニング

高 度 な テ レ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

o  A 化 に 対 応 し た 問 機 能 性

B  A 化 に 対 応 し た 問 機 能 性

室 内 環 暁 町 ア 〆 ニ テ ィ ー 向 上

o  A 付 加 に 柔 軟 に 対 応 す る 空 調 シ ス テ ム

人 間 工 学 的 な 建 築 化 家 具 ・ 装 置E

省 エ ネ ル ギ ー ・ 省 力 化

ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト と f J J JlI I 投 資

ラ ン ニ ン グ コ ス ト ・メ ン テ コ ス ト の i且品世

ピ ル 管 理! の 向 動 化 ・ 省 人 化

耐 久 性 の 硲 保

非 常 時 め 持 久 性 の 硲 {呆

セ キ ュ リ テ ィ ー シ ス テ ム の 完 備

オ フ ィ ス ・ コ ン プ レ > 7 ス

地 域 社 会 と の 共 存 共 栄

都市ｾ IUI と の 箆 合 調 和

環 境 ア セ ス メ ン

区 扇 子 ヲ デ ン テ ィ テ ィ ー の 原 則

企 業 の 『 か お 』 の 物 理 的 表 現

良 好 な 街 区 1r{ 観 形 成 へ の 積 極 的 参 画

上に 示す簡単なマトリ ックス表は、オフィスビルが企画以前

から本質的に備えているべき基本理念と、現代のビルとして備

えるべき要素機能との望ましい相関性を表している 。( 表ー 1 )  

一口にオフィスにおける快適な環境を構成する要素機能をさ

ぐるとは 言っ ても、このように、これを包む全体であるオフィ

スビルが社会から求められている役割は多岐多分野にわたる 。

そこで、この相関表の 中で、オフィス空間における最も基本的

な理念である「機能性」と 「快適性」について、その歴史的経

緯とおのおのの現状並びに各要素機能に対するニーズが生まれ

る背景などの関連性に敷桁しつつ、若干の考察を加えてみる 。



機 能 性 と 快 適 性 の 歴 史

フランク ・ロイド ・ライトが、ニューヨーク ・パ ッフアロー

に大きなアトリウムを持つオフィスビ/ トーラーキン ・ビルーーを

建ててからすでに 80年近〈経っている 。 ライトはこの建物をそ

.の遺言の中で、 「われわれの中に存在する建築の生命のための、

よりよさ基盤として 『内部より外部へJ の原理がし っかり打ち

据えられている J ビルであるとし、恐らくこのとらえ方一一有

機的建築一ｾ立 、 時代を超えた通念となるであろう、と言いの

こしている 。 この時代の建築は、いわば‘ 「骨格」の時代と 言わ

れていた 。鉄とコンクリートとガラスの登場により 、これより

以前の建築とは明瞭に異なる発展を見せたわけであるが、その

時代にあ って、ライトが建築を生命体のようにいつくしみ、内

部空閉め本質的な意義を作品を通じて説いたことは、後世に対

して実は多くを示唆している 。

写真一 1

ラーキンビル

『ライト町i I t 冒j より

この骨格の時代から約30年後の 1930年頃には、建築は 「循環

系J の時代を迎える 。日差冷房 ・近代照明設備 ・設備制御機能等

の技術革新は、室内環境の居住性の飛躍的発展を見た 。この時

代にはまた、循環系と骨格系の融合を図った空間デザインの原

町がつくられ、ポール ・ルドルフ、フィ リップ ・ジョ ンソンの

手により昇華されて、現代においても応用されている 。

さらに約30年後の 1960年頃になると、建築は「言語系」 一 一

情報伝達系ー ーを高度にシステム化して建物の血となり肉とし、

高効率に建物を維持できる性能を持つよう、社会から大きなニ

ーズを受ける 。通信メディアと建物の骨格系との融合は、都市

のインフラストラクチャーへの建築の積極参入につながり、巨

大な情報体とな ったオフィスビルは 、社会的な基盤文化を創造

するキャラクターを帯びてくる 。

そして約30年後のいま建築は、尖鋭化した「神経系J が骨格

系と循環系 ・情報伝達系を統合して、アーティフィシャル ・イ

ンテリジェンス ( 人工知能) により制御される 一種の有機体一

「いきもの」 ー とまで表現されるようになり、まさに成熟期を

迎えたと 言える 。

この「建築のいきもの化」についてのたとえに、よくつぎの

事例が出される 。現代のビルは、建物の一部で急に室内環境維

持上の異変が発生すると、各所に分散配置されているマイク ロ

コンビューターが、すみやかにその場で「ローカ j レ」に対応処

理できるという システムを体内化しつつある 。 これは、人聞が

体の一部に傷を負 った際、中枢の脳の指令を待つことなく、直

ちに脊髄からの指令で菌を抑える動きをその場でとる、という

生態自活 ( ガパナビリティー ) シ ステムに建築がより接近して

きている現象を端的に 示 しており、このように建物の快適性を

得るための機械化制御面は、成熟したレベルまで技術革新を果

たしてきたと 言 えるであろ う。

機 能 性 の 現 状 と 快 適 性 の 歪 み

言語系の情報処理機能は、神経系との融合により、大量の情

報量をきわめて スピーディーにかつ広範囲にわたって伝達処理

する高度なシステムを建物内に構築しつつある 。このシステム

は、 2 つの分野において発展を見ている 。

ひとつは、オフィスにおける知的生産性向上のための、オフ

ィスオートメー ションによるオフィス効率化をめざす分野であ

り、いまひとつは、建物運用のより尖鋭化した高機能性、とく

にビルディングオートメー ションと多機能通信メディアとの統

合によるビル ・インテリ ジェンスの革新をめざす分野である 。

前者の具体的な要素機能としては、光ファイパーによる情報

幹線シ ャフト、大容量の床 ・天井の配線用ダクト、 O A機器の

発熱にフレキ シブルに対応できる分散型空調システム、 O A オ

フィスワークに適した照明ルーパ一、間接照明手法、外光コン

写真一 2 I  B Mアトリウム 『グラスアーキテクチュア イン アメリカ』
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トロール装置などがあげられる。

後者は、情報フローの上下方向性から全方位性への変換と、

多品種の情報の生成をスピーディーにサービスすることを求め

る産業構造基盤の変質の影響を背景としている。別の局面では、

オフィスにおけるより創造的なオフィスワークへの傾斜が勤務

形態の変質を生み、 24時間ビル運用体制への移行と、対外的な

情報交換のためのビ j レ側のインターフェイス機能の基盤整備を

求める社会的ニーズをも背景としている。

これら 2 つの分野における機能性の革新の動きは、さらに社

会ニーズの高度化を受けて、いっそう研ぎ澄まされた機能へと

発展していくに違いない。今日の「画期的最新設備」は、明日

にはもはや陳腐化していくほどの革新サイクルを推進していく

ことは想像に難くない。

きて、いかにこれらの O A機器が発達し、ビルの高機能化、

機械化が発展したとしても、オフィス空間の主役は人間であり、

人聞が働く場としてのオフィスに変わりはない 。ファクトリー

的なオフィスや、無人化オフィ スが、究極の目的であるわけで

はないのである。また、ビルのこのような高機能化は、オフィ

ス環境のパフォ ーマ ンスを引き 上げる大 きな要因とはなってい

るが、現実のオフィス空間の使い勝手の良さと快適性は、この

ような電子的な側面以外の要素機能に 多くを依存している。

たとえば、オフィススペースは、オフィス業務や業務組織な

どの組織と人の側のファクターから、これまでいく度かの変避

をとげており、そのようなソフト面とフィジカルな空間とのフ

レキシビリティー豊かな整合性が、使い勝手の良きや快適性の

評価に つながることがたびたびある 。

また、高密度に分散配置された O A ワークステーションに使

用される家具や O A各種機器、各種建築化装置などと、オフィ

スワーカーのパーソナルな使い勝手面からくるニーズとの、な

じみ方如何によ ってオフィス空間の生理的 ・心理的快適性を大

きく左右することがある。現実にオフィスワーカーは、今の O

A機器普及密度 ( 5- 7人/1台) においても、これまでにない O

A 機器特有の頭脳ワークと、旧態依然の業務パターンとの重な

り合う複合的かつ深刻な疲労感を覚えている。

話は少しそれるが、 21世紀の日本は、その国土の狭さの根本

的な事情から、オフィス空聞の l 人当たりの保有面積が現在の

3 - 4 倍になる図というのは、恐らくあり得ないのではないか

と思える。それだけに Shell とInterior の性能向上のための電子

的な面でのアプリケーション技術は 、欧米以上に広範な社会的

ニーズ を受けて、わが国ではますます尖鋭化し ていくものと予

想される 。したがって、いずれ人聞の五感が機械に支配される

かもしれないという素朴な危倶は、われわれ日本人の方に、欧
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米人以上にシリアスな問題として迫ってきている 。オフィスは

知的生産の場であるという効率推進の科学的・文化的な響きを

持つことは‘ と、現実に広まっている疲労感とのギャ ップは、こ

れまでの快適性についてのとらえ方にある種の歪みがあること

を示唆しているようである 。

オ フ ィ ス 空 間 の 究 極 の イ メ ー ジ

現代のオフィス空間に求められているニーズは、現実にはこ

のように複雑な背最を持っている 。 ホテル ・高層住宅 ・病院な

どの建築は、顧客に対する手厚いホスピタリティと快適なアメ

ニティーとで人間を hot な Interior Space に包み込み、これの

対価 を得ることで存立基盤を得ていることはすでにご存知の通

りである 。時代のニーズはさらに広がり、このニーズがオフィ

ス空間にも現れ、しかも高度な情報サービス機能に加えて、 パ

ーソナルなレベルで自由に選択可能な、創造的ワークにふさわ

しい環境コントロール機能をも求めつつある 。このように高度

に機能化された社会において、機能的かつ快適なオフィス空間

とはどのようなイメージの空間を言うのであろうか。

それは一口に 言っ て、心理的 ・生理的に一一一いわば有機的に

一一インテグレートされた「成熟した環境」であると言える 。

そしてこれは、建築空間と建築設備 、インテリア家具、 O A機

器、建築化装置等をひとつにまとめ、これらと人間工学 ・生態

学的要因とを重量合性あるひとつの概念にまとめる、トータルな

Space-Desi gnとでも言うべき視座から創られる空間であると考

えられる 。

この新しいオフィス空間を構成する要素概念は、大別して、

Shell とInterior の 2 つに、また具体的にはおおよそ 8 つの要素

概念から成ると考えられる 。 これらの全体構成と相関性をひと

つの試論としてひとつの概念図にまとめたのが表 - 2 である 。

この表にもとづき、おのおのの要素に考察を加えることを通

じて、新しいオフィス空間のイメージを描いてみることとしょ

つ。

(1) アーパニティーとアイデンティティー

オフィスで行われている情報交換 ・処理業務は、オフィスビ

ル内各部門間だけでなく、地域社会問、都市問、固と園、地球

の裏と表などとの間で多機能通信メディアを通じて果たされて

おり、この意味でオフィス空間はもはや、オフィスビルの枠を

すでに超えている 。現代のオフィスビルはこのように社会基盤

に栂ざした文化をも創造するポテ ンシャルを持ちつつあること

から、オフィス ・カルチャー ・コ ンプレ ックスとでも称すべき、

外に開けた「まち」となりつつある 。



表 - 2

写真 一 3 イリノイセンターアトリウム

N  

T  

フレキシビリティー

r. +  UJ より

また、オフィスビルがこのようなアーパニティーを内在的に

持つゆえにこそ、その企業の存在はアノニマスなものではなく、

逆に強〈自己の領域を物理的に個性的に表現しようとするニー

ズ ( アイテンティティーの表現) が最近多〈見られる 。

具体的には、特徴あるシルエ ッ トを持つ建物外観、街並みと

連続するプランタイプをとるエントランスホールの半公共空間

化などのほかに、オフィスインテリアそのものが企業の「かお j

であるとしてこれを積極的に半公共空間( エントランス ・アト

リウム、ビル内プロムナード等 ) から見えるようにする手法な

どがあげられる 。

(2)高機能性

これは言うまでもなく、ビル ・インテリジェンスを標携する

要素で、オフィスビル内 ・外のコミュニケーションを含む情報

メディア機能とメンテナンス機能の高度化を指す。 オフィスオ

ート、ビルディングオート、テレコミュニケーションはその基

軸をなすもので、 O A ワークステーション、テレコンファレン

ス、電子メール、電子ファイル、館内 L A N、多機能端末、 D

- P B X 、セキュリティーシステム、省エネルギー設備システ

ムなどが具体的な要素機能としてあげられる 。
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(3)スペースプランニング

最近の傾向として、オフィス空間は奥行きの深い ( H- 2 5 m)

十分な広がりをもっ大部屋か、または 6 - 1 0名規模の会議室程

度の室か、この 2 つのプランタイプに二極分化しつつある 。中

聞のスケールの奥行き ( 8 - 1 0 m) のオフィスニーズが後退しつ

つある 。 これは、 O A機器の普及度が、集中配置方式から高密

度分散配置方式へのステ ッフ。へ移行しているためと言える 。い

ずれにしても、オフィスは配置上制約の少ない無柱フリースペ

ースであることが必要で、ある 。なお無柱空間さえ与えておけば

それで快適かっ機能的かと言えば、そっとは限らないが、これ

については別項にゆずりたい 。

プランニング上、もうひとつ大切な要素として考えられるの

に、平面的なヨコの展開だけでなく、タテの展開の視覚的コミ

ュニケーションを支えるスペースプランがある 。機械と人間と

の対面は、人間同士のつながりを機械化領域に封じ込め勝ちで

あるが、執務中はもちろん、館内移動の際にも人と人との face

to-face の場を多〈提供しておくことが、オフィスプランニン

グ上大切な要素となる 。これの具体的な例として、オフィス内

あるいは廊下ゾーンでの上階または下階につながる小規模な吹

抜空聞の多用、さらにこれの巨大化 ・都市化スケールのスペー

スとしてのアトリウムなどがあげ. られる 。 とくに後者は、光庭

鼻として自然光あふれるくつろぎあるコミュニケーションの場が

提供されるとともに、時間の変化 ・天候の変化などをそれとな

く間接的に伝える効果を生み出す。

(4)生理的機能

O A機器は、高機能化 ・高密配置化するに従い高い熱を放ち、

特異な嘆い、低周波の暗騒音を生む一方、外光の直射 ・人工照

明の輝度などをきらう 。 これらの環境阻害要因のコントロール

が不十分であれば、オフィスワーカーの限・耳・鼻・皮膚は過

酷な条件にさらされ、生理的にきわめて不安定な環境となる 。

そこでこれらの要因をコントロールするために、具体的な要素

機能として、つぎの対応が考えられている 。

O A機器配置密度にフレキシブj レに対応する分散型空調シス

テム、嘆いを要所要所でとる局所排気設備、ソフトな感触と吸

音そして洛ち着いたカラーを提供しかっ情報ケーブルシステム

をも包むフルカーペ ッ トシステム、室内の暗騒音を和らげるサ

ウンドマスキング、太陽直射光を自動的におだやかな拡散光に

変換する外光コントロール自動ブラインドシステム、 O A機器

への映り込み防止と室内全体をおだやかな視環境にする O A対

応照明ルーパーと卓上間接照明システム、さらに室内全体を心

地良いポイントカラーで構成するソフト& ブライトカラースキ

ーム、肌ざわりと見た目にソフトな感触のソフトスキンマテア
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リアルの多用、そして豊かな観葉植物の緑などがあげられる 。

(5)心理的機能

これは、オフィスライフにおける不必要な心理的圧迫要因を

取り除くか、または生じさせないための要素機能を指し、つぎ

の 3 つの側面がある 。

そのひとつは、空間的側面で開放感のある見通しの効〈広が

りを持ち、たとえ間仕切があ ってもガラススクリーンによる視

覚的な連続性を持つ透明感あ ふれる雰囲気であること 。いまひ

とつは、いわゆる領域感覚の面て¥オフィスワーカーのプライ

パシーを最小限に確保し、大部屋方式のコミュニケー シ ョンの

スケールメリ ッ トを生かしつつ必要以上の組織の管理サイドの

目から半私的領域を保護する機能を備えていること 。 さらには、

集団心理的側面で、集団の中の一員としての連帯感を視覚的に

維持しつつ、これを通じて集団帰属意識とある種の心理的安堵

感を定着させ得る機能を備えていることである 。

これらが、心理的快適性を得る上での主だった要素ではない

かと考える 。 これらは具体的には、大部屋無柱空間であり、ク

リスタルな方、ラススクリーンによる空間であり、ローノ マーティ

ショ ンの多用とオフィスラ ン ドスケープレイアウトであり、そ

してアトリウムであるわけであるが、心理的要素機能の場合は

直接フィジカルな空間手法につなぐ前の組織運用上の背景把握

が、これ以外の要素との相関性を築く上での大切な意味を導き

出すものと思われる 。

(6)スペースインターメディア

これは、一口に言えば、建築空間と室内環境維持設備、 O A

機器そしてワークステー ション家具とを、オフィスワーカ一個

人個人の置かれた状況に応じて、フレキシブルにひとつの安定

した環境に組み立てる上での高性能ツールを意味している 。 こ

れは決して S F 的なイメー ジどまりのものではなく、このパー

ソナルなレベルまで整備されてょっゃくオフィス空間の主役は

人間に戻るのではないかとさえ考えられる要素である 。

具体的なイメージは、病院における生命維持装置ノ マネル、研

究所におけるA . I 環境維持ロボ ッ ト、そのほかテレコンファレ

ンス多機能デスク、船舶キャビンの多機能壁、航空機の多機能

写真 一 4 生 命維持装置 『病問 よリ



サービスカプセルなどがあげられる 。

これはオフィスビルとしての付加価値を高める効果を持つ反

面、解決すべき課題も多いものである 。大きな問題点として、

採算性が取りにくい点と、 O A機器 ・家具とビルエンジニアリ

ングとの技術革新のテンポが符合しにくい点などがあげ.られる 。

しかしながら、 O A機器はいずれ小型 ・薄型になり、やがて水

平の面になることは確実で、このような複合的なニーズが高ま

れば生産コストの低下を見ることができ、家具 ・設備 ・建築と

の複合化は決して遠くはないと考えられる 。むしろ、時代のニ

ーズは 、このような業際領域における研究 ・開発と再編成とい

う困難な課題に突き進み克服することを求めていると 言 えよう 。

(7) フレキシビリティー

新しいオフィス空間をさぐる上で非常に現実面としてむずか

しい課題が、この「フレキシビリティー」という要素概念であ

る。 100 % フレキシブルに対応できるオフィスビルを建てるこ

とは不可能と言 って良いだろう 。 ビル計画から建設 ・完工まで、

中規模のものでも 2 - 3 年の時間を要し、その問、機採類 ( 0 A 、

各種設備 ) の革新は進み、これに応じてユーザーのニーズも微

妙に変化していく 。 また、あらゆる面でフレキシブルにするの

には、初期投資と賃貸料 ・維持経費とのバランスシートの上で

の見極めが必要で、、この時点で 100 % のフレキシビリティーは、

相当量削られることをわれわれはたびたび経験している 。

この問題を、視点をかえて改めて建築 ・設備の価値観を編成

し直したのが 、「ライフサイクルコスト」という概念である 。 こ

れは建物の完成から取り壊しまでの50- 60年の期間をライフサ

イクルという概念でとらえ、このサイクルの中で、寿命の短い

ものをたとえば 5 - 1 0年単位ごとに取り換えやすい骨格にして

おいて、これをベースにしてフレキシビリティーの展開を果た

すわけである 。 これは具体的には、償却期聞がくると容易に更

新のできるシステムを設備サイドと建物骨格サイドに組み込ん

でおく例のほかに、外壁ノ マネル側にそわして主たる設備配管 ・

ダクト、各種機穏を配置し、ゴ ン ドラ等による更新を図る例の

ほか、先述したスペースインターメディア等の高性能の環境維

持装置内に更新性を持たせて、も っぱらこれの交換により、建

物本体の革新を果たしていくなどの例があげられる 。

(8)スペースデザイン

これまでは、効率良いオフィス空間即大部屋無柱空間とされ

ていたが、時代のニーズはつぎの一手として 、これにノ 守一ソナ

ルなレベルでの快適性を満たした上での創造的ワークにふさわ

しい環境を求めるレベルにな ってきている 。先述したスペース

インターメティアは、より パーソナルな操作性の高い環境維持

系のツールとして、必ずこれからのオフィス杢聞に登場してく

写真一 5 香港上海銀行 r. +  UJ ょ。

るものである 。 そしてこの時に必要な視座が、オフィスワーカ

ーの生活リズムと生活ノ マターンに 適度な緊張と開放との快適

な抑揚を提供し得るトータルな室内環境デザインであり、これ

はまさに 「スペースデザイン j の視座であると 言 える 。

もちろん、オフィス空間の快適性追求は、単に基準オフィス

フロアーの執務ス ペースのアメニティーだけを 言 うのではない 。

廊下、階段、エレベータ一、 wc のトイレブース、湯沸室、役

員ゾーン、管理職デスク廻り、社員食堂、軽運動スペース、黙

想室、ディシジョンルーム、小会議室、更衣室、受付カウンタ

ーなど、オフィスワーカーの一日の生活サイクル、ライフサイ

クルの中の空間において、いかに広範に豊かに快適性を享受し

持続できるかをトータルなスペースデザインの中で分析し具体

イじする必要があるわけである 。

成熟したオフィス空間をめざ、して

オフィス空間が、 Shel l とInterior という 2 つの社会的ニーズ

の潮流にいまや襲われつつあることは冒頭に指摘した 。

いまの時代は、ビルの高機能化を支える Shel l Pl anni ng 面と、

よりヒューマ ンかつクリエイティヴな室内環境をトータルに創

出していく Interior Space Design 面との、新たな総合化と再

編成とにより、技術的にも文化的にもこれまでにない成熟した

オフィス環境をつくり出せるレベルに達していると 言 える 。

冒頭にあげたオフィスビルの基本理念とともに、ここに列挙

した 8 つの要素概念の具体的な細分機能をさらに追求していく

と、そこにいわば究極的なオフ ィス空間のイメージが、かなり

明瞭な姿で現れてくる 。そしてそこにはこれまでにない新たな

空間テザインの発想と展開手法、さらに、高機能化面、材料面

の新しい応用技術の開発の発見と、社会への大きな泣元ができ

る基盤要素の発掘につながる飛躍とがわれわれを待ち受けてい

る。
( よさの ひさし 株式会社日 建設計大阪本社 設計主管)
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新しいオフィス空間の構成

総論.2

テ ナ ン ト に 望 ま れ る オ フ ィ ス 空 間

ー デベロ ッノマー の最 近 の オ フ ィ ス ビ ル 対 応-

J  11 野

企 業 の 求め る 営 業 拠 点

わが国経済社会において、都市機能 ・構造の向上と、経済社

会の発展とは相互関係にあり、者I1市の機能 ・構造を形成する中

にあって、オフィスビルがはたす役割もまた多大なものがある 。

そして、オフィスビルでの業務は経済発展に伴い高度に変化し、

その都度、オフィスビルの設備機能、管理形態についてテナン

トより的確に対応できるよう要求されてきた 。

こうした中にあって、企業が営業の拠点としてオフィスビル

( 事務所) を検討するに際し、その企業の業務、規模、営業目

的、内容等に基づき、オフィスの立地条件、経済条件、ビルの

設備機能、管理形態およびビル内の環境等を中心として、企業

の目的にあったオフィス空間が決められてきた 。

. 立地条件

・オフィスビルの周固め環境

. 交通機関

・建物の規模( 企業イメージ )

. 経済条件

・ビルの賃貸借条件

・営業後のランニングコスト

・ヒルの設備機能

- 屯気設備一現状および将来の O A機器、コンビュータ設備の

地設への対応

・空調設備システムで、テナントの使用部分に合 った効率的設

備 ( 例別空調方式、省エネ等 )

・その他設備についても、効率的な設備システム

. ビルの管理機能 ・形態

・ビルの各設備の運転 ・管理状態

・ビルの保安 ・笹備等のガードシステム ( ビルの使用時間 )

・オフィス内および共用部分 ・施設の環境整備と管理、並びに

建物・諸設備の維持保全による安全 ・快適性等
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進

24時間稼動へーオフィス空間は変わる

テナントにおけるオフィス業務もまた、高度情報化時代に対

応するため通信機器、 O A機器、コンビュータ等の導入による

オフィスオートメーション化を図るとともに、オフィスビルの

機能についても 24時間通信 ・情報処理機能が要求されるように

なってきた 。

ビルのインテリジェン卜化

テナントのオフィスオートメーション化を促進するためには、

オフィスビルの設備機能、管理システムについても O A機然、

コンビュータ設備等の導入により、ビルデイングオートメーシ

ョンを図り、対応することが必要とな ってきた 。

テナン卜がオフィスのビルに要求する機能および施設は、

(1) 通信機能一一デジタル交換機、光ファイパ一、衛星通信等の

地設によるビル聞の情報通信機能

(2) 情報処理機能一一ビル内で構築された L A Nによ って、多種

多様な O A機器をネ ッ トワーク化し、高度な情報支援、情報管

理、情報処理機能を有し、これらの機能をオフィスオートメー

ション化する設備機能( 表 1 )  

(3) 通信 ・情報処理機能を運用維持するため、オフィスピルの設

備機能、管理システムなどを高度なレベルでコントロールする

ための、コンビュー夕、 O A機器等の導入によるビルデイング

オートメーション化された施設

であり、これらの機能を持つオフィスビルとして「インテリジ

エントビル」の開発が行われた 。

「インテリジェントビ j レ」は、 1983年 7 月に米国テクノロジ

一社が|刻発し建設した「シティプレイス」ビルが第一号と言わ

れ、わが国においても、以後手千万 l却により調査 ・研究が行われ、

すでに 「インテリジェントヒノレ」の建設が行われるとともに、

既存ビルについても「インテリジェント化」への改良が行われ

ている 。( 表 2 、 3 )  



表 1 イ ン テ リ ジ ェ ン ト ビ ル に お け る サ ー ビ ス の 種 類

l):l 目 概 要 内

n廿，.  

目 的

Jム本的な通信機器( デ ①共用交像機による 通信コスト、通信設

通 IEl

イジタノレ，'R子交換機、 HIJ 1i F  A  X  備への投資の低減

サービス

L A N等) と通信路を ②データ一通信サー

報

用1まして行うもの ( 0 ピス

A化対応、ビノi 4) 形態)

通IE! 

O Aセンター設備 ( 0 ①1 l I 子メール処理 作業時間の短縮

共用 O A

A 、C P Uファイリン ②共用ファイリング 省スペース、行力化

サ
サービス

グ裳誼等) とノマッケー ③スケジューノレ管理 質の向上

ジソフトを用意して白 ④予約サービス

ピ 由に使ってもらうもの

ス
テナントの要求に合わ ①勤怠管理I! 業務改普

高度O A せて応用ソフトウェア ②給与計算 質の向上

サービス を作成してサービスす ③経理処理 省力化

るもの ④ iE庫管理

場所、機器、人を貸し ① O A機総( パソコン、 O A化の容易性

ア

レンタ J レ

出してサービスするも ワープロ) の貸し出し 省力化

ナ σ〉 ② 電 子1. 1会議室 利便性

‘  /  
サービス

③セクレタリサーピ

ト

ス( . f . 1( . 、占代行)

支

iJ.l 業務消負 オフィスにおける作成 ①ワープロ入力消負 作業時111] の有効活用

サ
サービス 業務の代行を行うもの ②プログラム作成消負 利便性

ビ

澗主指場

オフィスにおけ一る O A ① O A化コンサ J レ7 O A化推進の谷易性

ス 化の手助けを行うもの イング 適E在住

サーピス

② O A トレーニング

表 2 イ ン テ リ ジ エ ン ト ピ ル に お け る ビ ル 設 備 管 理
三菱' i l t 搬側資料より

インアリジェント化への

従米システム 解 決 策

袋 J止，(

1  }j 血設利用者の業務に 手IJJTJ 者が設1AIi ' i ' 1' 息!へi!主総 - 利用スケジ ュールに合

合わせた設備運用 一一+ 手紙きがl : t i担1: で、人 わせた設備管理

- 利用スケジ ュールに合 手を裂す - 自由に利用スケジュー

わせた空調、照明 l レを変更できる設備管理

- 残業時の時間延長サー

ピス

2  快適な環境の確保 Ｑ 品 ｪ 夏、温度をそれぞれ ＱＱｾ - ディジタ J レ万式による

Ｍ 体感 ｩｾ 度、作業内容に 立に制御 空調 ・換気制御 ( D D C  

合わせた室内環境の維保 アナグロ! l nJ 御万式のため 方式)

きめ細かな制御が凶雌 - 快適度( 温 ｩｾｊＮ 交の組

み合わせ) を街僚とした

空調ilnl 御

Ｍ 作業内容、 ｬｉ ｾｩ 衣、外公

条件に合わせた環境条件

設定

3  設備逆転の無駄を省 大きな区間i'nl りでの設備 - 細かな区画制りでの設

<  ( 行エネ J レギー) :a思! 制ii 運転管理

- 施設の利用スケジュー

j レに合わせたきめ細かな

設備管理

4  資金管理の公平化 共用設備Ｈｾ［ｊＱ ＺＱ 機、共用 - 設備手IJ J'!J II寺!日I ( サーピ

- 設備不IJ J' !Jの手IJ 便性提供 部分照明) の利用状況の スH寺Il J I ) を f巴ihl した公平

に{ ' ドい、受五在者負i I i . の原 正確な犯Jhl が困維なため な課金1[ ; : ・耳目!

I! IJ に従 った公平な課金が 面縦割設i金

生l ! ' ] <される

5  1，)車ii[ t' 1の高い監税ilnJ 中央 C P Uデータ伝送の - 分散処思Ui 式の i :fi用

御システム 自主防11寺には全機能が停止 - 中央 C P Uが{ 亭止して

.  0 / ステム故防時の対策 もあらかじめ設定された

カ匂千J .)J であること スケジュー ｊ レに従い ＱＩ 重 ｾｊ

運転が継続される( 紋l培

時対策が容易)

6  ，批判i J の維持、包・理レ 設備の民税・制御を主体 - メインァナンスマネジ

ベルの I向上 としたシステムは、大宮1¥ メント機能の充実

• A主JUI 点検、予防保全の 分てψ、検、保全業務への - 運転時| 湖、! frl J 作回復の

充' A 自己I.&. が欠けていた 正維なfl'1t):

- ii 主IAil の係動広i肢の正雌 - 保守、点検、支級機能

な十巴w 充実

7  セキュリティｾＺ理の 守'1: ' I i 、ガードマンによる - 音11屋単位、ゾーン単位

充ｾ ピJ レ1j1{立でのセキュリテ でのセキュリティ包' l l I !

• tN報セキュリティの肉 ィ対策 - 出入口ドアのコントロ

j定化への要求 一-)レ

• f l 入監悦

表 3 イ ン テ リ ジ エ ン ト ビ ル の 建 設 計 画 と 状 況 ｩｊｬｾ古町実態調先

59年以前 60 年 61 年 62 年 63年以降 目十

京京都. c. 、

8  6  7  2  5  28 

( 千代田、中央、港、新宿、渋谷区)

東京都内

l  l  l  3  

( 上記 5 区を除< l

その他首都圏

3  2  3  1  10 

(東京、神奈川、情玉、千楽)

大阪府内 2  4  3  9  

名古屋市内 l  l  2  1  5  

その他 1  2  3  2  8  

3十 13 14 20 10 6  63 

O A化 と オ フ ィ ス 室 内 環 境 の 改 善

一 方 、 オ フ ィ ス へ の 通 信 機 器 、 O A機 器 等 の 導 入 に よ る オ フ

ィ ス オ ー ト メ ー シ ョ ン 化 が 進 む に つ れ ( 図 1 ) 、 オ フ ィ ス 内 環 境

( 視 環 境 、 騒 音 、 空 調 等 ) の 悪 化 が 進 み 、 こ れ に 対 す る 改 善 が

必 要 と な っ て き た 。

(1) 視 環 境 一 一 ー O A機 器 の 操 作 に 伴 う 自 の 疲 れ 、 視 力 低 下 へ の 対

応

(2) 騒 音 一 一 O A機 探 に 付 ー 属 す る プ リ ン タ ー よ り 生 じ る 音 、 キ ー

ボ ー ド を 叩 〈 音 等 の 対 策

(3) 空 調 O A機 若 手 等 よ り 発 す る 熱 や 騒 音 対 策 の た め 、 室 内 間

仕 切 等 を 行 う こ と に よ る 空 気 の 流 れ の 悪 化 、 そ れ に 付 随 す る 温

度 、 湿 度 等 空 調 へ の 対 応

こ れ ら の オ フ ィ ス 内 環 境 に つ い て は 、 す で に ビ ル 関 連 諸 法 に

よ り オ フ ィ ス 内 環 境 基 準 が 設 定 さ れ て い る が 、 O A化 が 進 む に

つ れ 、 さ ら に オ フ ィ ス 内 で 働 〈 人 々 の 安 全 、 健 康 、 能 率 と と も

に 、 快 適 性 の あ る 空 間 が 望 ま れ る よ う に な っ た 。

73. 0 

相星 器

今 後 の 見 通 し ( % )

50 40 30 20 10 
1. J 馴する 1 ＲＮｾ 脚街寺 Ｑ Ｓ 減少する

2.5台 [ 1.1.凡用コンピュ タ 25.7 71. 4  
i  
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:11; 3 . 1マ ソ コ ン 85. 2 13.0 
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2.0 10 電 子 交 換 機 62.2 37.8 

31. 9  I 1. P  P  C( 静電複写) 46. 5 51. 6  

1.0 12 ローカル4 リアヰγ トワ-' } 83. 0 17.0 

0.1 13 電子会議シスァム 68.4 31. 6  

0.2 14 電子メ ルシスァム 78. 9 21. 0  

0.2 15 社内ヒ' テコf7' " クス 63.2 36.8 

1. 2  16. v  A  N  76. 9 23.1 

( 除外) 17 そ σ〉 他 50. 0 目。
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図 1 O A機 器 の 利 用 台 数 と 今 後 の 見 通 し ( 60年度)

ｈ 本オフィスオートノーション協会 ｛ＧＸＶ ＺＱＧフィス才一トノーシヨノ実態調世鰍 ｾＡ［ＧｩＡｽ J  

デ ベ ロ ッ パー の ニ ュ ー メ デ ィ ア 、

O A対応、 の 考 え方

デ ベ ロ y パ ー に お け る ニ ュ ー メ デ ィ ア 、 O A化 へ の 対 応 に つ
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い て は 、 昭 和59年 と 昭 和61年 の 調 査 お よ び 新 築 ビ ル ・既 存 ビ ル

の 設 備 等 の 内 容 を も と に し て 考 え て み た い 。

昭 和59年 1 月 の オ フ ィ ス ビ ル の O A化に対する調査では、 表

4 の通り 、新 規 に 建 設 す る ビ ル に つ い て は O A化対応、ビルとす

る 、 お よ び 既 存 ビ ル に つ い て も で き る だ け O A化 を 図 る と 回 答

し た 企 業 が34.4 % ( 319 社) となっており、 O Aに 対 応 す る 場

合の設備の種類としては、 O A機 器 の 導 入 に 必 要 な 配 線 の 確 保 、

大 型 コ ン ピ ュ ー タ ー 設 置 可 能 な フ ロ ア ー の 整 備 、 光 フ ァ イ パ ー

敷 設 に よ る L A Nの 実 現 と な っ て い る 。 O A対応については、

東 京 、 大 阪 に お け る デ ベ ロ ツ パー に 積 極 的 な 姿 勢 が 見 ら れ た 。

昭 和61年 6 月 の イ ン テ リ ジ ェ ン ト ビ ル に 関 す る 調 査 に よ る と 、

高 度 情 報 通 信 機 器 の 増 大 に よ り 既 存 ビ ル の オ フ ィ ス で は 将 来 対

応 で き な い と 答 え た 企 業 が68.1% (325 社 ) で 、 そ の 企 業 の 対

策 と し て 、 移 転 も し く は 建 て 替 え た い と 答 え て い る 。

こ の 調 査 よ り 、 高 度 情 報 化 が 進 む に 伴 い 、 オ フ ィ ス ビ ル に お

いては急速にニューメディア、 O A機 器 の 導 入 に よ る イ ン テ リ

ジ ェ ン ト 化 が 促 進 さ れ る と と も に 、 デ ベ ロ ッ パ ー に お い て も 、

オ フ ィ ス ビ ル の イ ン テ リ ジ ェ ン ト 化 へ の 意 識 向 上 が 図 ら れ て き

た。 デベロ ッパーのニューメディア、 O A対応を考える場合、

表 4 オフィスビルの O A化に対する鯛査 ( 59年 1 月)

1  0  A の進展についてどのような対応を巧えていますか。

①新規に怨設するピノレについては O A対応のピルにする

②既存ピルについてもできるだけ O A化を図る

③ O A化について周囲のピルの動向を見て検討する

④今のと ころ対応する 54はない

⑤ 街、回答

18. 9% 

15.5 %  

23.5 % 

29. 7%  

12.4%  

II 対応するとすればよ. ) ，体的にどのような設備の線用を考えていますか。

①大型コンビューター設置可能なフロアーの1別府 15. 9%  

② O A機総の場入に必婆な配線、ス ペースの縦保 46. 2%  

③オフィス周 C A T V (有線テレビ) の実現 11. 0 %  

④光フ ァイパー敷設による L A Nの実現 10.2 % 

⑤ 無回答、ほか 51. 8 %  

( 1 t J 日本ピルヂング協会連合会調べ. 一部抹粋

表 5 ニューメディアの種類

ゐで!
伝達媒体( 技術) ネ y トワークシステム サービスンステム

光ファイパー I NS デジタ l レ電話

ケープノレ - デジタル' ; 1L話網 ファクシミリ 通信

L  S  1  - ファクシミリ 通信網 スケ ッチホン

通信系

( デジタル交換技術) - デジタルデータ通信制 キャプテン

- ビデオテ ックスjlf1fol 縦l DDX[凶級交換

- 広併成i血f;l 制 D D Xパケ y ト交換

1街地通信 テレビ11I話

テレビ会議

CATV網 双万向CATV

情報系 第1工世代コンビュータ LAN VAN 

正5村i純日支テレビジョン

放送系 人工 ｪｾ￯ｨｬ I縞.1il紋送 高品質音声放送

テレテキスト

パ y ケ ビデオ ・ディスク
コ ー ト デ ィ ス クJ

ジ系 オーディオ ・テ・ィ スク
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新 築 ビ ル 、 既 存 ビ ル 、 規 模 、 立 地 条 件 、 用 途 等 に つ き 考 慮 し た

う え 、 オ フ ィ ス ビ ル の 建 設 に あ た り 、 つ ぎ の 機 能 を 持 つ オ フ ィ

ス ビ ル 対 応 が 行 わ れ て い る 。

(1) イ ン テ リ ジ ェ ン ト ビ j レ

( 2) 0 A 機 器 の 導 入 に よ り 、 オ フ ィ ス オ ー ト メ ー シ ョ ン 化

(3) 将 来 、 ニ ュ ー メ デ ィ ア ( 表 5 )、 O A機 器 設 置 に 対 応 で き る よ

うに 、電 気 容 量 、 配 管 等 を 設 け る と と も に 、 空 調 シ ス テ ム も そ

れに対応、できるように設置

(4) ビ ル の 管 理 シ ス テ ム 、 設 備 機 能 に お い て 、 コ ン ビ ュ ー 夕 、 O

A 機 器 に よ る ビ ル オ ー ト メ ー シ ョ ン 化 さ れ た ビ ル

こ の ょ っ に ビ ル 建 設 に あ た っ て は 、 ビ ル の 立 地 ・規 模 、 周 囲

の ビ ル 環 境 等 に よ っ て テ ナ ン 卜 の 獲 得 の た め ビ ル に 特 徴 を 持 た

せ る と と も に 、 テ ナ ン ト の ニ ー ズ に 対 応 で き る ビ ル 設 備 機 能 を

設 置 す る な ど が 行 わ れ て い る 。 ま た 既 存 ビ ル に あ っ て は 、 新 築

ビ ル の イ ン テ リ ジ ェ ン ト 化 促 進 へ の 対 応 と と も に 、 テ ナ ン ト の

オ フ ィ ス 業 務 の 国 際 化 、 高 度 情 報 化 の ニ ー ズ に 答 え る た め 、 オ

フ ィ ス ビ ル の 設 備 ・管 理 機 能 に つ き 、 つ ぎ の よ う な 改 良 ・改 善

が行われてきた。

(1) 光 フ ァ イ パ ー の 敷 設 等 に よ る 通 信 ・情 報 処 理 機 能 の 付 加

(2) 新 型 ビ ル 電 話 の 導 入 に よ る 通 信 ・情 報 処 理 機 能 の 付 加

(3) テ ナ ン ト の O A機 器 、 コ ン ビ ュ ー タ 導 入 に 伴 う 電 気 ・空 調 設

備 の 改 良 、 変 更 お よ び 省 エ ネ 対 応

(4) ピ ル 管 理 シ ス テ ム の 改 善 、 変 更 ( 機 械 警 備 シ ス テ ム 、 遠 隔 監

干見システムほか)

表 6 年代別・規模別分類ピル数( 全国)

3干m'未満
3干m' - 5干m' - l 万m' - 2万nず~

5万m' 以上 3↑  
5千m' 未満 17im' 未満 2万耐未満 5万m' 未満

昭和20年以前 23 12 19 17 ] ]  
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昭和21年一35年 76 29 63 39 26 12 245 

昭和36年- 4 0年 ]] 9  63 108 77 55 17 439 

昭和41年- 4 5年 104 53 94 71 45 23 390 

昭和46年- 5 0年 165 100 162 116 49 24 616  

昭和51年以後 143  82 104 79 62 20 490 

60 年 度 15 15 14 7  5  1  57 

2十 645 354 564 406 253 98 2 ，320 

( 1 t J 日みピルヂング協会迎合会ピル実態調伐のまとめ 61年 度

こ の よ う に 、 経 済 の 国 際 化 、 高 度 情 報 化 に 対 応 す る た め に 、

新 築 ビ ル お よ び 大 規 棋 ビ ル を 中 心 に イ ン テ リ ジ ェ ン ト 化 が 進 め

ら れ て い る が 、 一 方 、 わ が 国 の ビ ル 全 体 の 状 況 を 見 た 場 合 、 表

6 で も 判 る よ う に 中 小 規 棋 の ビ ル が 多 〈 、 新 築 ビ ル お よ び 大 規

模 ビ ル の イ ン テ リ ジ ェ ン ト 化 の 促 進 と と も に 、 中 小 規 脱 ピ ル の

設 備 機 能 の 向 上 を 図 る こ と が 必 要 で あ り 、 通 信 ・情 報 処 理 機 能

の 設 置 に あ た っ て は 、 共 同 開 発 、 共 同 利 用 お よ び 地 域 ま た は ブ

ロ ック 別 の 設 置 に よ る イ ン テ リ ジ ェ ン ト 化 が 望 ま れ る 。

( カわのすすむ 東洋不動産株式会社 1  

ビル 一 事業部ビ ｊ レギ業課課長持営業企画音 ｉｉｗｉｔｈ ， ｊ ｾ 業室課長Ｏ



新しいオフィス空間の構成

各論 1

新しいオフィス空間に求められる機能とｾ型車

新しいオフィス環境へ

ー オフィス家具 メーカーからの提案一

堤 幸 男/ A島 原 恵 ニ

ここ数年来の O A化の進展とともに、オフィスをとりまく環境、

そしてオフィスそのものが大きく変化しつつある 。

ここでは、オフィス家具メーカーから見ての、求められるオフ ィ

ス空間を論ずることとしたい。

1  . オフィスの現状と機能および問題点

日本における総オフィススペースは 2 億 5000万川、オフィス人口

約 2600万人 ( 全就業人口の45%) 、 オフィスワーカー 1 人当たり面

積 8 .8 m'  ( 通産省生活産業局日用品諜調) とされるが、日本のオフ

ィスを一言 で表現するのはきわめて難しいことを承知してあえて 言

えば、オフィスそのものの狭隠と、 O A化の障害としての環境の劣

化を特徴としてあげることができょう 。

オフィスの狭隆に関しては、諸外国と比較しての絶対的なスペー

ス不足もさることながら、オフィスにおけるシステムの遅れがあげ

られる 。すなわち、企業経営の最大ツールとしてのオフィスの研究

不足から、各種情報媒体管理システム、レコードマネジメ ン トシス

テム、什器備品選定基準等が立ち遅れ、オフィスをハードコピーほ

か情報の洪水にさせ、またパラパラな備品を導入し、狭いオフィス

を一層雑然、とさせている 。世間に名を知られた優良企業であ っても、

訪問しオフィスを拝見するとイメージをダウンさせられる所が多い

のも事実である 。

近年、これら狭阪の上に、 O A化進展によりオフィス環境が一段

と劣化していると推測される 。各種 O A機器の導入は、確実にオフ

ィススペースを侵食するとともに、ケーブルコード類の地加・プリ

ンターの騒音 ・機器類よりの発熱等々問題点を拡大させている 。 も

ちろん、機器類のオペレーションによる V D T障害等、オフィスワ

ーカーに対する問題が深刻化しているのもご存知の通りである 。 こ

こではオフィスの狭硲 ・O A化による環境の劣化 について多くは言

及しないが、これらの問題点の改善と解決について世に広〈啓蒙し、

個別企業単位に提案提言するのはわれわれオフィス家具メーカーの

使命であると、自負している次第である 。

*  

きて、オフィスの現状は以上の通りであるが、ひるがえ ってオフ

ィスの機能を考察することとする 。

オフィスのあるべき機能については多くの識者が論じておられる

通りており、簡潔に表現すれば、 ホオフィス生産性の向上(事務効率

化の追求)。 と*オフィス環境の改善 ( オフィス空間の快適性追求) 。

の 2 点が求められる 。換言すれば、オフィスを企業の側からとらえ

た見方とオフィスを個人の伺IJ から見た見方であり、オフィスの機能

はこの二面より分析されるべきであると言えよう 。

従来のオフィス研究にあ っては 、企業運営効率を追求するあまり、

企業の立場に立 つてのオフィス機能が分析されたが、近年、古典的
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意味すなわち企業経営ツールとしての従業員でなく、其の人間性尊

重の観点からオフィスワーカーが論じられ、個人の生活空間として

のオフィスが論じられるのは喜ばしい| 浪りである 。ただし、前段で

も述べた通り、現時点では住空間 ・生活空間としてのオフィスに対

する配慮は大きく立ち遅れており、今後この面からの機能 U Pに取

り締む必要が大であることを強調したい。

オフィス機能に関連し 、最近のプランニングケースを通じ、特徴

的に言える点がある 。それはオフィス改善またはリフォームの直接

的理由として、オフィスを企業の独自性表現の場 ( すなわち C 1  

コーポレイトアイデンティティとしての視点よりのオフィス) とし

てとらえる企業と、リクルート( 人事採用) 上の理由をあげる企業

が地えていることである 。 とくに、中小企業でノ、イテク関連会社 ・

ファ ッションデザイン関連会社にこのような所が多いようである 。

オフィスの機能も単なる情報処理の場でなく、日本経済全般の成熟

化とともに、多様化しつつあると言えよう 。

*  

つぎに、オフィスについてのプランニング ・プレゼンテーション

を行うわれわれの立場より見て、問題と恩われる点を述べてみたい。

ここでは大きくつぎの 2 点をあげたい。

ひとつは、オフィスの不確実性と不定性である 。オフィスの業種

業118: は千差万別であり、規模とスペースはまちまちであり、そこで

処理されている情報システムに至 っては多種多様で分類区分不能で

ある 。 このため、オフィスについての統ーしたシステム ・ルールを

確立するのが実に難しく、オフィスデザインを難解なものとしてい

る。 また、オフィスをとりまく社会経済環境の急変革とともに 、オ

フィスシステム化のスピード化によりオフィスデザインの陳腐化が

促進される 。 オフィスをトータルでとらえる手法がなく、問題点を

例別に対応しているとオフィスはバラバラとなり統一とれぬものと

なる 。オフィス空間を常時統ーしたデザインでまとめることは、一

見容易に見え、実に難しいことである 。

二番目の問題として 、オフィスワークの数値分析とオフィスへの

投資効果 iJIIJ 定の難易さがあげられる 。生産工場にあ っては F A化に

よる生産性向上は、ディジタル数値として容易に把握可能で、あり、

このため日本の製造分野の投資は拡大の一途である 。 これに対しオ

フィスの生産性はきわめて把催しづらく、 O A機器個々個別の改善

努IJ :W:Iま ilflJ 定できても、事務効率全体についてはとらえづらい。 さら

にオフィス環境改善の効果 isI J定はこれからの研究対象分野と 言っ て

もよく、関係識者の積極取り組みをl l J J待したい。 この面が解決され

れば、または何らかの指標が確立されれば、企業経営者のオフィス

部門への投資は急拡大すると推測されるだけに、われわれも含め、

いに研究を進めたいと考える 。

2  . ワークステーションファニチュア

この項では、新しいオフィスに求められる新しいファニチュアに

ついて与察してみたい。

O A化の進むオフィスにあ っては、従来型の、単に座れれば、物

を載せ執務できれば、媒体を収納できれば、さらに間仕切れればよ

いといつだけの家具では機能しなくなりつつある 。それぞれの業務

内容に合わせて選定された機能ア ップしたフアニチュアでなければ、

情報化オフィスの環境に対応できなくなるとともに、効率は上がら
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なくな ってきているのである 。

オフィス家具業界では、 ホワークステーションとは、オフィスワ

ーカーが効率よく仕 'j'; を遂行するために必要な機器 ・家具を装備し

た最小単位の機能空間砂と定義し、そこで必要とされる家具をワー

クステーションファニチュアと称している 。具体的に言えば、 O A

対応のデスク ・チェアであり、システム収納家具であり、ローパー

ティションである 。( 図ー 1 )  

図- 1 ワークステーション (イメージスケ y チ)

これらワークステーショ ンファニチュアに共通する条件として、

つぎの点をあ Lずることカずで、きる 。

(1) オフィスワーカーを十分に配慮した家具であること ー ーすな

わち、エルゴノミクスの観点に立ち、健康管理に配慮、し、人間工学

的に設計されている必要がある 。

(2)  各種 O A機器に対応でき得る家具であること一一 O A機器を

効率よく搭載し操作し得るとともに、各種のケーフールコード類を収

納し、アース処理等安全性も配慮されていること 。 また O Aの情報

媒体に対しても柔軟に対応 ( 収納 ・保管 ・検索) できる必要がある 。

(3)  フレキシブルな家具であること 一一業種業務の多様さに対応

できることと、将米にむけてのオフ ィスの変化に対応できる システ

ム化 ・モテe ユール化された家具である必要がある 。

(4) 快適作業空間を構成し得る家具であること一一適度のプライ

パシーを硲保しながら円前なコミュニケーションを確保でき、オフ

ィスZ51境を美的に構成てゆき得る必要がある 。

*  

つぎにワークステーショ ンフアニチュア個々個別の要素について、

簡単にふれてみることとする 。

(1) 0  A デスク

単なるペーパーワークでなく、 V D T オベレート等の搭，1或・操作

を主目的とするものであるが、それだけにワイヤリ ング配線処理と

アース処理は必須機能であると 言えよう 。今後、事務用デスク ・O

A デスクの統合化が進むと忠、われる 。

(2)  0  A チェア

明確なる定義はないが、エルゴノミクス思想、に基つ弓設計され( す

なわち人体にフィ ッティ ング し、可動でき ) 、 高さ調まきをワ ンタッ

チでできる機能は求められる 。労働省等々のガイドラインても、こ

れについての規定がされている 。



(3)  システム収納キャビネット

OA機器に必要とされる各種媒体の収納保管機能とともに、関連

什署長との調和 ・システム化されたモデュールである必要がある 。

(4)  ローパーティション

プライパシーを確保するとともに環境全体を機能区分するが、ワ

イヤリング等配線機能が必要とされる 。 また騒音防止等のほか、ラ

イテインク' や小物類をパネルに付属させるなど、付加的機能が配慮

されているべきである 。

*  

以上、ワークステーションファニチュアについてふれてきたが、

新しいオフィス空間には、それに見合った機能的家具が必要とされ

つつある。オフィス家具は、必ずしも重装備である必要はないが、

情報システムに合致した品質 ・機能と、デザインクオリティに優れ

たものを供給してゆくべきであろうと考える次第である 。

3  . オフィス環境設計の条件

新しいオフィスでの業務遂行に必要なワークステーション家具に

ついては、前項で説明した通りであるが、しかし、家具だけですべ

てを解決できることではない。 とくに、 OA化の普及に伴 って、オ

フィスでは新たな課題をかかえている 。 この新たな課題に対応した

環境が艶備されてこそ、労働衛生の改善もはかれると言える 。

労働省の V O T 作業のガイドラインにおいては、環境管理として

照明、採光について述べており、さらに騒音、配線、空調など全般

的な環境条件についての整備が重要と言える 。

(1)  視環境計画

V O T との対話作業が多くなり、従来のペーパーワークと比べ、

視覚にとって異変が起きている 。 これは、眼の疲労につながるため、

周辺の色彩と視距離をコントロールすることが必要であると 言える 。

そこで前記パネルで V O T 作業スペースを囲むことで、つぎの効果

が期待される 。

① V O T 作業の補色残像現象をなくす。

②ディスプレイ ・キーボード. i ' } 類・景観の視距離を均等にし、焦

点調節のギャ ップを小さくする。

ただ、作業問の休憩のときは、アイレスポイントと呼ばれる祝距

離 3 mあたりの遠くを見ることが、水品体の厚みを調節する筋肉の

緊張をとり、 H艮の休息にょいと言われている 。

(2)  照明環境計画

これまでのオフィスでは余り関心を示きれなか った照明は、 OA

化オフィスへの転換とともに、その重要性が認識されてきている 。

それは、照明が V O T 作業での眼の健康に関わりが深いからである 。

労働省の環境管理に関するガイドライ ンでは、

・室内はできるだけ明暗の対照が少ないこと 。

- まぶしさを生じさせないようにすること 。

・画面、キーボード、書類の明るさと周囲の明るさの差を小さ くす

ること 。

・目安として、デスク上の照度は 300- 1 ，OOOl x であり、画面の照度

は 5001x 以下とする 。

となっている 。

具体的な方法としては、全体照明として天井に下函ルーパー付き

埋め込み器具を使うことが一般的とな ってきた。 さらに、アンビエ

図 - 2  アンビエントライト

ンリンダー( ポ リカーポ ネイト製 ) 3  蛍光管

7 ィJ レターノマターン 4  . ソケ y ト

図- 3 エクリプス

ントライト ( 図 - 2 ) による間接照明は、画面へのグレアの映り込

みがなく、また、照明コストもセーブできる理想的な照明方式と言

える 。デスク面と V O T 画面の照度のコントロールとして、タスク

ライトやエクリプス ( 図ー 3 ) という方式もある 。

(3)  騒音対策計画

オフィスの騒音は、 50- 55d.B ( ホン ) に抑えることが必要でhある 。

しかしながら OA機器がオフィス内で作動することにより、 70dB程

度の騒音を発生する 。つぎの方法でこの騒音を低減させることが望

まれる 。

・パネルで騒音発生機器を仕切る 。

・プリンターを防音ボ ックスに入れる 。

・床、天井、壁には l汲音材を使用する。

. サウンドマスキ ング方式を採用する 。

(4)  配線処理計画

O A化が普及すると、電信線、電話線およびデータ線などの配線

が膨大となり、ケーブルの露出や容量不足による安全やデータ保護

の面から、大変に危険な状態となる 。そこで、配線をできるだけ床

面に露出させない工夫が必要である 。 この方法としては、

. できるだけ屯線近くに O A機総をレイアウトする 。

・建築設計の段階では、ケーフ'ルの配管容量をあらかじめ十分にと

っておく 。

・アクセスフロア方式を採用する 。

・ア ンダーカーペッ ト配線方式を採用する 。

. 天井ポール配線方式を

採用する 。

・家具内配線方式を採用

する。 ( 図 - 4 )  

など、いくつかの方式の

組み合わせて"合理的に対

処することが必要である 。 図- 4 家具内配線方式
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- 家具選定を社内規定によリ行う

・現在使用してい る家具 を使用する

・使用可能スペースを先に規定する

・クライアン卜が先行して家具選定する

作製経路 1  

作喋経路 2  

( 共用家具備品)

作喋経路 3  

( 業務関連ー適正配置)

1 または 2 の代替経路

( 特別選択経路)

図 - 5  科学的オフィス鯛査/ 分析/ 設計のプロセス

(5)  色彩計画

オフィスの色は、基本的に作業環境として快適さを持たせ、その

結果として仕事の能率を向上させる目的がある 。そのためには、配

色と調和を重視し、美しいオフィスをつくることが必要である 。こ

のためにオフィスに求められる色彩計画の条件を、つぎにまとめて

みる 。

・組織のイメージづくりを意識し、基調となるカラーを表現する 。

・単調とならず、アクセントカラーを配色する 。

・多くのカラーを採用することなく、調和のとれた少数 ( 2  - 3 色)

の配色とする 。

・美しく、落ち着きのあるカラーとする 。

- サイン計画と合わせてカラーを選択する 。

. OA機器の周辺は 、眼や精神的な疲労を軽減できるカラーを選択

する 。

(6)  空翻計画

空調に関しては、効率のよい空調設計による省エネルギーと空調

費のコストダウン、そして、 OA化による機器からの放熱に伴う熱

管理などが、最近、重要な課題とな っている 。 これらの機器がオフ

ィスに数多く設置されることにより、空調気流のフローが従来のオ

フィス空間とは異な ってきている 。 したがって、オフィスのレイア

ウトプラ ンニ ングにあたり、空調設備との関連を十分に配慮する必

要がある 。

4  . 新 し い オ フ ィ ス 空 間 設 計 へ の ア プ ロ ー チ

企業はそれぞれの組織規模や業種によ って、いろいろ個性をも っ

ており、その個性を重視し、それぞれの企業に合 ったオフィスプラ

ンニ ングが必要と 言える 。前記のオフィス空間の構成要素を活用し、

オフィス機能を最も効果的に具体化するには、経験的、直観的判断

や既成概念にとらわれることなく、どんなオフィスが求められるか

について、科学的な根拠に基づく手法が用いられてこそ、理想的な

オフィスが実現される 。

この科学的な手法とは、新しくオフ ィスビルを建築するにあた っ

て、効率化されたオフィスに必要な家具、ス ペース、環境がどのよ
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うにあるべきかを明確にし、オフ ィスビルを建築するための基本的

な条件をはじき出す、オフィスの調査・分析 ・設計の手法と 言える 。

言いかえれば、経験的につくられたオフィスビルの中にあとから家

具を配置するのではなく、あらかじめ、効率的なオフ ィスを科学的

に調査 ・分析し、その結果にもと づ いてオフィスビルを設計 ・建築

してゆくことが有効である 。

このオフ ィスの調査 ・分析・設計の手法による科学的なオフ ィス

プラ ンニングのスタートは、まず各層から必要な代表者を選び、外

部のプラ ンナーたちとプロジェクトチームをつくり、プランニング

の内容を明石在にし、スムーズな運営ができるようにすることから始

まる 。 このチームが中心とな って全員参加のプランニングを進める 。

オフィス改善の基礎データを作成するために、従業員の全員およ

び各セクションごとの代表者に対し、調査用紙への記入方式やイ ン

タビュ一方式によ って調査が行われる 。 この調査の内容は、個人と

全体の関係、家具の選択とその配置に関するデータを収集する 。

調査されたデータは、各種の手法によ って分析される 。分析結果

は、オフィスの設計に必要な個人のワークステーション ( 家具の選

択と組み合わせ) 、 最適配置をするための個人およびクーループ聞の

近接度、人間 ・情報の流れをスムーズにする動線、会議室など共用

スペースの数 ・大きさ、スペースを有効に利用するためのブロ ック

プランなとーへの置き換えが行われる 。

これらの資料にもとついて、色彩や照明などインテリア要素を加

え ( これらもそれぞれ論理的な展開が行われる ) 、 最終のオフィス

プラ ンニ ングが完成される 。この問、企業の人たちと外部のプラ ン

ナーやデザイナーとは、それぞれのプロセスにおいて共同でコ ンセ

ンサスを得ながらプラ ンニ ング作業を進めていくことが重要と 言 え

る。( 図 - 5 )  

こうして出来上がった新しいオフ ィスは、従業員全員の参加をも

とに、その企業にと って独自のコンセプ卜をも ったオフィス機能を

笑現した、新しいオフィス空間であると確信する 。

( つ つ み ゆ き お 日本金属家具工業組合 O A 研究 会1

にゅうはら けいじ 日本金属家具工業組合 O A 研 究会 /



新 し い オ フ ィ ス 空 間 の 構 成

各論 2

新しいオフ ィス空間に求められる 機能と環境

オフィスの快適環境とフレキシビリティ

ー システム総合 メーカーからの提案-

津 田

1  . 快適環境のためのフレキシビリティ

オフィスに OA化の波が押 しょせ始めた頃から、人聞の生活の場

としてのオフィス環境の重要性がl唱えられ、今、インテリジェ ン ト

ビルのコ ンセプトのーっとして、快適環境の提唱は完全に定着した

感がある 。 その提唱は 5 年先、 10年先の日本のオフィス環境を必ず

や大きく刷新していくものと恩われる 。

ここ 1 - 2 年、日本ではインテリジェ ン トビルの調査のための訪

米調査団が跡をたたないようであるが、最近は逆に欧米からの訪日

調査団も培' えてきているそつである 。そして彼らの感心したことの

一つに、日本のインテリジェントビルが「快適環境j を一つのコ ン

セプトの柱にしていることだ、 との話を 聞いた。 i今までオフィス

の環境が余りにもお粗末だった日本だからこそのコンセプトだノ J

との見方もできょうが、いずれにしても、それほどに「オフィスの

快適環境」という コンセプトが、日本において確かに根づいてきて

いると 言 えよう 。

さて、この「オフィスの快適環境」はエルゴノ ミクスを中心にい

ろいろな議論 ・提案がなされているわけであるが、私はここで 「フ

レキシビリティを考えた快適環境」という切り口をそれら提案の一

つに加えたいと思う。

組織替え等に起因するオフィスレイアウトの変更をはじめとして、

オフィスは決して固定的なものではない。常に 「変化するオフィス」

の中で、いかに「快適環境j が保てるかのフレキシビリティが、そ

れぞれのオフィス環境設計に織り込まれなければならない 。 また、

そういうフレキシビリティのある設計に応えられるだけの環境資材

を提供することが、メーカーの重要な使命にな ってきていると私は

感じるのである 。

レイアウトが変わったら、それまでの環境の快適さが失われたり、

あるいはレイアウト変更の都度、その快適性を維持するために多大

の労力や費用がかか つてはならないのである 。

2  . フ レ キ シ ビ リ テ ィ か ら 見 た オ フ ィ ス 環 境 資 材

きて、オフィスの環境を構成する要素は 、およそ 表一 1 のような

表ー 1 オフィス環境の快適性要素

天井、壁、床、什器、配線、レイアウト

音IIIjl. 騒音、光・! 照明 ・グレア、熱・ 空調・

暖房 ・換気、 臭い ・香り

色彩、見栄え、 陰影、プライ パシ一、空間の

奥行 き

寿

ものである 。

環境を構成する天井、壁、床、什器等の快適性については、本来

その本質的要素である生理的 ・心理的要素の追求から始められるべ

きものであるが、ここでは前述の「フレキシビリティ」を切り口に、

最近の新しい環境資材のいくつかを紹介する 。

2  - 1  1 モジュール化複合天井システム

図 - 1 、 2 は、最近開発された l モジュール思想、の天井システム

の例である 。( 図はいずれも 3200モジュール)

32ω 

空調吸込ロまたi珂n煙ロ

図 - 2

1 モジュ ール化復合天井

システムの柵成例(2)

誇

図 - 1

1 モジュール化復合天井

システムの梅成例(1)

この 1 モジュールの天井には、オフィスの天井に必要なあらゆる

設備が取り付けられるよつにな っている 。つまり、照明器具 ・空調

吹出口 ・スプリンクラー ・スピーカー ・各種センサ一等はもとより、

配線設備 ・パーティショ ンの取り付け等もこの l モ ジュールを核と

して行える 。

したがって、オフィスの最小区画に合わせてモジューノレ化 ( 図

2 、 3 では 3 .2 m四方) すれば、オフィスレイアウトの変更に伴う

天井設備の増設 ・位置変更等は一切不要となるし、間仕切りによ っ

て照明、空調等の配置設計が崩れることもなく、オフィスレイアウ

トの変更がそれだけ安易に行える 。 さらに、後述する照明環境制御
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システム等と併用すれば、間仕切り変更に伴う照明配線回路のやり

替え工事や壁スイ ッチの移設工事も不要となり、望ましい快適なオ

フィスレイアウトを手軽に実現できる 。

2  - 2  オプション交換型照明器具( ユニベースシリーズ)

この照明器具シリーズは、基本本体 ( 下面開放型の器具) と、そ

れに簡単に取り付けられる各種オプショ ン ( ルーパ一 、プリズム、

乳白パネル等) で構成したもので、オフィスの使用目的 ・用途に合

わせて、そのオフィスの性格に適した照明環境を手軽に作り出そう

との思想で開発された。

したがって、テナ ン トビルのょっにそのオフィスがどのような性

格のオフィスになるか判らないょっな場合、基本本体のみ設置して

おき、オフィスの性格が決ま ってからその性格に合う照明環境にす

るオプションを取り 付ける自由度の高い器具である。オプションと

しては、 O A オフィス用の V D T 画面への映り込み防止用の O Aル

ーパ一、会議室とか役員室用のプリズムパネル、応接室などに柔ら

かい雰囲気 をつくる乳白 パネル等、それぞれの用途に最適なものが

選べるようにな っている 。( 図 - 3 )  

したがって、オフィスのレイアウトが変わ ってそれまでは会議室

基本灯具

オプシ ョンパーツ ①コン 7 方ートルーパ付反射板

②乳白パネル

③プリズムパネル

@ 枠付乳白パネル

⑤枠付プ リズムパネル

⑥粋付 J レーパ

⑦枠付化粧ア クリ ルパネル

③ 枠付化粧7 7 リJ い 句、 J レ

図 - 3  オプション交換型照明器具( ユニベースシリーズ) の構成

図- 4 移動可能な照明システム( トロッコシステム) の構成
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であった場所が応接室にな ったり、 O A ワー クステーションになっ

たりしても、オプショ ンの取り替えだけでその場に ふさわしい照明

環境が手軽に実現できる柔軟性を有している 。

2  - 3  移動可能な照明システム( トロ ッコシステム)

この照明システムは、複合天井システムの天井面に組み込まれた

ダクトに沿って、照明器具を取り外すことなく、位置を移動させた

り方向を変えたりすることができるシステムである 。( 図ー 4 )  

オフィスのレイアウト変更に合わせて 、手軽に照明の位置、方向

を合わせられる柔軟性を持たせた照明システムである 。

2  - 4  無方向性照明器具

従来の一般的な照明器具は、幅約 300 mmて。長きが約 1300酬の40W

蛍光灯器具か、約2500mmの 110 W蛍光灯器具で、いずれにしても細

長い長方形がほとんどであ った。 この場合、タテ方向とヨコ方向と

では照明状態 ( 配光) が異なるし、また天井面の見え方にも方向性

があ って、オフィスのレイアウト時、オフィスの環境に微妙な雰囲

気の差異が生じる 。つまり、オフィスワ ーカーの座る机の向きによ

っては照明器具のグレアを強〈感じたり、あるいは微妙な心理的影

響を与える 。 このためオフィスレイアウトあるいはその変更に際し、

ー穫の制約を与えていた。

これに対し、最近そういう制約から解放されるべく無方向性の照

明器具が開発された 。 タテヨコ対称な照明器具である 。 たとえば前

掲の図ー l のように直管蛍光灯を口の字形に組ん だ ものがそれであ

る。 これによ って、オフ ィスのレイアウトを決めるとき、あるいは

レイアウトを変えるとき天井照明のことを気にせず行える 。言い換

えるなら、レイアウトが変わ っても快適照明状態は維持される 。

なお、図 - 1 のように F L 4 0 Wを口の字形に組むと 、器具全体が

大型化 してしまうし、かと 言 って F L 20Wでは照度不足になるとい

った問題を解消する新しい小型高照度の無方向性照明器具も開発さ

れている 。図ー 5 がそれであり、ツイン蛍光ランプ (図 - 6 ) を口

の字形に配したタテヨコ約 640mm弱のサイズで F L 40W 4 灯の明る

さを実現している 。 したがって、 640 mmモジューノレなどのグリ ッ ド

形システム天井にも取り付けることができ 、シス テム天井のフレキ

シビリテ ィをさらに高め得る 。

[4  ロ

ロ

マ

堕

距

士

、

v

h

h

。
-

R

【

主里込穴寸法 639X639 埋込高さ 150

※ ダウンライトの鹿込高きは、単体取

付に 対 し22mm高〈 なる. ボルト間隔400

図- 5 ツイン 1蛍光ランプ応用のコンパクトな無方向性照明器具の例

3 6 Wツ イ ン 1 蛍光ラ ン

プは、 4 0 W直 管蛍光ラ

ンプに 比べ 、長 さ約 1/ 3

(410mm)、ほぽ同程度

の明るさ (2900.em)を発

嫁する 。

図- 6 ツイン蛍光ランプ

2  - 5  照明環境制御システム ( ME C S - L )

オフィスの天井! 照明は、一般的には予め決められた、ある パ ター

ンで二点滅するようになっている 。その「あるパターン」とは、その



表- 2 照明環境制御システム ( ME  C  S ーし) の代表的機能

用途や時間管などに合わせて最適な点灯状態 ( 照明

! 照明ノマターン点i減

パターン) を、 24極まで記憶させることができる。

必要に応じて、主操作量産のキースイ ッチを押すだけ

で、あらかじめ設定した最適照明が容易に再現できる。

個別点滅

各国路につながっている照明器具を、主操作盤のキ

ースイ ッチを押すだけで、強制的に点滅できる 。

最寄りの壁面に取り付けられた壁スイ ッチで点滅で

きる 。この壁スイ ッチは一般のものと異なり、施工

壁スイッチ点滅 後でも電気配線を一切変更することなく自由に点滅

照 範囲を変更できるので、部屋の模様替え時に使利で

日月
ある 。

環 自然光が十分差し込み屋内照明を消灯しでも支障の

境 ない場所は、金光センサーにより自動的にムダな開

制l センサ一点滅 明を消灯するとい った具合に、あらかじめ設定した

御 条件をセンサーで検知し、点灯状態を一時的に変え

Zノ ることカf て・きる 。

ス

時間による自動制御

規則性のある 1 日のスケジュー J レに従い、問、日月の点

ア 灯状態( 閥、明ノ マターン) を自 動的に切り替える 。

ム

sli 日ごとの

l 自のスケジュー J レは 3 種類設定できる 。曜日ごと|

σ〉

スケジュー l レ制御

にどのスケジュールを選定するかで、 1 週間のスケ

機 ジュールによる照明制御が自動で行える。

主操作盤の動作表示 L E Dにより、すべての開明器

集中監視 具の点滅状態および周辺機器の動作状態を集中監視

で、きる 。

述続調光制御

間引き点灯ではなく、使用目的別にベース昭明を述

統的に調光し、最適な明るさに設定できる 。

停電を感知し、自家発電設備により照明器具を点灯

させる 。自家発電設備の容量を考慮して過負荷にな

停電ノマターン点灯 らないようにするには、コンビュータに点灯する問、

日月器具を記憶させるだけで、特別の配線工事をしな

くても、容易に実現できる。

ときのオフィスのセクションごとのレイアウトに応じて決められる

ことが多い。ところが、そのレイアウトは、日本の場合、 l 年に l

- 2 固変わると言われるくらい頻繁に変更される 。 そ し て 大 抵 の 場

合、照明の点滅ノマターンはよほどのことがない限り、元のパターン

の ま ま 放 置 さ れ 、 時 に は 「 不 快 」 に 近 い 照 明 状 態 の ま ま 使 わ れ る こ

と が 多 い 。 ま た 窓 ( と く に 南 側 ) に 面 し た オ フ ィ ス の 場 合 、 多 量 の

太 陽 光 が 入 射 し て 人 工 照 明 の バ ラ ン ス が 崩 れ 、 ニ れ ま た 「 不 快j な

状態になってもそのまま「カ‘ マン j しているケースが多い 。

これらは、照明の点灯状態を状況に応じて手軽に変更できない、

つまり固定的なこれまでの照明配線システムに起因している。こう

い っ た 問 題 を 解 決 し 、 レ イ ア ウ ト 変 更 に 応 じ て 手 軽 に 照 明 状 態 ( た

とえば点滅パターン) を変えたり、自然光との調和を自動的に図る

よ う に し た の がI!照明環境制御システム J ( ME C S - L ) である。

表 - 2 に そ の シ ス テ ム の 代 表 的 機 能 を 示 す。 このシステムでは24

種 類 の 照 明 点 滅 パ タ ー ン を 記 憶 す る こ と が で き 、 ま た そ の パ タ ー ン

をごく簡単なプログラム変更で組み変えることができるようになっ

ている 。 し た が っ て 、 オ フ ィ ス の レ イ ア ウ ト が 変 わ っ て 照 明 の 点 滅

パ タ ー ン を 変 え た い 場 合 で も 配 線 替 え の 必 要 は な く 、 素 人 で も 行 え

る 簡 単 な プ ロ グ ラ ム 操 作 で 望 み の バ タ ー ン に 組 み 替 え ら れ る 。

この制御システムに、新しく開発したワイヤレス制御スイ ッチを

組 み 合 わ せ る こ と に よ り 、 間 仕 切 り の 変 更 が あ っ て も 点 滅 パ タ ー ン

は上記フ・ログラム操作で簡単に変えられるし、壁スイ ッチはワイヤ

レ ス 化 さ れ て い る の で 間 仕 切 り に 合 わ せ て 全 〈 造 作 な く 位 置 を 変 え

る こ と が で き 、 よ り 一 層 オ フ ィ ス の レ イ ア ウ ト 変 更 に 対 す る フ レ キ

シビリティが増す 。

2  - 6  簡 易 間 仕 切 り シ ス テ ム ( 0 A パ ネ ル シ ス テ ム )

O A機 器 か ら の

騒音を和らげたり、

オフィスの空間を

自在に区切って個

人的な空間をイメ

ー ジ す る な ど 、 オ

フ ィ ス 環 境 の 快 適

化 の 1 システムと

して、近年写 真 一

1 のようなローノマ 写真一 1 ローパーティシヨン ( OAパネルシ

ー テ ィ シ ョ ン シ ス ステム) の例

テムが日本のオフィスでも急速に普及しつつある。

しかるに日本のオフィスでは、レイアウト変更が頻繁である 。 こ

れ は 単 に 組 織 の 変 更 と い っ 要 因 だ け で な く 、 気 分 転 換 と か 、 よ り 快

適な状態にするためのレイアウト変更もあり、「快適環境J の 一 つ の

重 要 な 要 素 に も な っ て い る 。 そういう頻繁なレイアウト変更に対し、

「オフィスの住人が行えるオフィスレイアウト」という理念で開発

さ れ た の が表ー 3 の 10 A ノマネルシステム j である 。

表 - 3  O Aパネルシステムのシステム構成

パーティション機能 砂 パネルユニット

デスク機能 惨 デスクユニ y ト

o  ａＧｾ ネルシステム砂 ラ y ク機能 砂 ラ dクユニ y ト

照明機能 惨 タスクライト

ワイヤリング機能 砂 ハーネス配線昔器具
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. T形接続 l ・+ 形接続

J ジョインターI - ，..，，_.，. ，/ ジョインター

1 種類のジョインターを差

し込むだけで 4 通りの接続

が、工具なしで簡便に行え

る。

図 - 7  O A  パネルシステムのパネル接続権造

まず、パネル本体の組み立て・解体は、 図 - 7 に示すように「ジ

ョインター」を抜き差しするだけで行える 。 しかも向ーのジョイン

ターで、直線状・ L 字 状 ・T 字状 ・クロスのすべての接続が工具な

しで行える 。 したがって、レイアウト変更にほし、たとえば L 字 状

からクロス状に組み替えるときにも部品の追加の必要などもないし、

どの箇所にどの部品を用意しなければならないかといった部品拾い

出 し の 煩 わ し さ も な い 。

また、 O A機 器 へ の コ ン セ ン ト 回 路 も 、 新 し く 開 発 さ れ た 「 ハ ー

ネ ス 配 線 器 具J により、パネルの幅木部分にあたかもテーブルタ y

プをつないでいくがごとく誰にでも簡単に配線することができる。

ノマネルのレイアウト替えに I祭してはコネクタを抜いて、幸庁しいレイ
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図 - 8  I 、ーネス配線器具によるパ

ネル内ワイヤリングの脱明

写真一 2

ハーネス配線著書具によるパネル内ワ

イヤリング事例

( 幅木カバーを外したとニろ)

アウトに合わせてつなぎ直せばよい 。( 図 - 8 、写真一 2 )  

つまり、オフィスのレイアウト変更に際し、コンセント回路も含

めパネルのレイアウト替えをオフィスワーカー自身が手軽に行える

きわめてフレキシプルなシステムである。

2  - 7  フレキシビリティを追求した床配線器具

O A化オフィスの配線洪水を解消する手段として、 表 - 4 のよう

な各種配線方式が開発 ・発表されている。この中で、比較的近年普

及しだしたのが床用の配線システムで、中でも「アクセスフロア」

方式および「アンダーカーペット配線システム j の採用が急増して

いる 。

ここでは、この両方式を、よりフレキシフソレに使いやすくするた

めに新しく開発されたコンセントを紹介する 。

写真一 3 は、アンダーカーペット配線システム用の新しい着脱自

在のコンセントである。コンセントのフラットケーフツレへの着目見は

コネク夕方式であるので、レイアウト変更に伴い不要になった箇所

表- 4 オフィスの各種配線方式

昔日 f立 配線 J レート/ 方式 部 位 配線ル ト/ 方式

直敷設方式 モール

電線管

床 上

アンダーカーペ y ト配線

ケープルラック
O A フロア

天 井

配線ダクト
アクセスフロア

ケースウェイ( 線ピ)

ピット

アクセスシーリング

トレンチダクト

'i[ 線管

床 中 フロアダクト

セルラダクト

配線ダクト

配管方式( 電線管)

配線パ一子 4 ション

ポークスルー

壁 配線ポー J レ
床 下

配管方式( ' i l I 線管)

ノマワーケース
O Aノマネノレシステム

配線収納壁
家 具 O A テ' スク

ケースウェイ( 線ピ) O A キャビネット 等
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のコンセントは簡単に

取り外すことができる 。

また、フラットケーブ

ルの敷設時にコネクタ

本体を予め適当配置で

取りイ寸けておけば、コ

ンセントはオフィスレ

イアウトが決まってか

ら必要になった筒所だ

け挿着すれば良〈、従

来のアンダーカーペッ

ト配線システムに比べ、

オフィスレイアウトに

よりフレキシブノレな対

応が可能とな った。

写真一 4 はアクセス

フロア用の新しい配線 .  

写真一 3 アンダーカーペット配線システム

ボ ックスであ る。 この 用着脱自在型フロアコンセント

自己線ボックスには電力 (上 . 取付前、下 : 取付後)

用、電話用、データ用の各種コンセントが配置され、不使用時には

上議を閉じると床面とほぼ同一で歩行等の障害にもならない 。使用

するときは機器からのプラグ ・コードを上蓋本体の可動型の小さな

釜を通してボックス内のコンセントに差し込めば良〈、上蓋全体が

床面から飛び出さない構造となっている。( 現在開発中)

写真一 4 アクセスフロア周配線ボックス

3  今 後 の 方 向

本稿では、天井、壁、床、照明等オフィス環境資材個々について、

フレキジビリティを切り口に言命じてきたカヘそれら各システムをト

ータル化することで、より一層の快適環境が実現できる 。

天井 ・壁 ・床等のオフィス内装材から、照明 ・配線等の各種電気

設備、さらにはオフィス什器に至るまでの幅広い総合メーカーにあ

って 開発を担当する者として、この総合力を生かしながら、オフィ

スの快適環境をトータル的に追求していきたいと考えている。

最後に、オフィスの快適環境を計画される建築家の方々に本稿が

いささかなりともお役に立てば幸甚である。

( つだ ひさし 絵下屯工株式会社 I B S 開発センター企画 jf[ 当次長)



新 し い オ フ ィ ス 空 間 の 構 成

各論 3

新しいオフィス空間に求められる機能と環境

オフィスの防犯・防災と建築金物

ーセキュリティからの提案-

福 井 亀 之 助

1  . セ キ ュ リ テ ィ に お け る 金 物 の 変 遷

セキュリティを目的とした金物の始めは、紀元前2000年頃のエジ

プト錠( 木製) であると言われている 。その後、ギリシヤ錠( 同

1000年頃 ) 、ローマ錠 ( 同750年頃 ) などを経て 、中世以降のウォー

ド錠 ( Wa r d L oc k ) 全盛の時代を迎えた。現在広〈使われているシ

リングー錠 ( ピンタンブラ一シリンダー錠) は 、1861年、アメリカ

のエール社の創始者 Li nus Yal e， J r 氏の得た特許から始まっている 。

施錠機構も、ワードから板タンブラーを経て、ピンタンブラーやデ

ィスクタンブラーに変わり、屯磁式( El ect ro.  Magnet i c  ) から電子

式 ( E lect roni c ) へ変わってゆく 。

セキュリティに関係した金物には、錠前のほかに、働金 ・クレセ

ント ・ドアチェーン ( 用心鎖) がある。これらの金物には「碓笑な

閉鎖保持J だけでなく、非常災害時の「迅速 ・安全な脱出」を考! 昔、

した設計が必要である 。

2  . 建 築 に お け る セ キ ュ リ テ ィ と 金 物

建築物のセキュリティに要求される項目には、出入管理、防犯、

防災と非常脱出、および通報、の 4 つめ項目がある 。

2 - 1  出入管理

玄関をはじめ、各部屋の出入管理は、機械式鍵システム ( M巴chani cal

K e y  Sy s t em) 、電子式鎚システム ( El ect roni c K ey  Sy s t em ) の 2

つの鍵システムのいずれか、または似合によって管理される 。

・機械式鍵システム 現在、普通に行われている 『鎚システム ( K e y

Sys t em)  J の代表は、 7 スターキー ( Mas t er K 巴y ) システムであ

る。 7 スターキーの特徴は、便利さにある 。 しかし、マスターキー

の計画 ( Planni ng ) が惑いか、錠前の品質が悪いか、鍵の保管取り

扱いがルーズであれば、焔錠の安全さは校本的に壊れてしまう 。

マスターキーシステムを発注する場合には、その建物( または建

物群) の将来の地改築までを予想して発注することが望ましい。 出

来上がったマスターキーシステムに、後からシステムを追加すると、

ほとんどの場合、既存システムが壊されてしまう 。

このようなマスターキーシステムの鍵管理は、普通キーボ ックス

によって行われている 。ホテルのフロントで1度される l 個の客室鎚

もシステムの中の l 伺の鍵であり、紛失や破損に備えてそれぞれ数

{ 聞の予備鍵があり、鎚管理は細心の注意と苦労を要するものである 。

建物を施主に引き渡すときに、施主の鎚で一度錠前を地|井j錠する

と工事中の鍵が全〈使えなくなるコンストラクション ・キ一、 No. 2  

の銭tで錠前を開くと No. 1 の鍵が使えなくなり、順次No. 5 まで何回も

キャンセルできるキャンセレーション ・キ一、アノ f ートの前住者の

鎚を使えなくするために、シリンダーコアだけを差し替えられる リ

ムーノ〈ブルコア錠など、目的によ っては便利 な錠前がいろいろある 。

また、 7 ンションや高級アノ f ートで、複数の住居者がそれぞれ自

分の鍵で玄関扉を自由に開けられ、しかも住居者相互の部屋の扉は

開けられないという鍵システム ( メゾンキーシステム) がある。逆

マスターとも呼ばれているが、マスターキーほどの鍵ちがし、が作れ

ない。

以上のようなメカによる鎚システムは、後述の電気を使 った鎚シ

ステムより信頼性が高い。

参考のために、マスターキーンステムの一例と、ホテル錠システ

ムにおける鍵の種類とを 図一 1 と表一 1 とに示しておく 。

表ー 1 ホテルのマスターキーの種類

1  . エ7 ージ エンシ イ・キー ( Emergency Key )  

2  ディスプレイ キー ( Di spl ay Key )  

3  プライパ y ー ・キー (Pri vacy Key )  

4  . グレート・グランド . 7 スターキー ( G. G. Master K巴y )

5  グランド マスターキー (Grand Master Key )  

6. ゲスト ・ルーム ・キー (Guest Room Key )  

7  エンジニヤーズ ・マスターキー ( Engi neer' s M.  K. )  

8  スチュアード マスターキー ( Steward' s M.  K. )  

9  ハウスキーノ ぞーズ ・7 スターキー ( Housekeeper' s M.  K.) 

10 ランドリー ，マスターキー ( Laundry M.  K. )  

11. 1 リーニノグ ・マスターキー ( Cl eani ng M.  K )  

12. メード ・7 スターキー ( Mai d M.  K. )  

(No  7 - No121立、カバーする錠前が少しずつ典なる )

(ノマターン 1)

( パ タ ン 3 )  
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図- 1 マスター・キー・システム

- 電気式システム 現在、電気式錠前と呼ばれているものは、つぎ

のように分類できる 。

① 錠前の形をしたもの
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防犯

マグネ ッ トスイ ッチ、 マイクロスイ ッチ、センサーなどで扉や窓

が聞いたことを感知し、その開閉が不法なものであれば警報を発す

るのが防犯システムの基本である 。

いずれにしても電気配線が必要で、、扉に関しては通電蝶番を 必要

とすることが多い。

2  - 3  防災と非常脱出

{ 支入防止のための施錠と 、非常の場合の迅速安全な脱出とは、常

に二律背反する 。非常口錠と玄関扉の用心鎖とがその最も良い例で、

ある 。

非常口の施錠は、横俸の t1jl 圧で解錠するパニ ックロック ( Pani c

Bol t ) が良い。最も簡単な装置は、内側だけにレバーハンドルをつ

けた空錠 ( Lat ch ) に非常ベルを連動させたものでも良い。 この径

の錠前は、取り付けてから何年経っても、常に必ず確実に作動しな

ければならない。 したが って、そのような錠前が比較的高価 であ っ

てもやむを得ないし、また安全のためには金を払わ ねばならない。

用心事政も同様である 。非常脱 出の場合、女子供でも一挙動て。鎖が

はずれ、しかも外側からは不法に鎖がはずせないものが必要で・ある 。

障害片を績にずらしてから鎖止めを抜く式のものは 、取り扱いを知

っている大人にはよいが、非常の場合、女子供が突差にはずせるだ

ろっカ‘ 。

2  - 2  - 電気受座……・… 電気で受座の止めをはずす。

・電気錠一 一・・・・錠体内部に通電してテヘy ドボルトを動かす。い

ろいろな情報も取り出せる 。

② ｴ ｾ ｬ ボタン錠

・ワンボタン式 ・・ 信号数と間隔の組み合わせにより jljff 錠。

. テン ・キ一式…… 信号の組み合わせにより解錠。

③ カード式

・磁気テープ式

・ノマン チカードず

• 1  C カード式

④ 特殊電子錠

これらの電気式錠前は、その情報が屯線を通じて中央監視台やフ

ロントに即時に伝えられ、監視パネル上でレ屯気信号として監視され

る。電気式錠前は、電 j況の供給を受けるためと、情報を監視パネル

に送るために、中主から扉を通 って錠休まで屯総を過す必要がある 。

この目的に使われるのが通屯蝶番である 。( 図- 2)  

通電蝶番には通線式 ( Thr ough Li ne ) と接触式 ( Cont act  Li ne )  

とがあるが、接触式はプラグ ・イン式以外は使用に耐えない。屯流

は通さないが信号だけを伝える磁石接点を備えたものもある 。磁石

接点式は扉側に屯 i原 ( たとえばリチウム電池など ) が要る 。

アメリカでは、不特定多数の人が入る空間には ノf ニ ックロックを

使用することが消防法により義務づけられている 。

アメリカで始ま った生産物賠償資任 ( P roduct  L iabil ity ) に関係

した訴訟が日本でも均加する傾向にある現在、防災および非常脱出

に関係のある金物の品質を選ぶことと、それに金をかけることとは、

メーカーおよび版売、施工業者が自分を守るために もますます必要

にな ってきている 。訴訟を起こされてからでは遅い。

通線式

従#: の出入管理 システムの主流は、機械式錠 ( 主としてピンタン

ブラー シ リングー錠) のマスターキーシステムによるものであ った。

とくに多列ピンを用いた錠前( たとえばカパ錠) ( 図- 3  ) は実質

的には無限に近い鍵追いを作り得るので、必要かつ十分な鍵システ

ムを作ることができる 。 しかし、ピンタンブラ一シ リンダー錠には、

マスタービ ンカ{: t r : えるとともにピ ッキングに弱くなるという欠点が

あることを知 っておいてほしい。

また、機械式錠システムは、集 中監視、情報の即時伝達 、警報と

の連動などの集中管理ができない欠点

があり、電気的に集中管理されている

瞥報システムの中に組み込むことがで

きなか った。

1  C の発達とともに 、コンビュータ

ー、セン サーを使って新しいシステ ム

が自由に組めるようになり、電子式出

入管理システムはすでにホテルのキー

システムに係用実施されている 。

3  . ホ テ ル ・ ビ ル 建 築 に お け る 出 入 管 理 シ ス テ ム

磁石接点式 ( 5tanl ey社製)

⑨ 

⑨ 

⑨ 

⑨ 

表 面

マ

グ

ネ

y

ト

⑫ 

四

カパ錠の鍵

3 - 1  初期のシステム

錠前、通屯蝶番、集中監視および終報装置を組み合わせたもので 、

錠前は機械式のものに核点を組み込んである 。( 図- 4)  

図 - 3  

プラグ・イン式 ( Hager 社製)
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このシステムは、センサーと I C との急速な発展に取り残され、

小規模な出入管理に命脈を保っている 。

3  - 2  現在のシステム

現在使用されている出入管理システ

ムは、従来型の錠前を使うものと、新

しい電子部品を用いた錠前を使うもの

とに大別できる。前者は、蝶番を介し

て錠前の情報を中央監視装置に伝達す

るものと、電気受座だけを用いたもの

とに分かれる 。 もちろん、前者の方が

より完全な管理ができる 。

新しい電子部品を用いたものには、

つぎのようなものがある 。

① テンキーコントロール型

② カード ・コントロール型

. ノマンチカード型

・マグネ ッ トカード型

• 1  C カード型

テンキー型 ( 図ー 5 )  現在市販されているテンキー型は、乾電

池を内蔵したものがほとんどで、このままでは個々の錠前の代用に

しかすぎず、将来の発展のためにはシステムへの接続を考える必要

が「ある。

パンチカード型 ( 図- 6)  鍵の代わりに、パンチ穴のあいた小

型カードを用いるもので、穴の配列を読み取って開錠する。複製が

容易にできるのが欠点である 。

マグネ ッ トカード式 ( 図- 7  )  キャ ッシュカードの読み取りと

図- 4 電気接点を組み

込んだ錠

カ

ド

挿

入

孔

図- 5 テン・キー錠 図- 7 マグネットカード式ホテル錠

( シュラーゲ社製)

廊下側 " ンチカード

図 - 6  

同じ作用を錠前が行うもので、錠体内の内装カードと照合する型式

と、 L S C を内装したものとがある。

I  C カード式 1  C を内装したカードを用いたもので、情報量が

きわめて多〈、プログラムの組み方によって、複雑多岐な出入管理

が可能で、ある。

4  問 題 の 内 在 と 解 決 の 方 向

ホテル ・ビル建築における出入管理は、情報の即時処理が必要で‘

ない場合、または部屋数がす くない場合には従来の7 スターキーシ

ステムで管理できるが、電子工業の発達とともに 1 C やセンサーが

次々と開発され、出入管理と即時情報処理とが容易にできるように

なり、出入管理は次第に電子化される傾向にある。

電子化された出入管理システムをホテルやビル建築に施すについ

て、つぎのような問題が残されている 。

4  - 1  建物内の配線の問題

O Aのための配線と一緒に、出入管理、防犯防災のための配線を

しておく必要がある。完成した建物に改めて配線するには数倍もの

費用がかかり、外観も悪くなる 。 とくに、電子式扉錠を用いる場合

には、必要本数の電線を通した通電蝶番で扉を吊り、扉内にも配線

しておかなければならない 。

大型建築物では電線の量が増えることも、解決を要する問題のひ

とつである 。

停電と電磁障害とは O A ビルに共通の問題である。

4  - 2  機能、美観および心理的問題

たとえばカード錠の場合、機能については問題ないが、そのデザ

インと親しみやすさとについては、まだ何となく違和感がある。扉

錠としてもっと親しみやすい、美しい形のものが生まれねばならな

い。エレカ。ントなカード挿入口、握り玉やレバーの手触り、高級な

カードを持つ誇りなど、人間的な感情をくすぐるような設計ヵ、必要

である。

5  . 終わりに

建築におけるセキュリティシステムは今後ますます迷い速度で電

子化され、コ ンビューター化されて、とどまるところを知らない。

しかし 、情報の即時処理が必要でない開口部については、現在の錠

前および鍵システムがそのまま継続使用されるであろう。

災害時の非常脱出用金物については、生産物賠償責任の立場から、

金物の購入に金を惜しんではならない。また、金物の使用方法の説

明を十分にしておくことも、賠償責任訴訟を有利にするために必要

であることを、メーカーも施工業者も心にとめておいてほしい。
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|…叶
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エノレズノミクスが生んだ

来庁しいワークステーションフアニチュ70

閃 国 道 日

干 104 東京都中央区新 )112-4-7 n 03(555)4281 
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デスク、チェ7てキャビネットを人間のためのシステムとして捉えました。

ワークステーションの主役はあくまでも人問。FX:ンリーズはこのコンセブpトをつら

ぬいていまするオフィスでhの安全性や居住性、さらにはコミュニケーションのため

の自在なレイアウトなど、どれをとってもヒューマンから出発していま混とりわけ

目にやさしい明るい色調の「ネオゲレイ」は、今後のオフィスカラーの主流として

注目を集めていまれもちろん、オフィスでの高効率性、ワイヤリンゲ機構、

VDT対話のための諸機能も万全。情報創造の源であるワークステーションを、

最新のテ勿/ ロジーでL、っそう進化させた快適空間、ウチダで実現してくださL、

オ、オグレイを基調にしたワークステーションフアニチュ冗

ワチ管内シリーズ



令 官 主 友 金 属

』一ーーーーー

〆 /

ー-

ヒツレの 高 機 能化 、スペ ースの有効利用などから、 L 、ま、ニ ー ズの高まる

二 重床システム。

住友金属てやは、時代の求める新素材開発技術を駆使、画期的な二重

床システム一 一CFRC( Car bon Fi ber Rei nf orced  Cement ) フリーア

クセスフロアを開発、好評を博しています。

アルミより軽〈、鉄より強〈、また、耐久性、耐熱性、導電性にすぐれた新素

材“ 炭素織維" てや補強したセメン卜 ( CFRC) 板制附反てザサンドイツチ。炭素繊 維

の特性をフルに生かしたこの床ノ旬、ノレシステムは、 コンピュータ室など、高い

性能を要求されるフロアから、 一般のオフィスフロアまで、目的によってイ哀し、分

けていたTごけます。

C F R Cフリーアクセスフロアは、ピノレ空聞を機能的に演出する、新素

材が生んだ新時代の床ノ f オ、ノレシステムてやす。

CFRCフリーアクセスフロア

園田・・圃-

/ '  

〈特長〉

1. 歩行反響音が少なく、高い断熱性から生まれるすぐ

れた居住性

2. 炭素繊維で補強したセメント板を使用しているため、

不燃

3. 導電性がすぐれているため、静電気が生じない

住友金属工業株式会社
大 阪 = 大 阪 市 東 区 北 浜 5 - 1  5  ( 往 左 ビ ル ) 干 541 宮 (220) 5  1  1  1  

車 京 = 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町 ト ト3 (大手センターピル) 干 100 f t  (282)  6  1  1  1  

宮聾所= 九州・広島 向山 ・高松・名古屋・富山・僻問・新調・水戸 東北 札 幌
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ヒューマンな 叫ァ- I +I - k ド. Ｍ，門セア雪ｾｾト
オフィス環境をめざして τ八日: ! . -1 、ノ M ノ員処ニ1 : . 0

ハイブリッドフロア配線システム

M 酬 の 飛 綿 的 な 進 歩 に と も な い オ フ ィ ス の フ げ は い ま 従 来 と TRI M LINE 100 
は ま っ た く 契 っ た 発 想 が 求 め ら れ て い ま す。O A機 器 の 綾 雑 な 配

線を適確に処理しば納すること、オフィスレイアウトの変更や

O A機器噌改設に際して再配線が容易なこと、耐久性と同時

に オ フ ィ ス の 快 適 性 を 向 上 さ せ る こ と 、 さ ら に 20年、 30年

後のオフィスの変化に柔軟に対応できること・・ etc o

ハ イ ブ リ ッ ド フ ロ ア 配 線 シ ス テ ム T R瓜A Ll NE  100 

は 画 期 的 な 集 中 配 線 方 式 を 採 用。オフィスフロア

に 求 め ら れ る 様 々 な フ ァ ク タ ー を 根 底 か ら

分析し、あらゆる情報機器を効率よく

利 用 す る た め の 多 機 能 性 を 実 現

二ユ」ζ

オフィスニーズを満たす

3つの機能、 6つの特性。

56  

ハイブリッドフロア配線システム T Rl M Ll NE  100は、いままで不可能とされ

てきた難問や、対立するニース. を見事に解決するいくつかの画期的な発想

をベースにしています。ご使用の際には、従来の配線フロアとの決定的な遠

し、を痛感されることでしょう。

- お問い合わ せ は

⑨ 脳 会 位 白 旗 ピ ッ ト

本 社 / 大 分 市 大 字 下 郡3260番 地 の 9 ( 大分工業団地) 干870 T  E  L 大 分 (0975) 68- 4141聞

大 阪 支 庖/ 大 阪 市 淀 川 区 西 中 島 町 5 T 目 6 番 24 号 〒532 T  E  L 大 阪 ( 06) 305- 671 1 附

① 集中配線

フロアに縦織にダクト( 配線専用 ，膏) を布設することにより、多

量な配線の一括処理を可能にしました。電源、電信、信号線の3種

類を集中管理する介電盤を併殺。さらに、ダクト内は弱電、強電

の別に 2 Wa y 、3 Wa y の区介を殺けることで、ケーブルが整理さ

れ、どんな複雑な配線も，毘乱をまねきません. またダ? トには

電磁シールド対策を布してありますので信号トラブルを未然に

防ぐことができます.

⑧ 多機能アウトレツト

ダクトの査に電源、電話、信号系のアウトレットを設けました。

アウトレット布殺パターンは約20種。しかもフタはどんな組み合

わせもできますので、 O A機器とのもっとも効率的な接続が可能

です. またフロアに突出してじゃまになるフロアコンセントは収

納式ですので、不要時につまずく心配がありません。さらに丸型

ケーブルから平型ケーブルへの変換機能も持たせてあります。

⑧ 上蓋開放

ダクトの上査はドライパー l 本で簡単に開放できます. 配線作

業が楽に行なえるうえ、ケーブルの追加布段も容易です. また、

点検やメインテナンスも簡単に行なえますし、なにより敏障時に

迅速な対処が可能です。

⑥ 改修性

工法はきわめて簡易。新築ピルへの導入はもちろん、既存ビ J レへ

の布殺も容易です. またダクトレイアウトの変更やフロアの保守

改修も柔軟に行なえます。

オフィスの変化に対応しながら、長期間の使用が可能です。

⑤ 耐久性

フロアの改修性を高めようとすると弱い構造になりがちですが、

ノ、ィブリッドフロア配線システム T R IM LI NEI ∞は、改修機

能を落とすことなく、高い耐久性を追求、堅牢な床構造を実現し

ました。耐震、耐火構造であることはもちろん、 O A機器類の荷

貨に+ 介耐えると同時に、し っかりと固定することが可能です。

⑮ 快適性

二重床構造をと っていますが、嵩高が IOcmと低いため、天井の圧

迫感などま ったく感じません。 また高級タイルカーベ y ト仕上

げですので、オフィスが見違えるほど美しくなるうえ、歩行感も

抜群です.



枝鍋iの日宜 。HI T A C HI

生まれた機能、 このデザイλ

- 年々 高くなる現代人の平均身長に合わせ、

かこ、室天井高さを50mmアップ。ゆったり tした

- 消費電力を一挙に%に低減{ 当社従来比) する

t同時にソフトな乗り心地を実現したV F (イン

バータ) 制御。また、 エレベーターの述転を分

担・管理ーする2台のマイクロコンピュータが、 2m

に安全性を確保してL ，ｾ，九

快適な空間が生まれました。

・階床表示をより見やすくす

るために、 人間工学の立場か

ら追求したのがフェースを45'

1頃けたくクoランドインジケー

タ。〉天井との一体デザイン

が流れるような美しきで丸

・機能的で洗練されたデザ‘インの ニュー 〈サ

ンライト〉。シックなデザ、インがソフ トな印象を

かもしfごす ニュー 〈スター〉。ゴージャスで優雅

な雰同気を盛り上げるニュー ( Jレナ〉。ベーシッ

ク感覚を基調にした親しみゃすいデザ、インの

ニュー〈テ'ーライト〉。ホテルに、オフィスビノレに、

建物の個性に合わせた4タイプを用意しました。

I NEWI I::! II.I:ーヌ

株 式 含 枇 自 主 製 他 府

お問い合わせは= 機電事業本部/営業本部干101東京都千代田 区神田政河台四丁目6番 地 電話/ 東京 (03) 資料請求券

258- 1111 (大代〉 または最寄りの支l苫へ 札 幌 (011) 261- 3131 ・仙古 (022) 223-0121・富 山 (0764) 33- 8511 建築と社会

名古屋 (052) 251- 3111 ・大阪 (06) 261- 1111 ・広島 (082) 223-4111 ・高松 (0878) 31- 2111 ・福岡(092) 741-5831 ニュービルエース;
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インテリジェントヒ、ノレを24時間守ります二

- 大空間にこそ、きめ細かい管理システムが要求されますL 松下電工では、ツイン21

にピノレ総合管理システムの核になる中央集中監視盤なE最新技術を納入しました 0

・照明や電力・空調などから防災・防犯まで; 約3万5千点のデータをリモートステー

ションて、分散管理。光ファイバーケーブノレなどでつなぐ高信頼性システムです。

- 商品に関するお問い合わせは、〔干571 ) 大阪府門真市門真1048 松下電工・情報システム事業部PR係 宮(06)908-1131へ。

- 中央集中監視盤

技術で創造する

Na回ω181

松 下 電 工



MI TSUBI SHI  
J主梓Iがつ〈る高度なふれあ丸 、SOCAひTEαィ

ビ ル の Q が ア ッ プ す る 。

インテリジェントヒフνを構築する総合情報管理システム

インテリ ジ‘ ェントピノレ一一一 一それは情報通信・処理機能とヒツレ管理機能を充実し、

高度なサービスを実現した新しL、スタイルのオフィス空間。

三 菱電機は、独自の先端技術と、菱電サービスの強力な運営 ・管理サポート体制をもとに、

次世代をリ ー ドするインテリジェントヒ、ソレヴくりを目指しま「九

ヒフレはトータノレオートメーション時イt

三菱インテリジエントピルシステム

Mitsubishi Intelligent Building-Automation Systems &  Services 

人 三 菱 電 機 株 式 会 社 〒100 東京都千代田区丸の内E側 三 間 働 ピ ル ) 本社昇降機事業部 ( ω) 218・2722・2729

〈三菱インテソジ工ントビルシステム〉に関するお問い合わせは下記へどうぞ。

・関酉王社 側 )347-1' 271 ・北海遭豆社 ＨＰＱＱＩ ＲＱＲＭＳＷＲＷ ・ ｬｉＡ ｾｴ 王社 切 包)64・白羽 ・新調査世 健日)d卜7221 ・北睡支社・印刷) 喧-232d ・中国王社 ぽi(' )565-31回 ・9 園貰社 ( 舵)2d8・5278 ・四国王祉・( 聞78)5卜l l Xl l ・九州豆世 (ai! )72卜21閃
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大 阪 府 立 青 少 年 会 館 ヤ ン グ ス タ ジ オ 設 計/ ー粒社ヴォーリス建築事務所管理事設計・施工/ 高山工業株式会社

高山の技術が各分野で大活躍 都市づくりに大いに貢献しています. ノ

｛ＧＱＴＱ｛ＴｙＴＧ｜｜ＴｾＩ＠ i  紗州川…lげ 悦 ず 舟 … さ

，'1晶41肱【品附Y品酬品晶瓜叫司司l 高 山 工 業 構 武 舎 誼

建股難許可番号撞股大臣許可第皮包号/ 一級建築士事務所/ 東京都知事登録第13313号

本 社 東 京 都 千 代 田 区 富 士 見 1-1ト 21 東 京 (03) 265- 5631制

大阪支唐大阪府吹悶市広芝田T4- 34江坂第一ピ ル 大 阪 (06) 386- 9312刊

仙 台 支 底 / 千 葉 営 機 所 / 横 浜 営 雛 所 / 北関東営襲所 / 西 東 京 営 機 所

日本建築協会企画・建築技術選書図

l三】出
. . 1E  

Ii司

吉 田 あ こ 著

官官のための

建築設計

- 斯界の第一人者がわかりやすく語る配慮設計のポイント集一

国際障害者年を迎えてから 2 年が経過した.

全国の都市には，車いす使用者用トイレや盲

人用信号など，身障者・高齢者を配慮した設

計にあちこちでお目にかかる今日である . し

かし，配慮したつもりでも，何らまとを得て

いないものも随分と多い なぜだろうか

そうしたいくつかの例の中から，数編を文

章化して「配慮する」とはどういうことかを

考えてみた.

60 

本警は r身障者だから配慮設計」と身構

えるのではなく ，配慮設計について誰もが考

えられる身近な解決のポイント集である

〈目録進呈> f t  075- 343- 0811 

主要目次

I  設計計画 一 わかりやすい考え方

・どんな理念， どんな姿勢で考えるか

・どれだけの数を対象にするのか

・ハンディキャ ップとはどういうことか

E  設計詳細 一 目につく矛盾とミスワ ー

・国際 シンボルマークについて考える

・車いすの動作スペースはどれだけ必要か

・段差カ ッ トの手法および排水溝との関係

- 手すり高はどれだけとるか

- これからの配慮設計. MA I ハウス計画

A 5 ・160頁・定価 1300円

学 芸 出 版 社
京都市下京区木津屋橋通西j同院東入
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期待されるコンクリー

トの品質向上- J A S S

• 5の改定を踏まえて

本 多 孝 武

はじ めに ここにきて、コンクリート中の塩分

による鉄筋の腐食とそれにともな っておこるコン

クリートのひびわれやアルカリ1 ' 1. 材反応によるコ

ンクリートのひびわれがマスコミに生々しく報じ

られ、コンクリートの品質やコンクリート精造物

の耐久性が茶の間の話題とされているだけでなく、

国会でも問題にされる事態にある 。

竣工して 10年や20年にして、コンクリー卜の品

質が原因で寿命を迎えようとしている建物がいく

つか出現していることに注視し、コンクリートの

品質と鉄筋コンクリート構造物の耐久性を同様に

した J A S S . 5 が改定された 。

ここにコンクリートの品質の現状と改定された

J A S S ' 5 の要点をまとめてみた 。

1. 昨今のコンクリート

昭和20年代後半頃より始ま った急速な経済発展

と建設工事公の急i自により、建設工事も分業化・

事業化が始まり、ポンプ工法の出現やレミコン工

助の誕生となり、コンクリートをとりまく環境は

急変した 。一方、急地するコンクリートの需要は

天然の河川 'Fj. 材を枯渇させ、砕石 ・海砂 ・山砂の

使用を余! i 5 ! なくされ、これがコンクリー卜の♂，'l't

低下の最・大の要因となり、今日に幾多のコンクリ

ート問題を残すことにな った。

ここにコンクリートの品質の現状をいくつか拾

い上げてみる 。

・単位; 1( i i J ; のI国大を主要とするコンクリー卜の乾

燥収縮ひびわれが非常に多い。

- 気中のCO，i農度の上昇、セメン卜強度の上昇に

よる水セメント比や単位セメン卜盆の変化および

受けられる 。 ( 高級コンクリー卜では 270kg Iば) であったもの

・かぶり厚さが不足し、鉄筋が腐食し、かぶりコ を、セメント盆が過少であるとコンクリート打ち

ンクリー卜が剥浴している建物も兄受けられる 。 上がり函の欠陥や水密性 ・耐久性の低下をまねく

・しめ固め不足や打ち継ぎ部の処理が不適切のた おそれがあり、 270kg Iば以上と改定された。

めにおこるコンクリート欠陥が目立つ。 強度 レミコンの強度については、不良率の値

・工事を急ぐあまり、ほとんどの工事が養生不十 を小さくし、精造体コンクリート強度については

分を余儀なくされ、コンクリートの品質低下を柄 材令が28 日を越え 91B までの 問に設計基準強度に

いている 。 到達すればよいように改定された。今後は冬期の

・宕石中の反応性鉱物とアルカリとによっておこ コンクリートについて温度補正値加 えて、コンク

る化学反応により生成するゲルが、水分によ っで リートを調合するだけでなく、コンクリートの耐

膨張し、コンクリー卜にひびわれをおこしている 久性を考えた調合による工期を長くした設計の道

アルカリ骨材反応、が全図的に発見されている 。

R  

'-ー

アルカリ骨材反応によるコン クリートのひびわれ

2. 明日のコンクリー卜

つぎに、このたびの J A S S . 5 の改定のうち

から、コンクリー卜の耐久性向上にかかわる主要

な点を拾い上げる 。

骨材の品質 コンクリートの強度や耐久性に大

きな影響を与える什材について、砕石の形状を良

くする( 実税率を大きくする) ことと 、 アルカリ

骨材反応に対しでも 'f"j 定的な対策が示されている 。

塩分 鉄筋を腐食させる塩分については、コン

クリート中の総塩分立で規制。 その値は塩紫イオ

ン盆として0.30kg 1m' 以下とされ、やむを得ずこれ

を越える場合には、鉄筋防せい上有効な対策( 必

ず防せい剤を{ 史用するなど) を講じれば0. 60kgl ば

までの範囲で認められている 。 なお、塩素イオン

: l l t として0.30kg I ばおよび0. 60kg 1m' とは、現在

採用されている砂に対する塩分量のNa d 換 算 の

0. 04%および0. 10%に相当する{ 直である 。

スランプおよび単位水量 コンクリートの品質

に最も大きく関係している単位水量について、初

めての lfjl l限が設けられた。 その値は条件付きでは

あるが、全国的に実現可能な 185kg/ m' とな ってい

る。 この{ 直l主、コンクリートの品質上必要かつ十

分な値ではなく、より - 10の努力により単位ポ盆

の減少に努めることも求められている 。 スランプ

については、従来21cmであ ったものが18cm以下と

定められ、単位; 1 ( 1 1 : の規制ともどもコンクリー卜

の耐久性向上を目ざしている 。

水セメン卜比および単位セメント量 コンクリ

ー卜の表面からの劣化を防ぐには、水セメン卜比

をひらいた。

養生 湿潤養生の重要性は今までにも十分解説

されていたが、工期を急ぐあまりか湿潤養生を十

分に行 っている現場は見当たらず、コンクリー卜

の品質低下を招いていたが、今回の改定では普通

ポルトランドセメン 卜を用いる湯合で 7 日間 の湿

潤養生が明記された。

コンクリートの仕上がり コンクリートの仕上

がりに関して寸法 ・打ち上がり面 . . f I I I 造等が定め

られ、補修の規定も明確にされた。 とくに補修に

関し、今までは施工者自身の判断で進めてきたた

めに、少々打ち込み欠陥をつく っても、せき板除

去と同時にモルタルで隠してしまえるので打ち込

み欠陥をつくらない努力に欠けていたが、今後は

毘理者の判断と指示で補修することになり、欠陥

音11の少ないコンク リートが期待できる。

かぶり厚さ かぶり厚さが従来の値より 1伽 m増

しとなり、かぶり厚さ不足は解消される。

スペーサーおよびパーサポート 鉄筋位訟を保

持するスペーサーやパーサポートについて 、配置

の糠準が定められ、スラプ下端筋のかぶり厚さの

確保は確実に行われることになる 。

品質管理 品質の確保には品質管理が重要で、

施工者は品質管理責任者を定めて品質管理にあた

り、品質の確保 ・向上に努めることとなった。品

質管理のための試験および検査について、その項

口 . } J 法 ・回数 ・時期 ・判定基準 ・機|均等につい

て一般的な内容が示された。

おわりに これまで、 J A S S . 5 の改定内容

のうち、コンクリー卜の品質向上にかかわる材料

および施工に閲する項を列記してきた。 コンクリ

ー卜の品質向上には材料および施工面での工夫と

改良、施工者および監理者の努力に負うところが

多いが、それだけでは解決しない。設計者の手の

中に切り札が援られている 。 その切り札とは、①

j亨さの薄い R C 墜をどれだけ排除するか、②外装

材になにを選ぶか、@ 適切な工期および工費を見

込んであるかである 。つまり、設計者 、施工者、

監理者の三者が一体になり、施主の理解が得られ

てこそコンクリートの品質は本来の品質にもどり 、

コンクリート構 j世物の耐久性カf確保されることを ・

つけ加えておく 。

単位水量のI自大により、コンクリートの中性化迷 を小さくするのがよく、従来では最大70%まで認

度が予怨を上回 っている 。 められていたものを、 65%を最大値とするよう改

・海砂や混和剤から持ち込まれるコンクリート中 定された。単位セメント盆についても、水利熱や

の塩分により鉄筋が腐食し、それによ ってかぶり 乾燥収縮によるひびわれという点から、できるだ

コンクリートが剥落に至 っている建物がかなり見 け少なくすることが望ましく、従来 250kg I ば以上

( ほんだこう ぷ 株式会社日建設計榊造部)

建築と社会1 1986年 州 号 61 
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多重伝送方式による小

規模監視制御システム

岩 崎 美 也

ピ ル の 機 能 は 、 電 気 、 空 調 、 給 排 水 、 防 災 ・防

犯 設 備 な ど 各 種 設 備 を 有 機 的 に 結 合 さ せ 、 こ れ ら

を 最 適 条 件 の も と に 効 率 よ く 、 安 全 に 運 転 す る こ

と が 要 件 と な る 。 最 近 で は 、 ニ ュ ー メ デ ィ ア 対 応

の イ ン テ リ ジ ェ ン ト 化 が 新 し い ピ ル 機 能 と し て 概

念 づ け ら れ る よ う に な り 、 情 報 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク

と 融 合 さ せ た ピ ル 総 合 管 理 シ ス テ ム と し て 位 置 づ

けされるようになってきた。

近 年 、 中 小 規 僕 の ピ ル と い え ど も 多 様 化 、 高 度

化が進み、高度な時IJ 御 技 術 や 安 全 性 の 向 上 が 要 求

されるようになってきた。 ピル設備の管理運用面

か ら 見 る と 、 と く に 中 小 規 模 の ピ ル で は 、 専 門 の

技 術 者 不 在 、 設 備 運 転 管 理 者 の 高 齢 化 と い う 運 用

面での問題から 、最近の小規模敗視帝IJ 御システム

は、低コスト化と殿視盤のコンパクト化が進み、

取 り 扱 い 性 の 向 上 が 図 ら れ て い る 。

本 稿 で は 、 近 畿 電 気 工 事 と 松 下 電 工 と の 共 同 開

発による小規模監視告11御 シ ス テ ム に つ い て 紹 介 す

る。紹介するシステムは、 10000m ' 以下の事務所

ピ ル を 対 象 と し て 開 発 し た も の で あ り 、 つ ぎ の よ

うな特徴を持つ。

① 殿 視 盤 の C R T 画 面 の 漢 字 対 応 に よ り 、 認 識

し や す く し た こ と 、 オ ペ レ ー タ ー の 操 作 を 支 援 す

る 操 作 ガ イ ダ ン ス を 表 示 さ せ る こ と に よ り 、 取 り

扱 い 性 の 向 上 を 図 っている。

② 各種機能設定が、 C R T画 面 と の 対 話 式 で 簡

単にできる。

③ 2 線式多重伝送方式の採用により、時11御 線 の

省 線 化 を 図 ってい る。

④ 標 準 化 し た 各 種 伝 送 端 末 器 ( T U) の品揃え

により、システム展開が容易で、ある 。

⑤ 必 要 最 小 限 の 管 理 機 能 を 標 準 化 し た こ と 、 多

重 伝 送 方 式 の 採 用 な ど に よ り 、 低 コ ス ト の ト ー タ

ルシステムが構築できる 。

周m4ドE r 器

劃照明設備

図- 1 システムの織成
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表 - 1 俊総仕犠 表 - 2 機能領要

I頁 円 i上 t長 区 分 項 日

C  P  U  

16 ピット C P U  

中央処思装置 R  A  M 80K B  

メ

操 作 個別操作

警報一覧表示

モ リ

R  0  M 256K B 停電補償72Hr

表 示

計測一覧表示

画 面 寸 法 6 インチ

表 司て 色 モノクロ( グリーン)

(C R T)  

時刻 ・カレンダー表示

状態一覧表示

C R T  

ディスプレイ

表 示 文 字 英数カナ文字、記号、淡字 ( J 1  S 節 操作手引

l 水準) 動作異常監視

表 示 文 字 数 40文字 Xl l 行 l覧 視 積l H直の上限監視

表 示 方 式 赤色 L E D 作動表示 室温の上下限監視

アナンシェータ

緑色 L E D 停止表示

( A N N)  

表 示 窓 数 32窓 X 3

操作スイ y チ 個別発停用確認、スイ y チ

個別制御

グループ発停

スケジュー Jレ市1](卸

( 表示窓に i コ)

印 字 方 式 ドット 7 トリクス

市1) 御

温度 ・デューティ制御l

季節切換

プ リ ン タ

印 字 色 赤黒 2 色

印 字 文 字 英数カナ文字、記号

火災連動停止

復電処理

印 字 文 字 数 40字/ 行 デマンド市1)術l

伝 送 方 式 H寺分害IJ 多重伝送 機格運' 伝条件設定

伝 送 迷 度 平吻15m秒 / 1 T U  

伝 送 装 鐙 伝 送 距 離 最長500m、総長1000m

スケジュー JレA量定

設 定

各樋機能設定

伝 送 容 1孟 T  U100台 丞 - 経讐報項目設定

( 中継I曽幅器に より I曽設可) 状態変化記録

発停: 64点{ 起動出力・停止出力・状 計iRI) 周期記録

管 理
占

数

態・故障入力)

警報 32点

計iRI) ・積算 ・32点

火災代表入力 4 点

外 部 接 点 入 出 力 点 数 システム異常出力 1 点

終報代表 2 点

外 部 機 i掠 J妾 統 R  S  - 232C 

システムの構成

監視盤とローカル伺IJ の 現 場 盤 内 に 分 散 し て 設 誼

す る 伝 送 端 末 器 ( T U ) 群 と か ら な り 、 監 視 盤 と

T U問は、 l 対 ( 2 芯) の 信 号 ケ ー プ ル 1 本 で シ

アリーズに接続される。 図 - 1 にシステムを示す。

監 視 盤 は 、 中 央 処 理 装 置 と し て 16 ピ ッ トマイク

ロ コ ン ピ ュ ー タ を 使 用 し 、 メ モ リ 一 容 量 は R A M

80K  B 、R 0  M2 5 6 K  B で、 72時 間 の 停 電 補 償 付 き

である。ハード締成は、 96窓のアナンシェータ ( A

N  N) と 6 イ ンチモノクロ C R T ( キャラクター

表示) を表示部とし、盤面操作部と、画面選択、

各 種 機 能 設 定 の た め の 収 納 式 キ ー ボ ー ド お よ び プ

リンタをコンパク 卜にまとめた 。 T Uは 接 点 入 出

力用、アナログ入力用、 パ ル ス 入 力用などがあり、

現 場 盤 の 回 路 椛 成 に よ り 機 種 の 選 択 組 み 合 わ せ が

できる 。図- 2 は、監視盤の楠成を示す。

機器仕械と機能

ピル内諸設備は、各種 T U と接続され、日寺分割l

le 録 デマンド記録

操作記録

スケジュー ｊ レ ｾ￪ｪ ，主

門 己

C P U作動

診 断

伝送系の異常

CPUとのデ- 5 ' 交信チェ y ク

移 報 重普報軽軍手報

多 重 伝 送 に よ り 監 視 盤 に 状 態 、 答 報 、 計 測 値 が 伝

達 さ れ 、 監 視 盤 か ら T U を 介 し て プ ロ グ ラ ム 制 御

が実行される。 表 - 1 および表 - 2 は 、 主 な 機 器

仕様と機能を示したものである。

監視盤には、 1 年 間 の 運 転 ス ケ ジ ュ ー ル を 記 憶

さ せ る こ と が で き る た め 、 ス ケ ジ ュ ー ル に よ る 自

動 運 転 が 可 能 で あ る 。また、 外部接点出力、 R S

- 232C ポートをf寺たせているので、 f也のシステム

へ の 答 報 信 号 の 移 報 や 通 信 制 御 装 置 を 介 し て 電 話

回 線 を 利 用 し た 遠 隔 殿 視 シ ス テ ム の 構 築 も 可 能 に

なっている。

信号伝送

伝 送 方 式 は 、 信 号 線 を 通 じ 、 監 視 盤 内 の 伝 送 時IJ

御 部 と 現 場 盤 内 の T U聞 の 伝 送 ル ー プ を 常 時 パ ル

ス 信 号 で サ イ ク リ ッ ク に 送 受 信 す る 時 分 割l多 重 伝

送方式である。

こ の 方 式 で は 、 個 別 配 線 方 式 の よ う に 膨 大 な 制

御線の数を大幅に削減できるという良さがあるが、

反面「待ち時間」があって、 T Uの l ア ド レ ス 当

たり 15 m 5 という伝送速度から 100 アドレスすな

わち T Uの 接 続 台 数 は 、 最 大 100 台が限度となる。

ま た 、 伝 送 距 離 は 、 最 大500m、総長1000mである

が 、 中 継t曽 幅 器 を 介 す る こ と に よ り 級 長3500mま

i →tcPu での延長が可能である。

今後の展望

什 小 規 模 監 視 制 御 シ ス テ ム で は 、 設 備 の 管 理 運 用

ーボードr....! 刊 面 の 特 異 性 か ら 、 と く に 取 り 扱 い 性 、 保 守 性 、 省

11 ・ : け佐用

(  11'  i  : 寸ユニ y 卜S E 化 を 図 る こ と が 重 姿 な 要 件 で は あ る が 、 今 後

M. ' ‘ 1  は 、 ロ ー カ ル 側 の 自 律 機 能 化 が 進 む と と も に 、 無

人化へと発展していくものと思われる。

図- 2 監視鐙の構成 ( いわさきよしゃ近鍛電気工事株式会社技術部開発担当課長)



① プレハプ化した柱鉄筋の建て込みおよび

新工法による鉄筋の接合

③ はり型枠を内措置した大型床型枠の建て込

み

@  低スランプ高強度コンクリートを使用し

た柱コンクリートのクレーンによるパケ y

ト打ち

中央に軸鉄筋を配した芯筋柱を採用している 。

(2) U 型梁主筋定着法

梁配筋法は、 l 段 4 本を基本形として往主筋と

の納まりを配慮しである 。梁外端部では、上下の

主筋を U 型に連続させた定着法としている。この

定着法の採用により、主主と梁のコンクリー卜の分

割l打設を可能としている。

(3) 高強度コンクリートの垂直 ・水平分割打設

設計基準強度300- 420kg /  cn ! 、スランプ13cmの

高強度コンクリートを密実に打殺するため、柱( 垂

直部材) と梁床( 水平部材) のコンクリートを分

けて打設する。，すなわち、柱コンクリー卜打設時

には梁床筋は組まれておらず、また梁床コンクリ

ート打設H寺には打ち込み高さが梁成しかないので、

十分な締め固めができる 。さらに 、コンクリート

の打設はパケット打ちなので、低スランプのコン

クリートでも確実に打設することができる。

プレハプ化したはり床鉄筋の建て込み⑤ 
U 型梁主筋定着法

L4寸寓i門部

⑤ 往と同様( 乗直昔日材と水平昔日材の分書1) 打

設)

纏体 1 サイク ルの 作業 手順

仁 _ j l

都市開発型の集合住宅は超高層時代を迎え、今

や建築界に第二の超高層プームをもたらしている。

その超高層も、住宅としては、風や地震の揺れが

少ない居住性と経済性の面から R C造 が最適と言

われている。

従来、 R C造による高層ピルは、

(1) 地震国日本では、耐震性に懸念があ った。

(2) 耐震的に十分でも R C造は現場作業が複雑で、

高品質を確保することに問題があった。

(3) R C造は自重が大きく部材が過大となるので、

在来の材料と設計法では合理的かつ経済的な設計

カずでトきなかった。

などの大きな障害があり、敬遠されてきた。

ここに紹介する HiR C工法は、鹿島建設が開発

した R C造 による超高層ピルの建設方法で、従来

はS 造や S R C造に限られていた超高層ビルを R C

造で可能とした画期的な新技術であり、日本建築

学会: l t ・および日本コンクリート工学協会賞 を受賞

している。

(1) R  C 部材の耐震性向上

(2) 超高層 R C ピルの耐震設計システム

(3)  経済的かつ合理的な施工システム

の研究開発を通じて、数多くの新技術・新工法を

開発し、より高層化のニーズに応えるための研究

開発によ って 、現在では40階程度の建物も可能と

なっている。

1 4 3  

R C造の超高層ビル

Hi RC工法

施工材料の頁

敏捷山田

鉄筋工事は配筋を標準化し、その鉄筋をプレハ

ブ化することにより精度の向上、省力化をはかっ

ている。また天候 ・技能工の技術に影響されない

信頼性の高い接合法( スクイズ式鉄筋継手、ネジ

式鉄筋継手、全自動ガス圧接継手) 、および単純で

性能のよい U 型梁主筋定着法を採用している。

型枠工事は型枠を大型化・パネル化し、おのず

から精度向上 - 省力化が可能な工法を採用してい

る。

Hi RC工法では低スランプの高強度コンクリー

トを確実に充填するために、垂直・水平部材に分

苦IJ して、パケットで打設している 。

HiR C工法による建物の工期は、 25階以下なら

ば S 造より短〈、また S R C造よりは少なくとも

鉄骨建方回数分だけ工期短絡が可能である 。

そして地上躯体工事費は、 S 造より 30%、 S R

C 造より 15%以上はコストダウンとなる 。

特徴 2 ・合理的で確実な施工

特徴 1 ・安全で信頼性の高い構造設計

(1)  カジマスパイラル柱 ・芯筋柱

柱配筋法は、主筋12本を基本形としてスパイラ

ルフープとたが式フープを組み合わせたもので、

繰り返し荷重に対して耐力低下が少なれねばり

強い柱である。大きな紬力の生じる柱には、断面

30階建超高層マンション( パークシティ新川崎)

としかっ 鹿島述設株式会社大阪支l苫建築告11¥

工事課長代理 /  
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高度な耐震設計システムと合理的な施工システ

ムに立御した Hi RC 工法は、第 l 号( 18階建) 完

成以来10年以上も経過しており、その優れた経済

性やラーメン構造であるため平面設計上の自由度

が高いなどのメリ y トを生かして、集合住宅に、

オフィスピルに、わが国の新しい超高府ピル時代

を聞きつつある 。

現在、パークシティ新川崎 (30階建 2棟) をは

じめ、 20棟目を飽工中である。

施工状況

カジマスパイラル柱 ・芯筋柱



27日

日本建築協会

月間の動き

定 例 理 事
. A  

2玄

4 時- 5 時半 於本会会議室

出席者

議 事 (1)

佐野 ・足立正副会長ほか 23名

台湾建設業者一行来日の件( 本会会員

を含む)

(2)  大阪建築法制100周年記念事業協力の件

(3) 地銀 ・地業一機造物の動的相互作用と

設計上の問題点講習会協賛の件

(4) ' 87総合建築材料・設備展後援の件

(5) 入退会者承認の件

(6) 報告事項

(イ) 1  A  S  S 国際シ ンポ ジウムについて

(ロ) 創立70周年記念事業「住まいの絵本」

刊行に関する件

村 会 計 報 告

( 斗事業報告

編 集 委

第 1 団法令分科会

員

. A  

"J l ;  

5 日 2 時- 4 時 於本会会議室

出 席 者 押 川 幹 事 ほ か 2名

殺事 (1) r法令コーナー」の企画

(2) r用語解説コーナー」の扱い

第 5 回作品作風小委員会

6 日 4 時- 6 時 於本会会議室

出 席 者 寺 本 副 委 員 長 ほ か 5 名

議事 (1) 掲載状況報告と掲載方法の検討

(2)  rGal l ery J 内容検討・報告

(3) 特集について

(4)  新建築作品の調査

第 3 図書評委員会

12日 6 時- 8 時 於本会会議室

出席者 イ予従委員ほか 5 名

議 ｊｴｾ 9月号以降の企画と検討

第 5 回編集委員会

21 日 4時- 5 時半 於本会会議室

出 席 者 井 上 委 員 長 ほ か 4 名

議事 (1) 8 月号「開発ーその創造的仕掛けの鍵

をもとめて」特集経過報告

(2) 9 月号 r C A Dーその応用と展開」特

集経過報告

(3) 10月号「新しいオフィス空間の構成ー

求められる機能と構成要紫一」特集報

告

(4) 10月号「インテリア・イクステリアー

これからのリニューアルの方向」特集

報告

(5)  青年技術者特集号の件

(6) 小委員会報告、その他

(7) 収支状況報告
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第 5 回広告企画小委員会

26日 4 時 - 5 時半 於木会会議室

出席者 井上委員長ほか 6 名

議事 (1) 8 月号「ツイン 21J 特集、「開発ーその

創造的仕掛けの鎚をもとめて」特集広

告収入報告

(2) 9 月号 r C A Dーその応用と展開」特

集広告収入報告

(3) 10月号「インテリア ・イクステンショ

ンとリニューアル」特集、「新しいオフ

ィス空間の権成」特集広告企画

(4) 特別企画

(5) 収支状況報告

第 2 回構造分科会

28日 4 時 - 6 時15分 於本会会議室

出席者 阪本幹事ほか 2 名

議事 (1) 61年 9 月号 r C A Dーその応用と展開」

特集の原稿調整

(2)  r構造の頁」の企画一11月号以降のテー

マと執筆者一

(3) 62年 2 月号の構造特集の企画の件

建 材 委 員
. A  

2玄

21 日 3 時 - 5 時半 族本会会議室

出 席 者 牧 問 委 員 長 ほ か19名

材料説明 : レフ - E ( 熱線反射ガラス)

担当 { 白書紳委只

議事( 1 ) 今後の検討建材

(2) r新建材紹介コーナー」掲載予定

(3) 新委員( 交替) の紹介

編集後記メモ

- 編集というものは、堺の上を歩いているような

ものです。塀の右{ ! ! I ) はどろんこのぬかるみ、左傾1)

は緑の芝生とい った精図です。 うまく堺を歩き通

せば、内容、収支とも良いのですが、なかなかそ

うはいきません。風がきついと、いつ何時バラン

スをくずして、右側へおちるか、ひやひやです。

よしんぱ、左側の芝生におちでも、オール無事だ

とはいえません。 そういう芸当 を余儀な くされて

いる今日この頃です。

・本号の本文特集は、施工材料分科会の企画から

はじま ったものです。 オフィスの椛成要素やニュ

ーメディアをとりだそうとしたのですが、どうし

ても、計画系の人にも読んでもらうために、「新し

いオフィス空間の構成一一求められる機能と構成

要素」と題して、企画を考えました。設計者の立

場から、不動産の立場から、それぞれ総論的にま

とめてもらい、各論的には、家具a メーカ一、内装

システムメーカ一、セキ ュ リティのそれぞれの立

場から書いてもらいました。内容的には一定のま

〈議

法 制 問 題 懇 談 会

8 日 3  fI寺 - 5 時 於本会会議室

出席者 佐里子会長ほか 4 名

議 事 法 制lに関する諸問題について

29日 3 時- 5 時 於本会会議室

出 席 者 佐 野 会 長 ほ か 6 名

議 事 法 情1) に関する諸問題のまとめについて

建 築 ク ラ ブ

12日 8 時- 9 時 半 於 大 阪 グ ラ ン ド ホ テ ル

J待自市 大阪大学レーザー核融合研究所長

山中千代術氏

演題 「レーザーと未来社会」

出席者 70名

8 月 の 入 会 者(敬称略)

〔団体会民 1 社〕

寄神建設( 附

〔個人会員 11名〕

稲 悶 純 一 乾 啓 二

ＱＯＧＭＧＧＧＷ 汁 ｶＢ ， ｌＭｾￜ 同Ｈニ チモ Ｈ 倒 Ｉ

杉 浦 誠 能里子宮正平1)

( 怯 F 屯 工( 附) Ｈ Ｎｫ 阪市郎市盤備 ｉｾ ｪＩ

中 瀬 勲 ノk 谷 勝 喜

( 大 阪 府 i' J . .大予) Ｈ ｩｬＱ 本建ｾ掬名点目Ｇ支 ｖｩＩ

沼 田 宣 伝 島 I! 'i 

(1株) ｉｉｌｩ 利 ｊ ｾ ＮｬｴＩ (1附 昭 和 設 計)

〔准会日 1 1'，)

穆 文 娘

Ｈ 大阪五 ￭ｾ ｩ 大 ＮＮ ［ＺＺ Ｉ

角 方 利 幸

Hr:七・相i市鞍{ 闘公[，ij )

中 川 佳 久

Ｈ 安 ｉＱ ・ ｩｬｬｾ ，［ｾ， ｬｴ Ｈ 判 Ｉ

鎌 印 雅 弘

(l t.IJ IIfl 布I JIi，!t) 

d多

とまりをみせていますが、変容のいちじるしいオ

フィス空間のこと、数年先に新たなメディアが採

り入れられることになるかも知れません。

. いま与えている本文特集のテーマとしては、子7

年技術省、インテリアに関するリニューアルなも

の、腐食にl刻するもの、入浴や健康に関するもの

です。 いずれ、本文に登場するべ く、準{'I'I を進め

ています。

来年 3 月には、本会創立70周年を迎えますので、

その記念事業として、記念式典、表彰式、講演会、

祝賀会のほかに、「すまいの絵本」の出版、関西の

主主築家の単行本、住宅作品の変遷などの展示会な

ど企画中です。 また、新しく設けられるものとし

て、「日本池築協会賞」の表彰制度があります。 3

月号も 70周年記念号として出したいと思 っていま

す。記念事業のためには相当の募金を集めなけれ

ばなりません。記念事業の詳しいことはいずれ会

告で発表されますが、そうい った怠昧で忙しくな

りそうな年度末です。 ( 松ガエ記)



内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市中央区北長狭通4丁目 2番4号(英和ピル)

電 話 神 戸 (331) 0881- 3 

支 庖 大 阪 市 北 区 西 天 満2丁目6番8号( 堂ピル5階)

電 話 大 阪(364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市東灘区御影石町 4 丁目 (電話811-3610)

テトカッパー防水

• 似j 水 専 業 の 研 究 絞 験 か ら 生 れ た す く な い 資 源 的 パ ー7 ェクトな似j 水 1Mです.

ニ の 防 水 層 は ( 一 層 防 水 ) 地工するだけで. 防水は完盤です。

ｰ 品交変化に仰ぴがなく、柔軟性に ￭［｜ み、面「再量、両， ｴｾ 品性にｻ憂 ｉｬ 、腐蝕しませんＮ

コーパータイト 新工法

カッパー防水帯 オク日ン防水帯 プレノテクト吹付工法

還議

奥山化工業株式舎枇

本 社 東 京 問 中 央 区 掛 獲8- ‘ - 9

太阪司匹暗所 大阪市憧川区東三国6- 1- .1

t・E 肯 集 所 崎 玉 県 楢 川 市 東 1- 3 - 30

厚木出張所 伸奈川県草木市世田 259

名古園出師 名古且市南区軒: Q: 町33

九州出彊所 佐賀県佐賀町蹄宮町大字路富 ;''''50

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東洋シャッター株式会社

本社: 大阪市東区両持田T l - 1 2 日生ピル 含 (943) 6571代 表

東京・償浜・盛岡・仙台・水戸・静岡・岡崎・名古屋・富山・大津・京都・神 戸・広島・高松・福岡他全国主要都市
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空 鯛 ・ 衛 生 設 備 の 頁

空気調和・給排水・衛生・防災設備 設計・施工

令 部 朝 日Z 業社

本 社 東 京 都 港 区 浜 松 町 1・25- 7  電 話 (434) 6171 ( 大代)

大 阪 支 社 大 阪 市 淀 川 区 加 島 1- 58- 59 電 話 (302) 2 2 7  I ( 代)

支 底 北 海 道 ・ 東 北 ・ 名 古 屋 ・ 中 国 ・ 九 州

営 業 所 剣 | 路 ・ 函 館 ・盛 岡 ・ 償 浜 ・ 静 岡 ・ 京 都 ・ 神 戸

震災詞汚禁処造設計地工

φ 幻 大 阪 城 口 研 究 所

取 締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 角 田 町 2 番 15 号 電 話 大阪 372局 7151( 代 )

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 電 話 京 都561局4944 ( 代)

神 戸 市 中 央区 下 山 手 通 6 - 2  - 8 電 話 神 戸 341局 5 8  9  2  

電気・空調・衛生・防災・産業廃水設備

設 計 施 工

- 大 阪 電 気 暖 房 株 式 会 社

本庖大匝本祉 大阪市西区江戸掘 l 丁目 9li1' 25号 〒 550 電話 (06)441守 8231( 大代)

東京本社 東京都中央区銀座2丁目2番 17号 〒 104 電話 (03) 535-5251 ( 大代)

支 社 名古屋・縮問

支 唐 札帆 ー仙台新間大宮千装 備浜金沢 ー天理岡山・広島・高松 ・熊本

営 業 所 帯 広 函 館 ー青森・# : 悶・盛岡・前編 ・ 長 野 静 岡 豊田 滞 ・

宮山 福 井 京都‘ 神戸・白草山 ー松山 高知l 北九州 ・鹿児島 ・

郁朗

出 張 所 地川 徳島総江・徳島長崎・宮崎

海外支底 ンンガポールホンコン スリランカ

. 給排水衛生 ・冷暖房

・空気調和枝備 ・その他管工事一切の殺計・ 8盤工

⑮ 斎 久 Z 業 株 式 会 社

本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町2- 6-2 ( 日本ビル)

電話 03-( 270) ー7411附

大 阪 支 社 大阪市北区中之島4- 2- 38 電話 06- (443)  5041附

支 庖 札 幌 ・ 岡 山

営 業 所 仙台 ・千葉 ・機浜・名古屋・金沢・四国・広島 ・福岡

出 張 所 福 井 ・ 倉 敷 ・ 松 山 ・ 宇 都 宮 ・ 静 岡 ・ 苫 小 牧

空 気 調 和 設 備 / X ' ¥ 環 境 衛 生 施 設

給 排 水 ・ 術 生 水 道 ( J 冨、 l 荷 役 選 織 機 械

電気設備 ｩ 可ｾ
腕 房 ¥、_ . / 化 学 鉱 山 機 械

三機工業株式会社

取 締 i' Ht 長 玉 置 純j削 1¥

大阪支庖長 杉 j甫 敏 郎

大阪市東区北浜 2 丁 目 2 2 俳地司! . !孟 大阪 (202) 代 表 3071

本 府 東京・日比谷 三倍ピル

支 1汚 名 古111 九州 ー北海 道 中 国 東 北 北 陸 四 国 ・ y ンガポール

営 業 所 術 浜 静 岡 . n回・岡山・金沢・新潟 ー香 港

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備投 計 施 工

φ 三建設備工業株ま奮赤土

大 阪 支 底 大 阪 市 北 区 紅 侮田T 3 番 5 号 ' ，! i : ，活 ( 352) 1 1  3  1  ( 代 )

本 社 点 京 都 中 央 区 日 本 僑 蝋 殺IIIT 2  - 22 '; 丘話 ( 667) 3431 ( 大 代 )

支 社 名 古 屋 ・仙 台 ・札 峨 ・広 島 ・ 福 岡 ・金 沢 ・新 4勾. li'Iii 兵
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。 株 式 会 社 三 発 空 調

本 社 大 阪 市 *1豆城見ツイノ 2WI D タ ワ ー 電 話 06- 949ー 1371

東京本庖 東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 新 宿 住 友 ピ J レ 電 話 03- 344ー 1911

大 阪 本 庖 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁目 13番 20号 電 話 06- 363- 1371

支 庖 仙 台 市 大 田T 2 丁 目 2 番 10 号 電 話0222- 61- 3002

名古屋市中村区名駅南2丁目 14番 19号 電 話052- 581- 8571

広 島 市 中 区 紙 屋 町 1 丁目 2 番 22号 電 話082- 247- 4535

福 岡 市 中 央 区 大 名 2 丁目 4 番 22号 電 話092ー 761- 3795

出 張 所 背車初日・宇都自 F草川崎描浜富山福井京臨神戸怯江市松下関品本鹿児品ー沖縄

cl eanOi r  
丸

02要望壬j票依烹7舎fさ

ｾ＠ 空 間 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

官 暫 よりよき環境へ緩衝で挑む一一一一

- 株 式 会 社 糧 珊
( . 1 町 四 回 目

本 社 大阪市南区瓦J訓 T2丁目 11"1昨16号 ( オートセントピル1 . 2 暗)

郵便併号542 m話 大 阪 (06) 768- 5  0  3  1 代表

メンテナノス部 電 話 大 阪 ( 0 6 ) 7 6 8 ー 1 6 5 1 代表

点 京 支 府 東 京 町i千代田区 九段南2丁目2番5号 ( 九段ピ Jレ2 - 4階)

郵便徐号 102 電 話 東 京 (03) 262- 3  2  4  1  代表

一

大

和

慨

す

ノ

;
也

知

則

/

m

z

a刷

、

~

ま

I

¥

蹴

斗

:' 1'  jli y 噌広 刑 事 割 引 '(1' ぜ 西 町 宿1 b  I  含 ，3 344  I W， 1¥. 1丸 太 間 本 社 合 ()!， 448 3，.Q3 代

ス 間 受 H τ. .  η". 噛 引 代 吾首 ＧＢ 玉畠 Ｂ， Ｐ ・ ｾＲＭＲＱＱＧ 1ら あ 代 中 国 王 庖 宮 崎 2. 247. ｾｲ ， ＴＱ＠

九州全: 6 -::r '" 431 2147 H  ａＺ ｴｉ町 所。 ｾｴ ｲＢ ，Ｑｉｉ Ｑ 惜 Ｆ ・ 神 戸 ・ Ｚｏ［＼ｾ ・ 岡山 田

空 気 調 和 ノ〆、¥

紅:1) 1:ノJc 衛生 『 丈 ンF

第ーエ索株式会社

大 阪 支 庖

大 阪 支 庖 〒 530 大 阪 市 北 1><: 附 天 満 3 J 日 6 待 1

，'11，!;T; 0  6  - 3  6  4  - 6  6  6  1  ( 代表 J

本 社 〒 100 ! 反応打1I 下 i ¥: fU1，( J Lの 内 3 r  R  3  i件 1 ，}  

治 活 0 3 - 2 1 1 - 8 5 1 1 ( 代 表 )

搬送険設備

設 計 施 工

ガス設備の設計・施工のご相談は

大阪ガス指定工事会社・大阪ガスイ主設機器特約庖

。大晃設備株式会社

本社: 設備部

大阪市北区内天満 5 - J ] - ] 2 電 06- 313- J 846

大 阪 営 業 所

枝 方 営 業 所 枚 JJ 市甲斐問点目r9  - 3  電0720- 49- 2128



ｾ＠

rmaoal l 戸3
空 気 調 和 設 備=ー

設 計 施 工

換 気 ・ 除 塵 設 備

東 洋 撚 工 続 編 豆 電 舎 紙 大 陪 安 値

大 阪 市 西 区 靭 本 町 3 ー 1 - 2  7  T  E  L  (443)  8  0  7  1  

本 社 点京郎中央区京締 2 丁目 9 T  E  L  (562)  1  3  5  1  

支 唐 名 古 屋 ・ 福 岡

給・排水・衛生・消火・暖冷房設備

おお西原衛生工業所大阪庖

大阪， 11大泌 lベ'!ri lt 6  r  118 /[¥: 4  ;; 電 話 大 阪 ( 458) 3628番

支 底 . ';:;" $ 所 福岡・京都・天理・川 jJy

暖 ・冷 房 ・ 空 気 温 湿 度 調 整 装 置

回 設 計 施 工

高 砂 烈
品ｾ
四千・

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 芝 田1丁目 4- 8 (北 阪 急 ピ ル 9 階)

電 話 大 阪 (372) 2  5  1  1  (代表)

本 社東京都千代田区神田駿河台 4 丁目 2 番 地

ｭ 巴包 ｾＨ｀Ｘｾｾ 胎周回砂ロ ＢＲｊｾＨｊＯｾｲｬＱ

書 慶 大 寄 金 日 本 板 金 工 業 組 合 連 合 会 大阪支部

E也 大 言 社 団 法 人 日 本 建 築 板 金 協 会 大阪支部

儲 大 阪 府 板 金 工 業 組 合

理 事 長 福 本 大 元

〒 530 大阪市北区西天満 4 丁 目 Z 帯 4 -f} 電話 06- 364 ＭＳＷＷｾ 的

白れり
住 ま い の ガ ン 細 胞 、 し ろ あ り 公 害 を 未 然 に 防 ぎ ま し ょ う 。

① シロ 7 リ 予 防 ・駆 除 ・施 工 ( 10ヶ 年 保 鉦付 )

I サ ン ブ レ ザ ー ( 予 防剤 腿 定 )

① 製 造 販 売 { サ ン ソ イ J レ( 土 i量処 理剤 )

I P Gスケヤー( 加[ Ei主入防腐 木 材 土 台 ・大 曳用)

山 陽 木 材 防 腐 株 式 会 社

大臨書揖南千 541 大 阪 市 東 区 北 混 3 丁 目 7 惜 安 ピ ル 冒06-23ト 64由

化 成 品 師 〒 101 東 京 都 千 代 田 区神 回 調 田 町 ト26 芝 f雷 神 田 ピ ル O03-254- 国 31

⑨日本管工業株式会社

本社車京都支庖 京 都 市 南 区 西 九 条 盟 問 町 2 0  lIf j 也 の 1

ＱｬＡ［ｾ孟 Ｈ ＶＸＱ Ｉ 5  1  0  1  - 5 ・夜H円専用 ( 691) 1045 

大 阪 支 底 大 阪 市 北 区 天 満 1- 5- 20 電 紹 ( 06 ) 352- 350H間

三 貨 支 底 i宮 市 栄 町 2 - 1  1  1 電 話 (0592) 26- 361例。

四日市営難所 四 日 市 市 西 末 広 町 電 結 (0593) 53- 743H的

滋 賀 営 難 所 大 浦 市 中 央 2 丁 目 ← 28 電 話 ( 0775) 22- 9738(問

<<+'iiØ• ｩ 毛ｾｂｊｦｉｩ嗣 ｓ

da:...ー...
J mJ  

③域j謀議持部

c1l 

営業種目

空気調和・衛生設備工事・設計・施工

平山玄葉桜i : 令駐

大阪市西区江戸沼1丁目 22番7号

tt 06- 441 - 1994 ・443- 0331

Standard 

@園

Board &'Slate 

東村

フ タ バ 工 業

活字のない印刷

⑨日本写植印刷株式会社

神 田 都 義

本 社 〒545 大阪市阿倍野区阪南町7-5-30 ' l t a  (606'  1111 代

日本写値セ ンヲー 〒 ＸＹＲ 鹿児島市名山田 ｔ Ｔ Ｍ Ｗ 三宝ビ ｊｾ ' It ω9 2  (26)  4371 

津山写樋セ ン7 ー 〒708 ;章山市大手町8番S号機範庖会館 ，ω682 (4 )  1771 

沖縄写樋セ ン7 ー 〒蜘南風原村兼城 沖縄 印 刷 団 地 雷制 8 (55)  61∞ 
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電 気設 備 の 頁

設 計 施 工

⑤ 

気 株

電 気 設 備

設 計 施 工

栗 原 工 業 繍 式 会 紅

電 気 ・言十装 工 事

ーを
社

ム一

A
式電陽朝

士

本 社 太阪市北区中之島 3 - 2 - 4  明日 ピル T EL  }c阪06 (385)  1361( (1; )  

大阪営業所 T E L  ｫ 阪 ＰＶ Ｈ ＳＸＵ Ｑ Ｑ ＳＶ Ｑ Ｈ Ｈｾ Ｑ 京都営鎌所 T E L  ，;( !iIl 075(3111 1185((I; 1  

東京営業所 T E L 車京03(57410 6  6  5  福岡出張所 T E L 偏向092 ( i71 1  6  1  6 8  

貴本山代 表 取 締 役

英

大 阪 市 北 区 角 田 町 1- 1 東 阪 急 ピ ル T E し0 6 - 3 1 3- 1 101

支 l苫 東 京 ・名 古 屋 ・舞 鶴 ・京 都 ・天 王 里

大 阪 商 ・神 戸 ・ 広 島 ・四 国 ・九 州

信原栗取 締 役 社 長

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

横 田 幸

社

電 気 工 事 設 計 施 工

株 式 会 社

大阪支社長

大阪市東区高腿矯五丁目 二 八1 s : . i 也電話大阪 ( 202) 0325- 9 番

本 社 東 京 都 千 代 間 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 札 幌 ・ 仙 台・ 丸 ノ 内・ 名 古 屋 ・福 岡

営業所 ・出張 所 全 国 主 要 郎 市2 ヶ所

社

庖

本

支

出 張 所

電気・計装・空調工事設計施工

限り なきク リ ーンに 挑厳する Ｎ ｾｉ

電 気 設備 ・ ク リ ー ン ル ー ム ・冷 暖 房 設備

給 排 水 衛 生 般 繍 ・ 富十装串IJ 御 設 備 ・ 立 体 自 動 倉 庫

エ ネ ル ギ ー 集 中 監 視 シ ス テ ム ・回 転 式 自 転 車 置 渇

設 計 施 工

17- ; 7 ト橿貫工: ，; 三J二 戸J レ ヲ 崎 武Q I t

本 永

大 阪 市 北 区 西 天 満 5 丁 目

T Eし 0 6 - 3 6 4 - 3 0 5 6  (代)

東京 ・神戸 ・広島・岡 111

名古ぼ 問 ILJ ・札 幌 月 小 牧 ・浜 松 ・滋 賀

J;T t，11・1:百砂・ -=. Ｑ 点 Ｎ ｬｾ 山 総ｩｊ ｉ ・ 新居浜 ・ 傾向 ・ 沖縄

1ft: 3 号

、当ユ

1旦
はl取 締 役 社 長

社

支 ! 主

事 業 所

会込

イド

三室電機械式会本土

取 締 役 社 長 諮 納 f云 二三

〒530 J.;. 阪 市 北 10( 両 .1<11・2 - 6 - 8 (常 ピ ル1 T E L  06(3641  1  4  7  1  

T EL EX  523- 3  2  8  7  

〒105 )$( ，;( Iin港 10( 開 情2- 16( ふ L ー 附 惜 ピル 1 T EL  03印刷 10 2  3  1  

T E L E X  222- 6  7  2  4  

干 462 れ 8 J"'t t  ｉ ｉｩ北 ｉ ｏＨｾ 岨 ｲ 1112  - 14 T E L  052(9911  5 1 3 1  

〒657 神 ド 市曙 10( 1"1川中町 1-2-9(エ ピ ス ピ ル 1 T E L  078( 8811  5  5  7  1  

&  

本 社

東 京 宣 底

名古 屋 支底

神 戸 支 底

テラゾーブロック

テラソータイル

各 種 カ ラ ー 平 板

株式会社旭大理石工作所

電話 (06)954- 6661代表

電話 (07746) 2- 0  3  7  4  

電話 (08699) 3・ 1 3 6 5

干535 大阪市旭区中宮 1丁目 10番 9 号

干610- 03 京都府綴喜郡田辺町大{主

〒709- 04 岡山県和気郡和気回T大字原

本社工場

京都工局

岡山工局

一 一誠実と技術でお応えする一一

。 住 友 電 設

取締役会長 小 林 四 郎

取締役社長 代 谷 正 元

本社 Ｏ 〒 ＵＵＳ 大面積掴島巨橿島 Ｗｔ ｾＲＲ Ｍ Ｘ ，， ｾ 曲ｈ 臼 Ｍ ＱＱ 日 Ｈ 大代 Ｉ

東京 Ｏ 〒 ｉｾ 東京園通 ｅ 芝 Ｒ 丁目 Ｒ Ｍ ＱＷ " 佃314制ド乃II (大代)

・酷蝿工事 ・プラント工，

ピル電!!¥II! 蝿工事 空 調 工 事 ・情報システム工，

工唱電量置構工事 組揖水面生工事 先E 造システム工 事

防摺電量昌司工事 持 録 配 曹 工 事 CATVシステム工事

計 量 工 事 渦防車置誼蝿工事 事圃アンテナ韮置工事

ナニワ媛勾 12ii
3 寸緩勾最適軽量水止付 (空葺) 瓦

ナ

ニ

ワ

E

株

式

会

社

タイル工事施工

⑩ 25川 岸 窯 業 商 底

興

代表取締役 土 井 敏 裕

大 阪市北 区 西天 満 2 丁目 6 - 8  (堂ピル 7 階)

'm ，15 ( 361)  3  6  7  1  (代)

東 京 ms 中 央 区 日 本 紙 箱 崎 町 20 (JI: 5 号

電 話 ( 671) 1  4  7  8  (代)

川 崎 ・ 相 僕 原 ・ 槻 滋 賀

内外産建築用大理石

花 闘 岩 ・ 其 ノ 他 石 材

ネオパリ工

」ー

令ｾ
，、1' -

帯 ＵＵＰ 大 ｬｾｬ Ｂ ｩｬ ｬｾＱ 烹 河 本 町 ｬ ー Ｑ ＳＭＳＳ

m活 大 阪 06(532) 代0461 .;;;，550 

天 理 市 丹 波 市 新 町 50

宇土本

天理営業所

、主主

:lE. 工

富士造園土木詰

計 施

吾/ L

日又園

⑧ 

模型製作 l  

石 代 模 型 ・ ア ク リ ル 模 型 製 作目

干 665 宝塚市山本東 2 - 6  - 17 

電話 0797- 88- 0501附

宮岡建築模型製作所

干 103 可l I l I Hm火IバIIIl I、

_ l t XlI il ilI t i1i1.W ! M: tl l txllilillti1ilil ・
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曹マスヲーピ ｊι ヲｾ～揖式会話
販売元 ｊｉｃ モ ｲＧｊｾ 宥句眉量制Ｇ民事常重量 ｚ 最主

年 社 / 東 京 郎 港 区 六 本 木 3 - 1 6 - 2 6 ・03- 回 2- 8811

大阪世集所/ 大 阪 市 東 区 北 浜 3 - 7 ・06- 202- 3294 

特 殊 壁 装 材 製 造 販 売 和室に最適

一一一一ー・繋楽壁紙・ホクシノン (無機質壁紙)

trl 司( 株) 踊0ヨコ! ] C::2

渇

一

二

工

第

第

。 Ｎ＾Ｑ｟｜｜ｊｾＭ 横代の断熱用シｾ人
1るョーペ-. .  .... J -d1み

目n/'.' イナ11ーシートP

目豆電線様式曾批判期軒畑臥側2 J 13宿泊{ 干代田ピJレ)

営 業 種 目

・防 水 工 事 塗 布 防 ボ ・シート防木 ・モルタ Jレ防水

・樹脂注入後着工法 各傾樹脂注入後者怖修工

・ 亀 裂 補 修 工 事 各 種 樹 脂J主人・充填 ・コーキング

・ シ ー リ ン グ 工 事 シリコン ・チオコール ・ウレタン ・アクリル

・吹 付 工 事 アクリル・リシン ・弾性 タイ Jレ・その他

。建 殺 築 許 可 大 阪 府 知 事 許 可 ( 般 - 5 3 ) 第 5 12 2 5号

。日本シーリング工事業協会身員

大 阪 市北 区末広田T 3  - 2  1  ｉｾ ι 、品ＮＺＱＺＺＮ ｲａＭ ｾτ 主主
皇制地所周町ピル201 s  14"2: 1  fof"τ +守 宮 ? 司 門7 4 J T I

T E L  0 6( 3 15 )0 7 0 1  ，.-・-， ・... #-・・..-、r#・

デンカC S Aファミリー製品

・千二J nCSA… … … … … … … … … ーコンクリートのひびわれ防止に

( 膨張性混和材)

・子二J n弓ヌヨニJ ……………………・鉄骨ベース、

( グラウト用無収縮材)

ＮＺ［Ｚ，二 ｊｮ 司 ｆ ＺｬＭ子吻ＧｊｾＮ…………・…コンクリー卜躯体の漏水補修に
( 止水 ・補修 用急硬セメント)

・安ニJ nES. … … … … … … … … - … … 地盤補強用薬液注入

( 土質安定用急硬材)

・ 寄 与nrl ooo……. ..・ H ・- …………コンクリートパイルの早期出荷と

( 製品用超高度混和材 ) ハイモメン卜製造用に

逆打部の充填モルタルに

電気化学工業株式会社
ネ土

T E L 本社・京都・網野 ( 0 7 7 2 7) 2 - 2 2 2 0  

舞鶴 ( 0773) 7 6 ー 0 1 3 3

会式業 株産
由

京浜

近 畿 地 区 販 売 底

A. .  

ｾ＠株業産浦金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社 ネ土式

4 4 3 - 6 1 8 1  T E L 大 阪 ( 0 6  )  

株 式

3 3 2 - 6 8 6 1  

2 7 2 - 8 5 0 1  

(  0  6  )  

(  0  3  )  

大 阪

東 京

T E L  

T E L  

社/ 本コト

-
-圃・・

社

A . .  

-;z:i;' 式産 株洋 物光 ネ土

. A.  

A  
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8 3 - 2 3 8 1  T E L 滋賀・守山 ( 0 7 7 5 )2 5 2 - 6 0 0 0  T E L 大 阪 ( 0  6  )  



需品車問: T t I J I !J 9J 乱暴ヲJl

半 世 紀 の 実 績 が

誇 る 技 術 と

戸 フ タ ー ケ ア ー /

WIIIII糊11111111制l糊 111111'11111柵 1IIIIImlm酬 rlllm

E宣言十者と現場マンのためのわかる溶接

12溶 接 読 本 |

井 上 博 著 85 ・157頁 定 価3，000円

施工しやすい 井 上 博 ・北小路宏共著

|差配 筋 読 本 ・ 改訂版|

85 ・162頁 定 価3，200円

建築技術者・ピル管理者のための

|笥内外装の損傷と補修!

同編集部編 85 ・289頁 定 価3，600円

各種建築構造の計画 ・設計に役立つ

|建築構造計算資料集|

(全 8 巻 ) 中 川 淳 編 著

いろいろな建築構造の計画や設計に役立つ実

用便覧として、最新の情報をふんだんに盛り

込み、 一貫した方針のもとでまとめたわが国

建築界はじめての構造計算資料集。

l 巻鉄筋コンクリート構造鱗( 1)

85 ・2'0買 定f面3，800円

2巻鉄筋コンクリート構造篇(2) 11丹上旬尭売予定

3巻鋼術造篇(1) 85. 225買 定 価3，2∞円

4巻錦構造篇(2) 85 ・目6J 1 定価3，500円

5巻鉄骨鉄筋コン? リー卜構造篇

85'  208頁 定 価3，200円

6巻基礎構造鱗 85 ・2'9買 定 価3，800円

7巻終局耐力篇 85 ・247買 定 価3，800円

株式会社建築技術

⑤ 160 東 京都 新 宿 区北 新宿

1- 8- 1 中島 ピル

70 

長 尺 物 ・ 色 彩 豊 富 ・ 責 任 施 工

品 種・オリエンタJ レカラースーパーメタル ( CSPM)

・オリエンタルスチールライト ( 5 T  L)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

i皮 板 規 格 ｓ 小 ｩ 皮・ ｓ 大 波 ・ ｖ ｾ 皮・ボ ッ クス波・ ｗ ジャン ポ波・ ｖ デ ッ キ

sv ジ ャ ン ボ 波 ・ ボ ル ト レ ス ル ー フ BL . 其 の 他

用 途 平板・波板・棟包・雨押類・苔樋・竪樋・軒樋

各種換気装置〔モニター・ベンチレーター・ムーパー・ヱキゾスター( 強制) )  

ボーロイド( 断熱材 ) D. G. K. ※ カ タ ロ グ を 御 請 求 下 さ い

鶴市 I J I !J 9J l J 9J l 製造跡式会祖

大 阪 本 社 干660 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 26 松 本 ピ ル 屯 話 大 阪 ( 0 6 )412 - 5131 ( 代)

支 庖 及 工 場 大 阪 ・九州、| ・名 古 屋 ・広 島 ・来 粂 ・メIJ 谷 ・姫 路

東 京 本 社 及 工 場 〒335 厳 市 塚 滋 5 丁 目 6 番 32 号 電 話 蕨 ( 0484) 42 - 3115( 代)

支 l吉 及 工 場 東 北 ・点 京 ・関 東 ・熊 谷

次 定価 1，000円No.423 

医 翠 翠 物版胞の場合

21世紀へ向けてのインテリア設計
北原 進、a

1.  X 形 配 筋 柱 の 設 計 法 . . . ・ 市: a : ・1九.

II. ウ オ ー ル ガ ー ダ ー 付 き

X 形 配 筋 柱 の 設 計 ..... ー 辻 英 ・ほか

I I l . 学校建築における X 形

配 筋 柱 の 設 計 ・ 施 工 ー........ 木村克次、-

N. ニ 方 向 × 形 配 筋 柱 の 開 発 ‘  '，':r : J 附fι 11b'

- サ ン ト リ ー ホ ー ル の 設 計 ・・・ 佐野正 J ら

・ 公 団 住 宅 に お け る 検 討 例

高 耐 久 住 宅 の 実 現 に 向 け て ー工雌l明治、-

・L ANの 現 状 と 将 来 ... . ............ .. .... ... . ..........( 誠 学

・ 建 築 ラ イ ブ ラ リ ・ プ ロ グ ラ ム

( BUI LD- Ul )  ・…・ 0 ・ e ・ ・ 深JI' 1' -汽.

・ 建 築 物 の 発 生 集 中 交 通 特 性 ー・・ 0 ・ 浅野光行 11b'

・ そ の 後 の 英 国 Ag r e me n t の ゆ く え ・0 ・H 検本 発

ｗｉｉｉｉ 晴樹 Ｑｉｉｉｉｉｭｬｬｬｬｬ 酬 ｉｉｉｉｉｗｉｉｉｊ 棚 ｉｉｭｾ 棚 Ｑｉｉｉｉｉｬ

胴

帥

M

m

備

3

没

幅

削
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世
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備
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日
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.
試

鱒

「

建
霊
臨
築情

井上 1専 著 85 ・171頁 定 価3，200円

わかる設備シリーズ第 2 巻

|室 電 気 読 本 |

井上 1尊著 日5 ・217頁 定 価3，800円

山形骨組の応力計算はこの一冊で

|山形骨組の応力計算|

L  

筒井助幸著 A5 ・210頁 定 価3，200円

うっかり間違える構造力学

井上允彦著 86 ・93頁 定 価 1，200円
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企画: 日本建築協会

置 圃 固

基本糟建築

職業訓練大学校教授 矢 吹 茂 郎 著

とかく敬遠されがちな墓準法の諸問題を読みやすく解説

- 幅広い経鍛のすべてを込めて奥深い諸問題を説く

建築基準法の錐しさは ，設計，行政，司法という三つの

面から出る多様な問題を，どう一つに止揚させていくか

にある. 本舎では，様々な問題を事例をあげてわかりや

すく解き明かす. 著者の幅広い立場上の経験に審査会の

裁決等も加え，単なる法規の解説ではなく，内容にも突

っこんだ形で編集した . 基準法諸問題解決のための好著

四六・ 224頁・定価1800円

| 好評発売中 |

T QCか ら 見 た 建 設 業 問 題 解 決 の 決 め 手

荒木睦彦著 / 四六・ 192頁・定価1600円

躯体工事監理のチェックポイント 100

須賀好富蕃 / 四六・ 224頁・定価1800円

パ ソ コ ン 会 計 術 設 計 事 務 所 編

西部明郎著 / 四六・ 224頁・定価1800円

準法の実際

内容概略

」 一 一 一 一

・敷地の定殺と用途上の可分 ・不可分

・道路の定義と位置指定

・地域指定と建築規制

・土地利用 と容積制限

・斜線制限と絶対高さ

・総合設計制度と容積 ・高さの緩和

・地域による防火規制の変遷

・地域がまたがる場合の問題点

・長屋と共同住宅

・居室の採光と有効の算定

- 火災の拡大防止と防火区画

・排煙設備の有効性

・仕機舎規定と性能規定

・建築基準法最低基準論

・隣地境界線と外壁後退

・建築石在認の法的性質

・確認審査および検査の省略

・消防同意と建築基準法

・行政指導と確認留保の限界

・その他. 2H毒

建物の値打ちの高め方ビルマンションの新しい評価法

小林i膏周著・四六・ 208頁・定価 17∞円

• 

空 調 設 備 の ト ラ フ ル50 建築に携わる人へのヒン ト

建築設備トラブル研究会蕃・四六・ 224頁・定価1800円

衛 生 設 備 の ト ラ フ ル50 建築に携わる人へのヒント

建築設備トラブル研究会著・四六・ 224頁・定価1800円

〈目録進呈〉 6 学芸出版社

〒600 京都市下京区木津屋精通西洞院東入

T  E  L  075 (343) 0  8  1  1  

企画: 日本建築協会

園置固| あなたもアイデアマンになれる

マンのアイデア発
四六・ 224頁・定価1800円

マンシヨンバルコニー手V りを

先伺けできG いか

2 認

金属工事ではコストを大きく左右するアイデアテーマが多い

. +&TI好評発売中 |

戸田建設株式会社 合 原 一 夫 著

厳 し い 時 代 を 生 き ぬ く 原 動 力 は ア イ デ ア だ グ

・どうしたら施工のコストが下げられるのだろう?

・どこを改善したら現場がスムーズに動くか?

厳しい不況からの脱出を目指し，各社ともコスト ・品質競争に必死である. 本

舎は， そうした現場で生かせる施工のアイデアや，盲点にな っている改善テー

マなどを数多 く集めた また，どうすれば役立つアイデアが得られるのかなど，

日常生活や職場でのアイデア発想法などを提案. ftlJ 実行に移せるアイデアの本

• 
T QCか ら 見 た 建 設 業 問 題 解決の決め手 建物の値打ちの高め方ピルマンションの新しい評価法

小林清周著・四六 ・208頁・定価 1700円荒木隆彦事f l 四六 ・192頁・定価1600円

躯体工事監理のチェックポイント 100

須賀好宮著 / 四六・ 224頁・定価1800円

パ ソ コ ン 会 計 術 設 計 事 務 所 編

西部明郎著 / 四六 ・224頁・定価1800円

空 調 設 備 の ト ラ ブ ル50 建築に携わる人へのヒン ト

建築設備トラブル研究会箸・四六・ 224頁 ・定価1800円

衛 生 設 備 の ト ラ ブ ル50 建築に燐わる 人へのヒン ト

建築設備トラブル研究会著 ・四六 ・224頁 ・定価1800円

〈目録進呈) 6 学芸出版社

干600 京都市下京区木津屋橋通西洞院東入

T E L  075(343)  0 8 1  1  
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ｾ＠ ｲ 建築と社会」誌 パック ナ ンバ一一覧 ｛ 昭和 ＴＲ 年 ｾ ＶＱ 年｝川

パ ッ ク ナ ン バ ー が そ ろ っ て お り ま す 。 購 入 ご 希 望 の 方 は 日 本 建 築 協 会 ま で ( 電 話0 6 - 3 4 8ー 0635) お 申 し 込 み 下 さ い。 パ ッ ク ナ ン バ ー は 特価 以 外

￥ 750( 58年 4 月 号 以 降 は ￥ 950) で す 。 な お、 郵 送 料 は 実 費 い た だ き ま す。 年間 購 読の お 申 し 込 み も 応 じ ま す。

- 印は うE号

よ¥き l  2  3  4  5  6  7  8  9  10 11 12  

.  
日 本 建 築

第 14 回
昭和42年

国 立 劇 場 建 設 機 械 協 会50周年 社 会 と 建 築

都 市 と

住 宅 と 設 備 生 産 施 設

モントリオ

建 設 資 金 最 近 の 外 装 逮 築 と 生 命

( 48集 )

記 念 号

流 通 空 間 ー ル 万 博 青 年 建 築 家

.  .  .  .  
昭和43年

都 市 生 活

都 市 の

50周 年記 念 幼 児 範 設 教 育 施 設 医 療 施 設

都 市 交 通 都 市 供 給 群としての 都 市 の ア 第 15 回 新 都 市 計 画

( 49集 )
、、こ、、 σ) tl;

事 業 記 録 号

施 設 処 理 施 設 住 居 クセサリー 青 年 技 術 者 法 の 諸 問 題

.  鉄筋コンク
計画と住民

.  
建向築一現史代の方に

建 築 行 政 転 換

.  .  .  .  

昭和44年

建築産業の

ト梅造

一中膏sか ら

老 人

に 期 待 しつつある

解決をせま

海 洋 開 発 民 家 の 系 譜 第 16 回

九州からの

( 50集 )
耐 震 設 計 の

と す ま い
よみ がえる られる公害 報 告

材陣造と方向 再 検 討
の 報 告

過 去 一
す る も の 住 宅 生 産

問 題
と保存計画 青 年 技 術 者

.  
山陽・山色|

昭和45年 現 代 社 会

建 築 と 安 全

日本万国博 設 計 の グ ッ ドデザ 高 層 建 築 欧 米 に 建 築 家 の

工 事 計 画

ア イ ベ 第 17 回

( 51集 ) と は 何 か と技術開発 システム化 イ ン 運 動 問 題 おける契約 課 題 と 責 任 ロ ッ ノマーー青 年 技 術 者 か ら の 報 告

代住宅の総- 6括0年と
都市エネル

.  
昭和46年

ギと無公害 建 築 基 準 法

都市生活と

企 画 と 設 計 解 体 工 学 都市と港湾

転 f換期のニ 軟 弱 地 盤 変 貌 す る 第 18 回 自 然 と

( 52集 )
70 年 代 み ど リ ュー タウ ン と 震 災 建 築 生 産 青 年 技 術 者 レ ジ ャ空間

の 展 望
化 ビ ル の プ ロセス

冬象オリン
.  

都 市 {主

昭和47年 600号 イ ンテリア 都 市 交 通

水 利 用

量 産 住 宅

一 般 号 環 境 へ の 都 市 防 災

第 19 回 北 陵 の

( 53集 )

ピ y クと

記 念 号 デ ザ イ ン 問 題 の 設 備 青 年 後 術 者 新 建 築

札 幌 ( 佳中学) アプ ローチ

.  .  
昭和48年

泉: f t ニュー
大阪大林ビ レジャーと 大阪国際ビ 老 人 住 宅 一 建 築 第 20 回 ヨー ロ ソハ

建 築 教 育
タウ ンσココ 新 用 途 地 域 情 造 と総 工 仕 上 と 材 料

( 54集 ) ミュニティ J レテ' イング 施 設 ル デ ィン グ コミュニテ ィ 家のすまい 青 年 技 術 者

グ〉

施 Z量 制 と 環 境 まち づく り

明 日 の 既 成 市 街 地 建築生産と 高層 プ レハ
.  .  

昭和49年 歴 史 的

建 築 は 保 養 所 作 品 の 住 宅 地

北 摂 ニ ュ ー

流通機備の

ピ ル の 省

ブ 住 宅 の み ど

リ屋十艮防水工
第 21 回 ビル防 災に

( 55集 ) 環 境 保 全 タウ ン計 画 エネ ル ギ化
事の失敗例

青 年 技 術 者 関する 12章

どうなるか 整備の方策 変 容 情 造 設 計 とその対策

.  
p  c 板 を

.  
建築とプレ 生 活 排 水

.  .  

昭和50年

図 書 館

東 海 の

イ ンテリア 使 用 し た

社 会 都 市 の 景 観

ストレスト 処 理 縞 設

人 間 環 境
騒音対策と 第 22 回

集 合 住 宅 の

( 56集 ) 新 建 築 建 築 ・ 法 と 施 設
と し て の

防 音 材 料 青 年 技 術 者

工 業 化 住 宅 コンクリート の あ り 方
ターミ ナ ル

設 備

証 言 ' 76 -
.  

4・ .  
集 i主 体 の

昭和51年 建 築 基E盤情 床 工 法 建 築 防 災 と 工場建築と 鉄 骨 情 造の 結 露 防 止 第 23 回
設備か らみ

( 57集)

建築デザイ

造 の 問 題 点

医 療 施 設

と 材 料 法

市 街 地 箆 備

設 備 ジョイント

ハ ー ド と
対 策 と

青 年 技 術 者 問た 建 築 の

ン の 動 向 ソ フ ト 断 熱 材 料
題 点

.  
兵庫県ーそ

- 日 本建築協 コン クリー 埋立地におけ
日 本 {主 宅 ミニ 乱 開 発 建築におけ

昭和52年
デザインの

の 風 土 と 建

全60周年!e. : t.号 トの品質管
日影規制と

身障者施設 照 明 設 備

る情造問題一

公 団 と から計画的 る省エネル

第 24 回

( 58集 )
動向 一部 分 - ニュータ 理 と 行 政 指

法
大阪南港と 芦 青 年 技 術 者

と 全 体
築 ・ 建 築 界 ウンの管理 通事の方向 屋浜を例と して

建 築 作 品 ミニ開発へ ギ ー 化

デ ザ イ ン

- 病医療院施建設 築ー
組合方式に C  A  0 ー

.  

昭和53年 の 動 向 ー

水

外 壁 電波障害と

よ る 集 合 住 宅 設 備

新 し い

設 計 と コ 一 般 号

第 25 回

ビ ル J.Cl J寛

( 59集 )
新 旧 の コ と 情 報

塗 装 材 料 建 築 耐 震 設 計 青 年 技 術 者

ントラスト シ ス テ ム
住 宅 計 画 ンビュー タ

.  ホアル建築

昭和54年

転 換 期 の

大阪南港; f ，'

商 業 空 間

コンクリート

日 影 規 制 と 情 報

農 村 施 設の 建 物の終 局 庄 内 の 80 年 代 の 第 26 回 建 設 業 の

( 60集 )

再 開 発

ートタウン のひびわれ

ン ス テ ム

変 貌 強 度の検 討 まち づく り インテ リア 青 年 技 術 者 労 務 事 情

80年 代 の 都
.  - 割27回青年技術

設 計 の た め

昭和55年
市と建築ー - 今後の省エ -量近の盟行撞聾

住 宅 の 建築行政と 最 近 の 都市景観と 屋 内 体 育 水 ぎ わ の 今 後の 外装 者

の 新 耐 震

(  61集)
歴まち史づとく展り望の

ネル￥ーの趨勢 - 安井建築段計
耐 久 性 法 規 防 水 工 法 アメニティ 施 設 の 設 備 まち づく り 吹付( 士上材

- 転慣にたつマン

- 建築金物 事務所作品集
y ョン 畢合住宅 設 計 法

.  
台戸斤まわり 災害と法ー 都 市 住 宅 一 - 撞婁物と凪ーデ

住宅 ・都市聾慣企
障 害 者 の 暮

昭和56年

職 能 論

中国の論文
ポートピア

の 計 画

シーリ ング

安 全 な 環 境 住 ま い 手 ザイナーのために

団ー関西における
間 仕 切 慢の 第 28 回

らしやすい

( 62集)
一 北 京 の ' 81 材 の 知 識

都市聾情を中心 t
性 能 評 価 青 年 技 術 者

都 市 計 画
と 設 備 をめざして か ら の 発 想 - 日j童話計作品畢

した斬企図の役割
環 境 と 設 備

医 療 施 訟ー 都 市 景 観 ー
- 絵本にみるすま - 第29回青

昭和57年 新 た な 商 業 省エネルギ

地域医療と

近 畿 の

まちなみ美

大 阪 市 庁 舎 音 と ホ ー ル 大 ス パ ン 昭 和 設 計 いと まちづ〈リ 年 技 術 者
風 土 ・ 空 気

( 63集) 空間の展開 ー と 関 口 部 地 盤 と 地 質 ( 第 l 期 ) 建 築 割量 進 作 品 集
- オー・ エム ホ - 地 方 の 庁

と 人 間

Z主 備 計 画 鋭への2小、 テル日航ビル 舎 建 築

関 西 の

マイコンの

多織化する 建 築 と

ｾ ｨ 曲 ｬ にね ける 大 阪 駅 と
後f年:符即ーと

東海の将来 オフィス ・ プレ λ トレスト - 高3明日|青年技術

集 合 住 宅
昭和58年

建 築 へ の

コミ L ニケー 再

( 64集)
建 築 文 化

運 動 施 設 品 質 管 理
d ヨンと 7 し

ターミナ '0

112' Ｈ Ｑ満 更 ｾｉｩ
と 文 化 を インテリア ( 鉄筋) コノ 7')

. )( 阪成国際立ft
と 生 活 音

を 考 え る 利 用
ゼンテーン: J ; "

ピ lL 考 え る の 変 革 ー ト 構 造 スボーノポール

21 世紀への
ピルのリ 7 レy 建設産業と

- まちの活性化
みどりとそれ - 第31回青年

昭和59年 関 西 の 超
シュー内外.

住 環 境 と
と商業空間

消 防 設 備 高 飴 化 社 会 技 術 者
光 応 用 シス

関西ー魅力

補修技術 の
ロ ポ y ト - 京都駅南口再 をとりま く 床 の 精 工 法

- ディ テーJレ

( 65集) あるまちづくり 高 層 ピ ル 法 制 度 開発 ピル のポイ ン 卜 と生活空間 テ ム と 建 築

を問う一一一
現状と発展ー

開 発 (アパン ティ) 人 々 の 思 想

- 自由織式へ
情 報 化 を ホールーそ 建 物 の 表 情 - 建築と水の

- 接 令

- 村聖子藤 吾

第 32 同

昭和60年 東海の現在
のi I ー建築 大 阪 国 際 見 都 市と 健康

大阪湾物語 司E安 井 武 雄 めぐる建築 れが生みだ 一最 近 の 外
演出

- 日建 設 計

の一断章

( 66集) と 近 未 来 - 建築物の基
本 市 新 会 場 - 神戸研究学

スポーツ
- 東海特集

青 年 技 術省

礎を考える - 都市事情 す 文 化 ー 壁 材 料 薗都市
作 品

昭和61年

これからの住空 屋 根ー その ポ- 現ス代トデザインー インテリジェント - 建築防災と - 第33回白年

モF ニX ム 自治体 営 終 21世紀の住
- 開 発

C AD- その オフィ λ 空間

間ー都市型集合 デザイ ンと
10年 ピルの 建襲 ・ 法 校術者

腐 食 干 定 目

( 67集 )

住宅にみる 素 材

- これからの防水

設 備 計 画

と公 共 建 築

- 大阪市庁舎

居と設備 - ツイン 21 応 用 と 展開 の 権 成

工法 - リニュ ー7 ル

72 
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U3=昌二泊-53 司

画期的無機質伸長形仕上材

。 神 東 塗 料

東京営業部 東京都中央区八重洲 1丁目7番目号八重洲口会館内

(干103) ｾ ＨＰＳＩＲＷＲＭＴＰＱＵ＠

大阪営業部 尼崎市南塚口町6丁目 10番73号

(干661) fi (06)42卜9851

( 特許公開中)

シント-

1! メロン特100

( 微弾性不燃形 ・新築用)

シントー

1! メロン特200

(高弾性形・ 塗替・ 新築用)

シントーセメロンは、コンクリ ー ト下地の中

性化防止、; 東害防止および、海浜地帯での塩

害防止など長期にわたって建物を外部環境か

ら保護し、耐久性を向上させます。

シン卜 ーセメロンは、特に低温での乾燥硬化

が優れていますので寒冷地にも適 した材料で

す。さらに無機系結合材( セメント) をベー

スとしていますので、多湿条件下でも良好な

性能力t 得られる適用範囲の広い無機系弾性仕

上材です。

経済的

内外部用タイル状吹付材

(アクリル工マルション形)

z マタイル
シ ムレスで格調高い仕上げでユニークな凹

口模様の経済的な吹付材です。

塗膜は強靭で耐候性、耐摩耗性、耐アルカリ

性に優れ、内部用は、建設省防火材料認定基

材同等、第0004号合格、外部用は0 1 8 A 68  

10複層塗材E に合格 して います。
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ＹＺ［ Ｚ［Ｚ￞ｾ ロー宅 ｦＧ ｺ靴底の汚れと水を力ツ卜する

センイ床タイルの極太タイプ(50cm角) 電
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紙

ス 守 正

ケ 定 雪振

ツ U且l 員 表ミ

チ九 2 日

会五 芸竪

昼ot高

竺円 27

ー一戸、 r 、._ - 三

段 J美 〉ζ 九

哩主7Z 九

三竹 T 七

喜 子毛 徴五

zz i J 収番
- 北 陸宮0162( 3' ) 5141

・長野宮0263 (21)  1841 

・的岡宮0542(81) 8931

- 強じんな極太パイJ レが靴底の土砂を払い落

とし、パイl レの中に沈ませて表面をいつもき

れいに見せまた

・パイルの土砂は、 電気掃除機で容易に吸

いと れま丸

・コーヒー、コ ーラなどの汚れも水洗いで簡単

に落とせますh

・少しの勾配と排水 口さえあれば、マンション

などの外廊下にも大丈夫。乾; 皐が繰り返え

されても力'ラスぬ維て補強された塩ヒ' パッキ

ング層 は伸び縮みがありません。

・耐 久 性、徳色性、需I j 電性lニイ憂れていますL

!末の 光は心 の 光 曹司，

Tl l J  I  ml.¥v  

雑 誌 0 3 3 7 9 ー 1 0

J エステル

不 織 布 補強層

・仕 線 ハイル/ B C F ポリフロヒレン 100% (極太単糸)

パッキング' l P.v.C 特殊コ / I ' { ウンド+ ガラス繊維不織布( 積層)

寸 法/ 500. 0 X  500.  Omm 全 厚/ 9 . 5mm 色 数/ 5色

設計価格/ 9，900円/ m' ( Hエ共300
m

'以上)

i 'j uた革II:J .氏( 立、ぶ |弘jからエレベーターホー

ルやｼ椛段への ｾ泌 総に先 Ｇ Ｑ Ｇ しま丸もし、ここ

で j l j uをカ γ 卜してフールできたら処物全{小

のlぶは、もっと谷坊に明クリーン砂を似てます二

こんな Ｇｾｊ｛｜Ｇ 、を向引火［する のか 、 ＵＰ｣ ｭ Ｑ ｦ ｪ センイ

ばタイルのフ ローチェで‘ 七夕ジマならでは

か〈ソキング技術ががJは 縦uーをしっか 1) x: 

えている、キーフクリーンへの新従来φ て、士一

- オフィス ・庁舎・病院・庖舗・ホテルなとあ

らゆるピルの玄関、エレベーターホール。

・スポーツ・レジャー施設のバフV ックスペース。

- 多摩宮 0425 (21) 8  132 

・4員浜n 045( 681) 4835

・新渇合 0252 (65) 0261 

- 仙台n 0222(22) 6413 

・北問責宮 0486( 51) 9121

・車問責n 0412 (48)  0635 

- 大阪宮 06 (441 )  5951 

・札幌n 011 ( 231) 8261 

・盛岡宮 0196 (22) 3532 
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